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01.　はじめに

　ハイブリッドとは異種の分野を組み合わせして研究することであり、言い換えれば異質の技

術を組みあわせて研究する領域のことである。馬場駿吉氏は、俳人で、耳鼻咽喉科の専門医

で、名古屋ボストン美術館の館長でもあり、その意味で、馬場氏はまさしくハイブリッドな俳

人である。氏は「ハイブリッド人生のすすめ」の講演要旨の中で以下のように綴っている。

　人生この道一筋に精進することが美徳とされ、その専門性の徹底こそが大きな成果を生む道

である。というのが、世間一般の考え方。もちろん、それが大切なことは確かだが、一方、そ

の方向に狂いが生じた場合の怖さもある。

　現代は極めて多様な思考と現象にあふれ、世界を認識するためには一領域にとどまらず、複

眼的、多角的な透視力が必要となる。

　文学に憧れつつ医学の世界に入り、美術、舞台美術、音楽などにも関心を注いできたハイブ

リッドな人生をふり返り、その効用についてお話しさせていただきたい。1）

　馬場氏は、1932年（昭和７年）に生れ、俳句、医学、美術、舞台美術、音楽の多岐にわたっ

て業績を重ねてきた。第二次世界大戦中、氏の家族は戦火を避け、岐阜県の笠松に疎開した。

閑静な田園風景の中で、父が叔父と組織して俳句を詠む会を開催した。戦中戦後の名古屋市内

や都市周辺と異なり笠松は比較的食料事情がよかった。句会の後食事会が催され、名古屋から

句会に参加しご飯を食べて帰る俳人がいた。

ハイブリッドな俳人：馬場駿吉
──映像メディア論──

清　水　義　和
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　馬場氏は、中学三年生頃から俳句を始め、高校では文芸部に属した。高校二年生のとき『螢

雪時代』の1949年10月号に投稿した俳句が一席に選ばれ掲載された。

　袋掛けしつつ活字にふと見いる2）

　馬場氏が作句した上記の「俳句」に対して、加藤楸邨が選後評した一文が「読者文芸」欄の

「俳句加藤楸邨の選後評」に載った。

　馬場駿吉君の句は自分の生活の一断面を鋭く把握しているよい作である。袋掛というのは果

樹を栽培するとき実に虫がつかないように紙袋を掛ける作業であるがその袋は古新聞や雑誌を

貼って製したものである。懸命に袋を掛けている目にふとその活字が入ってくる何が書いてあ

るのだろうとしばらく見入るというので自分の生活を詩として生かしてゆく素直な眼は尊いも

のである。3）

　この俳句は教科書にも掲載されることになった。馬場氏の母方の祖父、そして祖父も父も耳

鼻咽喉科の専門医であったが、氏は医師にして文学者になった。日本では、森鷗外や齋藤茂吉

が医師で文学者でもあった。海外ではアントン・チェホフやハンス・カロッサがいる。また、

俳人では高野素十や水原春郎を輩出している。

　馬場氏は「医学が俳句の美感覚とつながる側面がある」と語った。他にも、馬場氏は「先端

医療ヘルスケアセミナー」の「～いつまでも健康に～」に於いて第２回「もっと見えたい、聞

こえたい」で「医学と芸術のあいだ」と題して講演を行い以下のように纏めた。

　医学と芸術の両領域は、健康な身体の美しさ、病苦を負った身体のいとおしさに心を動かさ

れ、手を差し伸べようとする人間の本性に共通の根を持つ、と言えないだろうか。

　近年、健康を考える時、人の身体をめぐる環境＝自然をも含める、という視点が重視されて

来ているが、今述べた考え方を私たちの身体のみならず、自然界に存在するすべてのものに拡

げてみても、矛盾が生じてくることはない。

　このような両領域の流れは、古代ギリシャ時代から見られるものだが、人間の存在を高らか

に謳歌することになったルネッサンス期に一気に勢いを増し、接近・交叉したと言える。レオ

ナルド・ダ・ヴィンチ（Leonardo da Vinci, 1452‒1519）は身体の差を追求し、世界や宇宙の象

徴としての身体の内部構造を熟知するために、人体解剖を自分の手で体験し、その記録を手稿

として残した。しかし、不幸にして解剖学書として出版されることがなかったので、彼が記載
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した副鼻腔などに関する業績は永く一般に知られざる存在だったというエピソードも伝えられ

ている。

　近代・現代に至ると、美術における表現も身体全体の形やバランスばかりではなく、一定の

部分へのこだわりや、機能を含めた存在として捉えようという方向へと進み、また、視覚のみ

でなく、聴覚や平均感覚なども多元的に刺激して、新しい空間的な芸術体験をもたらすような

作品も生み出されつつある。

　従って、多くの感覚器官や口腔、気道、食道などの他、表情なども取り扱う耳鼻咽喉科域は

美術表現のモデルとなるばかりではなく、芸術作品を感受する場としても重要な位置を占めて

いると言える。4）

　馬場氏は、上記の批評で「耳鼻咽喉科は感覚機能とつながりがあり、また視覚、平衡感覚、

嗅覚、味覚とも神経中枢が関係してくる」と述べている。殊に、耳鼻咽喉科は、音声語機能と

直接関係がある。つまり、耳は脳の記憶をつかさどる海馬と繋がっており、その音声を聞き

取った記憶に基づき、更に海馬から口腔へと伝わって、喉の嚥下機能によって、聞き取った音

声を再生することが出来る。人類の祖先、ネアンデルタール人は喉頭咽頭が、ホモサピエンス

に比べ短かった為、言語機能が未発達になり著しく言語習得機能が劣り、文明進化の過程で絶

滅の一因になったといわれる。5）

　人類には、生体防御機能があり、それが外界の接点として機能を果たしてきた。このよう

に、言語機能は、耳と海馬と口腔との結びつきは欠かせないが、それ以外に数多くの機能との

連携によって、言葉は機能し俳句を作句する際においても関連しているのである。

　馬場氏を耳鼻咽喉科医と俳人との関係から見て行くと、氏がハイブリッドな俳人として目覚

めた一因にレオナルド・ダ・ヴィンチの解剖図との出会いに求めることが出来る。ダ・ヴィン

チは絵描きであるけれども、その前に科学者であることを望んだ。即ち、馬場氏の場合も、美

術に描かれた人体や運動に着目したが、その遠因にダ・ヴィンチの解剖図からの影響が大き

かったのである。

02.　ハイブリッドな感覚

　馬場氏は俳句を作句するときに、ハイブリッドな感覚によって、花鳥風月を詠むだけの俳句

ではなく、科学に基づいた現代医学に関連付けて作句をしてきた。だが、その過程で氏は俳句

に対して一時期迷いがあった。1946年当時、桑原武夫の「第二芸術─現代俳句について─」

が流布していた。6）馬場氏は桑原の論旨を以下のように纏めている。
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　俳句は極めて断片的なもので西洋の小説のように社会、思想、宗教など広く切り込むような

器ではない。

　狭い人間関係の中で自己満足的に理解されるにすぎない。

　外国語に翻訳することが困難。

　俳句をあえて芸術のなかに入れるならば第二芸術というべきだろう。

　馬場氏は、桑原武夫の「第二芸術─現代俳句について─」、いわゆる「俳句第二芸術論」が

発表された後、俳句を止めようとした。この傾向は馬場氏だけでなく、俳人・寺山修司にも見

られ、寺山は俳句を止めると宣言した。7）そして、寺山は、1976年「徹子の部屋」のインタ

ビューで「俳句はマイナー」と発言をしている。以後、寺山は、ラジオドラマ、演劇、映画、

競馬にと一気に活動の幅を広げてアングラの元祖的存在になった。とはいえ、馬場氏が俳句を

止めようとした苦悩は今もなお尾を引いているように見られる。だが、この頃を転機にして、

馬場氏はハイブリッドな俳人として目覚めることにもなった。言い換えれば、これは馬場氏が

くだした発想の180度的な転換である。馬場氏が作句する過程で、伝統美術だけでなく、前衛

美術との出会いが、新しい地平を切り拓くことになった。

　当時、馬場氏は、名古屋市美術館で、駒井哲郎のエッチング『束の間の幻影』（1951）他50

点が無料で展示されているのを詳細に見た。『束の間の幻影』は小振りのエッチング作品で狭

い空間の中に広大な宇宙空間が広がっているように見えた。駒井のエッチング『樹木』（1958）

には小さな画面の中に生命的なエネルギーがみなぎっていた。また駒井のエッチング『人のよ

うなネコ』（1961）には狭い空間の中に人のような猫が息づいていた。

　馬場氏は、駒井のエッチングを通して、俳句の根幹を成す芸術性に触れるに至ったのであ

る。当時、駒井のエッチングは七千円から八千円位の値段がついていた。しかも馬場氏自身の

助手としての給料としておよそ一万二千円相当の俸給者にとっては高額な値段であった。だ

が、馬場氏は画廊の所有者に申し込み、三回分割で駒井哲郎のエッチング『束の間の幻影』を

購入することになった。

　当時、馬場氏は、それまで書き溜めた俳句を纏めて句集『断面』を刊行しようと考えてい

た。そのとき、駒井は、馬場氏にエッチングを使った句画集の挿絵にフランスのパリのスタイ

ルを推奨した。そして、駒井は版画家と詩人（俳人）とのコラボレーションを提唱した。こう

して句画集『断面』は1964年出版社昭森社刊で特製50部が刊行された。

　馬場氏は、俳句に異質の技術「エッチング」を組みあわせたハイブリッドな俳人としての第

一歩をふみ出すことになる。

　駒井のエッチング『束の間の幻影』は馬場氏の俳句『断面』とのコラボレーションを生みだ
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した。同時に、馬場氏は駒井が被った舌癌の闘病生活を見守りながら、科学者として病態を観

察することになった。その科学者としての冷徹な眼は、レオナルド・ダ・ヴィンチがスケッチ

した頭蓋骨の解剖図を基にして透視し研究を重ねて磨かれていくことになった筈である。8）

03.　身体的表現

　馬場氏は、駒井との句画集の共同作業を通して、グループ「実験工房」（1952）に参加する

ことになった。「実験工房」で馬場氏は瀧口修造の知遇を得た。

　駒井さんは美術の世界ではマイナーに思われがちだった銅版画が極めて重要な領域であるこ

とを示し、第二次大戦後の日本の美術界にその価値観を根付かせようと苦闘した作家であると

同時に高雅なポエジーをたたえた作風が他の芸術領域からも注目されていて、様々な優れた芸

術家たちとの交友があった。9）

　「実験工房」で活躍した土方巽は暗黒舞踏家で1960年から70年代にダンサーとして新しい芸

術活動を先駆的に創始した。西洋のモダンバレーと異なり、土方は、日本人の身体の特性を生

かして、地面を這って歩く舞踏を展開して前衛的な舞踏を構築した。土方巽の舞踏は、元藤燁

子が編集した『アスベスト館通信』等に詳しいが、馬場氏にとって人間の身体と運動を考えて

いく上で重要な役割を果たした。10）美術分野では、ポスターでイラストレーターの横尾忠則氏

が類を見ない土方のポスターを作製し一時代を築いた。11）

　演劇方面では、状況劇場の唐十郎氏は役者で、演出家も兼ね、座付作者でもあったが、小説

『佐川君からの手紙』で芥川賞を獲得した。殊に、唐氏の『特権的肉体論』は、馬場氏が、人

間の身体と運動を考える上で生きた手本になった。12）

　俳人・寺山修司は馬場氏にとっては後輩にあたり、『螢雪時代』に俳句を投稿していた。や

がて寺山は前衛俳句を創作し、次いで演劇実験室天井桟敷を創設し、アングラブームで同時多

発的に前衛アートを誕生させ続けていた。馬場氏は、寺山が俳人として出発し千変万化する前

衛芸術から多彩な影響を受けた。

　当時は、新幹線が無かった時代で、馬場氏は土曜日と日曜日に、東名間準急「東海」に乗

り、東京へ観劇に出かけた。だが、氏は、ウィークデイは、研修医として、大学病院勤務で激

務をこなした。当時、氏はエネルギーにあふれていたせいか疲れも知らずに過ごした。馬場氏

にとって、医学は、日進月歩であったがパワーがみなぎり、芸術と医学の両分野にまたがって

新しいアートと新しい医学の両分野で次々と新機軸を摂取し活躍していった。
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　馬場氏は、学生時代に、桑原武夫が主張する俳句「第二芸術」論の対極にあった長編小説を

「文学入門」（岩波新書）に注目してその巻末に収めてあった世界近代小説50選を貪り読ん

だ。13）同時に、氏は、後に重要なコンセプトとなる、発想が180度転換する術を世界近代小説
50選から学んだ。

04.　原始美術における身体表現

　馬場氏は、原始美術における身体表現に関心を懐いてきた。原始美術の身体表現は、エネル

ギーに満ちあふれている。先ず、コスケール洞窟画の手の形を描いた壁画であるが、この洞窟

絵画はフランスの地中海に面したコスケール洞窟にある。２万７千年前に描かれた多くの手形

の壁画と１万９千年前に描かれた動物群の壁画とに分かれる。手形の壁画は他の洞窟でも多く

見られる。手の壁画の作成方法は、手を壁にあて、そこに顔料を吹き付けて手の型を描く。時

期はフランス旧石器時代で約２万年前に相当する。

　原始美術の特色は、原住民の生活・習慣をつぶさに観察しているとそれぞれ特有な形を帯び

て見えてくる。先ず、ネイティブが懐く種族繁栄を願う子孫の多産があり、次いで豊穣を祀る

祭儀が呪術的であることや、その傾向は特定すれば色素に現れているのを観察することが出来

る。

　このような原住民がオブジェを作るというコンセプトは、「愛知トリエンナーレ2015」のシ

ンボルマークとして取り入れられている。ポスターでは、原色を使って、洞窟で使われた色素

を引用し、世界最古の芸術作品とのつながりを強調している。

　インドネシアにも壁画があり、４万年前のものといわれる。オーストラリアやインドネシア

の研究者らによると、2014年10月９日（木曜日）に、「インドネシア・スラウェシ島南部の洞

窟壁画が推定で約４万年前に描かれたことが分かった」という調査結果の発表があった。それ

は「世界最古級の壁画の一つ」である。14）

　洞窟壁画は欧州で発達した。イタリア、シチリア島には、紀元前１万年位以前アフリカから

渡ってきたセシオティと呼ばれる部族がいる。ムルシアの村には「セジ」と呼ばれる円形の墳

墓が、素朴な壁画が残されている。トラパニの「ウッツォの洞窟」、パレルモ近郊の「アッダ

ウラの洞窟」などがある。これらの壁画には、原始時代に棲息した原住民たちの身体運動が特

徴となって描かれてある。15）

　大英博物館所蔵のカーデップとフェデフェルス夫婦の座像には、男性の肌が赤色で、戸外で

働き、女性は家の中で暮らすので皮膚の色が黄色に表されている。王子ラーホテブとネフェル

トの坐像のカーアベル像（木彫り）はエジプト古王国、第４王朝の作品で前2600年頃に描か
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れた。16）

　アメリカのボストン美術館が誇り至宝でもあるアフロディーテの頭部は、通称「バートレッ

トの頭部（所蔵していた人）は、古代ギリシャのクラシック時代末期からヘレニズム時代初期

（紀元前330年頃）にかけて制作された」17）と評される芸術作品である。

　守門女神群像は６世紀後半のインド、アウランガーバード第７窟仏殿入口（インド）にあ

る。いっぽう、平等院・雲中供養菩薩像は、11世紀半ばの作で、この時代、西洋美術で欠落

していた身体の運動を表現している。つまり、東洋の平等院・雲中供養菩薩像は特に東洋独自

の身体を表わしているところが注目されるべき箇所である。18）

　以上の芸術作品群を具に鑑賞すると、人類は遙か昔の原始美術の時代から「手」を使って、

身体を現し、運動を現す象徴であることを後世に伝えようとしていたことが分かってくる。こ

うして人類は「手」を使い、身体を表わし、絵を描いたり彫刻したりしてきた。こうしてみる

と馬場氏が人間と身体の関係から原始美術の「手」に起源の手掛かりを求めていることが分

かって来る。

05.　解剖

　馬場氏は、人類が手を使い、身体や運動を表わすのに重要な機能を果たしてきたことを芸術

と医学との両分野にわたる研究の主題にしてきた。更に、氏は、レオナルド・ダ・ヴィンチ

が、手を動かし、身体を動かす仕組みを概念ではなくて、実際に解剖して身体の構造を明らか

にしたことに注目した。

　レオナルド・ダ・ヴィンチは芸術や科学の各分野にわたる研究から身体美の復興を成し遂げ

た。殊にダ・ヴィンチの自画像（1513）は注目すべきである。この自画像は、ダ・ヴィンチが
60歳代だった16世紀代初頭に制作されたもので、縦33.5センチ、横21.6センチの紙に赤い

チョークで、長いあごひげを蓄えたダ・ヴィンチの顔が、当時の生活のありのままの姿を自身

の手によって赤裸々に描かれている。

　ダ・ヴィンチが、1490年頃に描いた「ウィトルウィウス的人体図」と称される素描がある。

この図によって、「人間の体は一つの小宇宙だ」といわれるようになった。ウィトルウィウス

は紀元前１世紀の建築家であった。建築設計では人体の各種比率を用いるのが理想的であると

されてきた。この図を所蔵しているのはヴェネツィア・アカデミア美術館である。

　古代ローマの建築家のウィールマイウスの建築論によると「人体は円と正方形に内接すると

いう。このデッサンは、紀元前１世紀にローマ帝国で活躍した建築家ウィトルウィウスが著し

たヨーロッパで最も古い建築理論書「De Architectura」の第三書、第一章に記されている。そ
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して、ダ・ヴィンチはそこに記された言語を、今度は文字ではなくて構図にして視覚化し表現

してみせたのである。19）

　この図は紙にペンとインクで描かれており、両手脚が異なる位置で男性の裸体が重ねられ、

外周に描かれた真円と正方形とに男性の手脚が内接しているという構図となっている。このド

ローイングは、「プロポーションの法則（Canon of Proportions）」あるいは「人体の調和

（Proportions of Man）」と呼ばれることがある。20）

　レオナルド・ダ・ヴィンチはローマの「ウィトルウィウス的人体図」に刺戟されたが、やが

てダ・ヴィンチ自身が人体を解剖してリアルな人体図を表わすことになった。21）先ず「頭蓋骨

の習作」（1489）がある。一枚目の頭蓋骨には縦長の長方形の線が描かれ、二枚目の頭蓋骨で

はその部分を切り取った状態が描かれている。ケネス・クラーク著『レオナルド・ダ・ヴィン

チ芸術家としての発展の物語』には以下のように記されている。

　The anatomical drawings in the Windsor MS.B, dated 1489, are studies of skulls, done with a delicacy 

which makes them works of art, but with scientific intention (PL.28).22）

　また、他にもダ・ヴィンチの版画に「解剖図」（1489）がある。馬場氏によれば、ダ・ヴィ

ンチの「頭蓋骨の習作」が画期的なのは、頭骸骨に空洞が存在することを指摘している点であ

る。23）

　馬場氏は、先ず「人間は四足歩行から、直立して二足歩行に変わった」と論じ、次いで「そ

れに伴い、人間は倒れて頭骸骨を打撲すると多くの場合致命傷を負うことになった」という。

そのおかげで、他の動物と違って、人間は進化の過程で、顔面に空洞が出来て、倒れても、頭

骸骨の空洞がクッションとなり致命傷を負わなくてすむようになった。例えば、人間が昏倒し

て頭骸骨に衝撃が加わっても、その衝撃は鼻のなかに抜ける。あるいは、鼻が炎症を起こして

も空洞に膿が溜まり、そのおかげで、致命傷を惹き起さなくて済むのである。

　ここで一例をあげると、馬場駿吉氏は「慢性副鼻腔炎における嫌気性菌に関する臨床的なら

びに実験的研究」の論文で、嫌気性菌が頭蓋骨の鼻腔近くの空洞に住みついて人間に及ぼす臨

床研究を詳細に考究している。

　馬場氏は解説で、「嫌気性菌は頭蓋骨の鼻腔近くの空洞に住みつく習性がある。嫌気性菌に

とって、鼻腔は居心地が良いからだ」と語り以下のように論文で述べている。

　慢性副鼻腔炎の成因に関しては種々の観点から究明しつつあるが、その発症にかかわる因子

の複雑さは、治療の困難にもつながって、現在なお耳鼻咽喉科臨床医の悩みとなっている。
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（略）副耳鼻腔はその解剖学的特殊性から酸素分圧の低下が生じやすいことが容易に想像され、

嫌気性菌の棲息にも有利な条件を備えていると考えられるが、著者は、本症患者における上顎

洞内貯溜液中の嫌気性菌を検索し、その分離菌株について種々検討するとともに Peptococcus 

anaerobiusによる家兎慢性副鼻腔炎発症実験を行い、本症発症に嫌気性菌の果たす役割の一端

を窺い得たので、ここにその成績を報告する。24）

　馬場氏は、嫌気性菌を含め、慢性副鼻腔炎研究を通して、ダ・ヴィンチの「頭蓋骨の習作」

が示している頭蓋骨の空洞の役割を科学的に明らかにしていったのである。ダ・ヴィンチの

「頭蓋骨の習作」の存在について以下のような数奇な運命があった。

　ダ・ヴィンチの画期的な事業は、解剖である。ミラノから南に約30km、中世の町並みが残

るパヴィアはイタリアでも有数の大学の町としてその名をつとに知られている。特に有名なの

は医学・薬学部でここのレヴェルはミラノ大学のそれを凌ぐと言われる。絵画と科学の結合と

して、人体解剖図をあげることができる。ダ・ヴィンチは約30体の解剖をした。パヴィア大

学の解剖学者トッレと解剖図を出版しようとしたが、トッレの病死により中止となった。ダ・

ヴィンチの解剖図は歴史の中に埋もれたが、再発見されたのは18世紀になって、漸くイギリ

スの解剖学者ウィリアム・ハンターによって公にされたのであった。25）

　鈴木秀子著「アンドレアス・ヴェサリウスの『人体の構造についての七つの書』1543年、

バーゼル、オポリヌス書店刊」によれば、以下のようなダ・ヴィンチの解剖図に関する解説が

存在する。

　ファブリカ刊行の前にすぐれた解剖図を描いた画家として、レオナルド・ダ・ヴィンチが存

在する。ファブリカの挿図がレオナルドの剽窃であるといわれたこともあったようだ。だが、

実際には、ダ・ヴィンチの解剖手稿は刊行されることなく、長くコレクターなどによって秘蔵

されたままであった。ダ・ヴィンチの手稿が広く世に知られるようになったのは20世紀に入っ

てからである。ダ・ヴィンチはパヴィア大学の解剖学者マルカントニオ（Marcantonio della 

Torre, 1481‒1512）と解剖学の共同研究を行っており、マルカントニオがペストによって死亡

しなければ、あるいは、ファブリカのような解剖学書が著された可能性も推定されている。ル

ネッサンスにおいては、ダ・ヴィンチ、ミケランジェロなどをはじめ、画家の側から人間を正

確に描くためにその内部（解剖図）を描く試みがなされた。ダ・ヴィンチの解剖図からの直接

的影響は証明できないにせよ、ルネッサンス美術においての画法や精神が間接的にファブリカ
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に影響を及ぼしたことは十分ありうる。

　マルカントニオはペストで死亡したために、解剖の本は130数年後の20世紀になってイギリ

スでサンダース（J. B. de C. M. Saunders）がオマリー（Charles D. O’Malley）との共著で発表し、

頭骸骨に空洞があることが証明された。26）

　馬場氏は、実際、「ダ・ヴィンチは35歳から60歳頃までに30体の解剖をしたとされた」と

述べた。ほかにも、ダ・ヴィンチには顎胴記載（1409）があると指摘されている。

06.　解剖と現代アート

　古代メキシコ・アートの “God of Rain”（1947）には顔に筋がはいっている。医学の専門医、

馬場氏の視点から見ると、「雨の神」は顔面神経に覆われている状態を表していることになる。

「Rain God」はメキシコのテスケ、コチティ、サンタクララ、ラグナなどサンタフェ近郊の各

プエブロで販売されているみやげ品の呼称でもある。

　メキシコのテスケ、コチティ、サンタクララ、ラグナなどサンタフェ近郊の各プエブロで販

売されているみやげ品の製作は顕著であった。その代表がテスケの「Rain God」と呼ばれる小

さな塑像型土器である。人形には、ベージュの化粧土の上に水彩絵の具や薄めたインクで赤や

緑、青の線が引かれている。プエブロの象徴的デザインである雨や水ともデスケの土器の伝統

とも関係がない。この人形は最初、中西部キャンディー製造会社の景品としてサンタフェの交

易商人から注文されたものであったが、観光客の人気を得て量産されたのである。また、コチ

ティではインディアン以外の人びと─神父、カウボーイ、ビジネスマン、旅行者などを戯画的

に表現した塑像型土器が作られた。テスケの土器は速成で耐久性に乏しかったが、サンタクラ

ラで作られた壷や燭台、汽車、動物型土器などは小品だがよく研磨されている。みやげ品の製

作は、材料、形態、製作方法、質、作り手の人数などプエブロごとに違いが見られた。27）

　先に触れたが、馬場氏は絵画を鑑賞する場合、視点を180度変えて眺める必要性を説く。そ

の典型が「雨の神」である。「雨の神」は医学の視点から見ていくと顔面が神経に覆われてい

る状態を発見出来るのである。馬場氏の美術を鑑賞するときのモットーは、画家の視点でだけ

でなく医学の視点から、つまりハイブリッドな視点で絵画を鑑賞する意義を説く。

　木を見て森を見ず

　森を見るために木を見よ
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　全体を見る

　部分へのこだわり

　馬場氏は、パブロ・ピカソと東洲斎写楽の共通性を指摘する。例えば、ピカソの『アヴィニ

ヨンの娘たち』（ニューヨーク近代美術館）は、絵に立体性を求めている。つまり、絵を鑑賞

する際に、「必要なのは遠近法だけか？」と問う。特に、ピカソの絵を見る時には、ひとつの

キャンバスに、正面と斜めと立体をかけあわせる。すると、鼻はＬ字形に書かれていることが

判明する。

　実は、東洲斎写楽『天王子屋里虹』（ボストン美術館）の鼻もＬ字形をしている。従って、

馬場氏は、「ピカソが、『アヴィニヨンの娘たち』を描いた時に、東洲斎写楽の『天王子屋里

虹』のひき目、鍵鼻を見て関心を懐いた可能性がある」と指摘する。

　また、馬場氏によると、「運慶の『金剛力士像』（13世紀）を、ジャン・デュビュッフェ

（1912‒1985）が鑑賞してから自らのモダンアート彫刻作品に日本美術を採り入れたと思われ

る」と語った。

　馬場氏は、これまで美術と身体の類似性を関連づけて考察してきた。馬場氏と交流がある加

納光於氏はモダンアート絵画『胸壁にて』（1980）を油彩で描いている。28）馬場氏の専門医学の

眼から見ると、加納氏の絵画『胸壁にて』は、医学の CTスキャンの映像で観察し診察する際

の胸や鼻粘膜や毛細管を彷彿させるという。馬場駿吉氏は「私の蒐集40年の歩みをふり返っ

て」で以下のように述べている。

　加納さんが恐るべき幻視者であることをうかがい知ることが出来た。（52頁）

　馬場氏は、芸術作品を鑑賞するときに、印象批評ではなく、例えば、専門医学の眼から具に

観察した場合に、抽象絵画『胸壁にて』の作画家、加納氏は「恐るべき幻視者である」ことが

了解可能になることを指摘している。

07.　耳の彫刻

　馬場氏は、絵画を印象批評するだけではなく、実際に、耳鼻咽喉科医として、三木富雄の耳

の彫刻作品を鑑賞してから強く刺激され、小耳症の症状で耳を造形する画期的な手術を手がけ

ることになった。馬場氏は1958年、東京で耳鼻咽喉科の学会へ行く途中に、上野で開催され

ていたアンデパンダン展で初めて三木富雄の耳彫刻作品に遭遇した。アンデパンダン展は無審

査で誰でも応募できるのであった。三木富雄の作品の隣に飾られていた作品はごみやガラクタ
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の様なオブジェばかりであった。馬場氏は、会場で三木作品に出会い、南画廊で小振りの耳彫

刻作品を買い求めた。

　馬場氏は三木富雄の耳彫刻作品に魅了され、次いで氏は耳鼻咽喉科の専門医として、耳を矯

正する手術を実施し、三木のアート作品「耳」とは異質の技術による組みあわせによって人工

耳の作成を実施したのである。

　三木がインタビューの依頼を受けて、相手のインタビュアーと会話している話しぶりは一風

変わっている。一言でいえば、三木の会話からは普通の人間の論理から逸脱したものだ。

　三木　たとえば僕が耳をつくりはじめてから、よく人に、なぜ耳をつくるのかというふうに

聞かれて、自分でそれがよくわからない状態のままでやっているうちはよかったんですけれど

も、自分のなかで、じゃあなぜ耳をつくるんだろうというふうな問題になったとき、耳が一つ

の神秘化されたような形になって…だから、耳が僕にとって、変な言い方だけれども敵意をも

つ、そういう感じを最近受けますね。だから、耳について、なんか出会っていないというかね

…29）

　三木のように、一種、精神異常者のような芸術家と結婚して生まれた子は哀れである。しか

しもっと変わっているのは三木と結婚した女性である。三木の妻だった合田佐和子氏は女流画

家で異常な世界をキャンパスの画布に描いた。屠殺場で切り取られた牛の頭を一晩中じっと見

据えている画家合田氏の目にはこの世の異常な世界が映し出されているのは確かである。合田

氏はゴッホが耳を切った後の精神状態に興味をもった経緯について寺山修司や池田満寿夫と

行った「座談会　ゴッホ謀殺説を推理したり、ゴッホ芸術のすごさ、恐ろしさなどについて語

る」のなかで以下のようにコメントしている。

　合田　そうですね。私は耳を切ったり、手を焼いたりしてる部分には全然興味がなくて、そ

のあとの、さっき「寺山さんが「もうつき合い切れない」といった時点から興味を持っちゃう

んです。耳切ったりしてるうちは嫌だからね。そういうところははしょって、そのあとの職人

そのものになって、職人そのものが呼吸してるといった時点からやっとほんとうに興味が湧い

てくるというか、好きになることができますね。つまり、人生の彼岸に生きたかったのよ。役

に立つという意味は、絵を通じて他の人たちもその彼岸につれていきたかったのよ。30）

　合田氏は三木と結婚して女の子を産み、その後三木と離婚した。先程ふれたように三木の会

話は時々脈絡がなくなる。合田氏は本心を隠し伏せて寺山や池田たちと会話しているから、彼
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女の異様な世界は皆目見当がつかない。寺山修司の『青ひげ公の城』の美術を担当しポスター

を描いたのは合田佐和子氏である。合田氏の絵は寺山の描いた怪奇な『青ひげ公の城』よりも

極めて魔術に満ちた世界だ。寺山は合田氏について「蜜蠟画　美しき惑いの年」で次のように

評している。

　キャンバスに自画像を描きつづけるびしょ濡れの死美人である。31）

　然し、合田氏の異常な絵画の世界さえも、三木の作品に比較すると芸術的価値は比較出来な

いとしても、三木は遙かに合田氏の異常な世界を超えている。

　更にそれ以上に不思議なのは、馬場氏が合理的な科学の世界にある人工耳を、三木の彫刻耳

作品に触発されて誕生させたことである。馬場氏は、佐谷和彦との対談「１対談─馬場駿吉氏

と現代美術を語る」で三木の耳彫刻に触発されたと述べている。

　それに触発されて、耳が欠損して生れてくる子供さんの耳を再建するという手術に力を注ぎ

はじめました。32）

　少なくとも、理性的な馬場氏が、デモーニッシュな三木の耳作品に触発されて異常なまでに

人工耳手術を作成し続けたことであり、その原動力の源は三木の耳彫刻作品であった。

　三木富雄の複雑な心の世界は計り知ることが容易ではない。しかし、ここで簡単に三木の経

歴を辿ると次のように纏めることができる。

　三木富雄（1938‒1978）は彫刻家で特に耳を題材にして、巨大な耳を彫塑した。それらの耳

彫刻は大きさが身体くらいのものもある。三木は1958年の第10回読売アンデパンダン展でデ

ビューした。三木は1963年、25歳のとき、個展で初めて「耳」を出品した。以後、三木はと

りつかれたように耳をモチーフにした作品を制作した。そして「私が耳を選んだのではなく、

耳が私を選んだ」と述べ、アルミ合金やプラスチックの素材などで左耳ばかりを作り続けた。
1978年、三木は40歳の若さで急逝した。

　三木が耳彫刻を出展した作品は、無鑑査で、誰でも展示出来た。三木の耳彫刻は地元新聞が

取り上げた。馬場氏は、南画廊で、三木の耳彫刻作品の中で小型の作品を手に入れた。

　さて、馬場氏は耳鼻咽喉科の専門医であるが、「右小耳症で悩む10歳児くらいの子供が200

万人のうち200人くらいいることが分かった」という。耳の中の構造は機能するのであるが、

ふつうの耳がないために、いじめにあったり、給食の時当番でマスク掛けられなかったり、眼

鏡をかけられなかったりした。そこで、馬場氏は、人工耳を作るために、尺取り虫のようにし
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て皮膚を集めたり、百足虫のような形を作ったりした。だが上手くいかなかった。そこで、今

度は、耳の型をプラスチック製の材質を使って開発しようとした。ところが、当時アメリカの

論文が発表され、肋骨の軟骨を取り出して耳の枠組みを作り、軟骨による耳介フレーム作成を

行った。

　ここで、ふつうの耳と障害者の小耳症の症状と三木の耳の彫刻作品を並べると、この間に共

通したコンセプトがあることに気がつく。つまり、耳を作ることは医学の外科手術であるが、

耳を造形することは芸術を産み出す行為でもあることに気づかされるのである。

　山田泰生氏は『毎日新聞』で「科学と芸術の間闊歩　名古屋ボストン美術館館長　馬場駿吉

さん」（2011年５月15日）と題して次のように馬場氏を評価している。

　医師としては、耳介形成術の第一人者だった。耳が欠損して生れた人のために、米国医師の

トレーニングを受け400人の耳を再生した。（略）耳をモチーフに彫刻を多数制作した三木富

雄さん（故人）の作品は宝物のひとつだ。33）

　既に、タンザーやハノーバーやボストンなどのカナダ周辺地区で耳復元手術が行われてき

た。そのなかには、次のような紹介がある。

　タンザー（Tanzer）、ハノーバー、ボストンなどのカナダ周辺地区では耳復元手術が行われ

ている。手術治療は16世紀以来様々な術式が試みられた。現在の方法は1959年にタンザーが

発表した肋軟骨を３本使用する方法に元づく。タンザーの方法は肋軟骨で耳介のフレームを作

製し側頭部の皮下に埋め込み、数ヶ月後、移植した耳介フレームと皮膚を立たせ、耳介後面と

側頭部に植皮する。この後で、耳の穴のくぼみを造る手術をする。タンザーはこの手術を初め

は６回に分けて行い、皮膚も体のあちこちから取り、患者にとり負担のある治療だった。だ

が、形の良い耳介ができると云うことは画期的だった。現在行われている耳復元手術式は全て

このタンザーの方法から発展したものである。34）

　馬場氏は、三木の耳彫刻作品によって啓蒙されたのであり、その後耳復元手術を手がけるこ

とになった。馬場氏が、耳の細部を造形するときに、三木の耳彫刻作品は耳鼻咽喉科医として

馬場氏の刺激になった。耳鼻咽喉科医の佐竹研一氏には500の事例があるという。

　三木の耳彫刻作品の場合、巨大な作品を多くストックする場所に問題があり、つまり三木自

身、彫刻作品収蔵に問題が生じ、既存の作品を潰して、新しい耳彫刻を再建したといわれてい

る。三木の耳彫刻は、名古屋市美術館や広島市美術館などには保管されている。
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08.　身体とアート

　マルセル・デュシャン（Marcel Duchamp、1887年７月28日‒1968年10月２日）には、『階段

を降りる裸体』（1911年、1912年、1916年制作の３バージョン）のようなキュビスムと未来派

の影響を受けた絵画作品がある。科学者の馬場氏によると、デュシャンの『階段を降りる裸

体』は映画のフィルムの連続した動きをスロモーションで現した人間の身体の動きになるとい

う。この『階段を降りる裸体』に影響を受けたジャクソン・ポロック（1912年１月28日‒1956

年８月11日）は、描かれたキャンバスの上を、絵の具を使って自ら走り回って描いた身体の

連続した動きを表現している。

　ジャクソン・ポロック（1912年１月28日‒1956年８月11日）は20世紀のアメリカの画家で

あるが、その作品には『暁の明星』（1947）がある。ポロックは、走り回って巨大な絵を画く。

ポロックの身体の動きに特徴があり、それはアクション・ペインテイングとなった。

　Ｊ・ポロフスキー（1942～）は米国のボストンで活動し、身体のバランスを重視している。

ボロフスキーは自分の見た夢や、新聞の報道写真、雑誌の広告などから得た様々な人間像を絵

にし、そのイメージを更に立体作品へと発展させたが、展覧会の空間に解き放たれた人間像

は、作家自身の姿であるとともに、彼と同時代を生きる私たち自身の姿でもあった。35）

　耳鼻咽喉科医の馬場氏は、医学専門の視点から見ていくと「ポロックやポロフスキーらのモ

ダンアートは身体のバランスと三半規管との関係があり、平衡感覚と内耳が連動しているので

あって、総合はバランスと結びついている」と述べた。

　ハイブリッドな感覚を身体とアートに結びつけたアーティストに荒川修作がいる。36）荒川は

三年前に逝去したが前衛的アートを追求した。いっぽう、荒川のアートは赤瀬川順平のアバン

ギャルドともつながりがあった。

　赤瀬川　工藤とか三木（富雄）なんてのはもっと自分の作家意識が強いから（ハイレッドセ

ンターに）入らないわけですね。だけどしょっちゅう来てて、ぼくなんか作家的にウヴだから

ね、こいつらいっしょにいるのにどうして入んないのかな、なんて思ったけど、いま考えりゃ

そうごくわかるね、なんか。

　中西　ぼくは三木はてっきり入ってるのかと思って「君ネオダダか」と言ったら、「オレは

違うよ」なんて。

　赤瀬川　違うんですよね。37）

　先に述べたが、建築家ウィトルウィウスが著したヨーロッパで最も古い建築理論書「De 
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Architectura」の第三書、第一章に書かれている文章を、レオナルド・ダ・ヴィンチが視覚言語

化した。ダ・ヴィンチは、人体解剖ばかりでなく、建築にも関心があり、その意味でルネッサ

ンスのハイブリッドな感覚を身体とアートに結びつけたアーティストの先駆者であった。

　荒川の新機軸は、アートをタブローではなく、建築的なオブジェに関心があり、世界が揺ら

ぐ感覚でみつめる観点に立ち探求したことだ。荒川にとって、斜面は重要なコンセプトであ

り、自ら設計した公園『養老天命反転公園』（1995年、８月）を実際に造形し、身体総合的な

空間を出現させた。更に荒川は、自ら設計したマンション『三鷹天命反転住宅』（2005年10月）

を構築し、竹踏みを床に使い応用してみせた。38）

　加藤力氏（1965～）は『ここから始まる』（2007）のフォト・アートで赤ちゃんの口に注目

している。つまり、赤ちゃんの唇は身体の産声を上げる器官であり、言葉を造形するのであ

る。また、赤ちゃんの唇は母のおっぱいを吸引し触角の重要性を喚起させてくれる。更に、赤

ちゃんの唇は飲食を摂取する生命活動の原動力になっている。

　言葉と美術で見て行くと、戦後の美術作品名のタイトルは、「無題」と呼称される傾向があ

る。というのは、現代芸術は拘束を避けるからである。「無題」とは、タイトルが付いていな

い作品に対する便宜的な呼称である。英語では「untitled」と名づけられる。本来は便宜的な

呼び名でありタイトルではないが、時には正式なタイトルとして「無題」と名づけられる。タ

イトルをつけることで作品のイメージを固定化せずに、受け手側の想像力に委ねることを望む

場合に「無題」とつけられる。

　馬場駿吉氏の俳句が特異なのは、俳句を現代音楽や現代美術に結び付け、俳句に新しい地平

を切り拓いたことだ。例えば、馬場氏は句画集『断面』に駒井哲郎のエッチングを依頼して書

物の表紙や挿画を作成した。

　また馬場氏が駒井のエッチング『束の間の幻影』を使ってコラボレーションを果たしたとき

も、奇しくもセルゲイ・ プロコフィエフのピアノ曲の題名『束の間の幻影』と偶然につながっ

ていたことを知った。また馬場氏が俳句を断念しかけた時に駒井の『束の間の幻影』に出会

い、それをきっかけとしてハイブリッドな俳人馬場駿吉氏が誕生することになった。しかも、

馬場氏は駒井のエッチング『束の間の幻影』はプロコフィエフのピアノ曲『束の間の幻影』と

偶然に繋がっていたことを知ることになった。このとき馬場氏はジョン・ケージの偶然の音楽

と奇しき因縁を感じ取ったかもしれない。そして馬場氏はケージの音楽に関心を示していた武

満徹の音楽と氏の作句のコラボレーションを想定し、音楽が及ぼす力によって俳句へと駆り立

てるアートのエネルギーを昇華させていくのである。39）
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　　　　　　　　　　　　馬場駿吉　俳句

　武満徹　音楽（耳）　　　　　　　　　　　　　駒井哲郎　美術（手）

　馬場氏は武満徹の音楽（耳）と駒井哲郎の美術（手）のコラボレーションから俳句作品の新

機軸が生まれたという。

　馬場氏は岡本太郎のアートにも強い関心を持っていた。岡本はアバンギャルドアーティスト

として知られているが、岡本は古い日本美術や地方伝統美術造形術にも強い関心を示し、アバ

ンギャルドアートと伝統美術の出会いをアートの新感覚によって求めたのである。

　ブロンズのコンテストで岡本太郎が久国寺で桑名火入れ式を行い、それらのコラボレーショ

ンから作品が生まれた。久国寺（きゅうこくじ）は、愛知県名古屋市北区にある曹洞宗の寺院

である。寺院には岡本太郎作の梵鐘があることで知られる。境内の一角に、芸術家の岡本太郎

が1965年（昭和40年）に製作した梵鐘「歓喜の鐘」が設置されている。これは、当時、住職

が知人から岡本太郎を紹介してもらい製作を依頼したものである。なお、この梵鐘には小型の

試作品が５体製作されており、そのうち１体は岡本太郎記念館に設置されている。

　俳人・馬場駿吉は俳句が日本国内だけのものであってはいけないのではないかと考えてい

た。馬場氏はイタリアのヴェネツィアにあるトリノ協会でのシンポジウムで「俳句の国際化」

で次のように述べた。

　その時、俳句に関するシンポジウムも開かれたが、最後に聴衆から、俳句の日本語としての

響きを楽しみたいので音読して欲しいという要請があった。詩は朗読されるものだ、という

ヨーロッパの伝統の確かさが、その時の熱い拍手からも身に伝わって来た─日本の詩歌も本来

そうなのだが。ともかく俳句の国際化は急ピッチだ。40）

　馬場氏はイタリアのヴェネツィアを訪れ『海馬の夢──ヴェネツィア百句』を作句した。馬

場氏の『海馬の夢──ヴェネツィア百句』を詩人のルイジ・チェラントラ氏が日伊に対訳

（1999）し、ヴェネツィアの作曲家・指揮者のマリーノ・バラテッロが作曲し演奏会を行った。

サンタ・マリア・デッラ・ピエタ教会聖堂で初演する計画があった。歌はヴェネツィアに在住

している日本人ソプラノ歌手の松島理恵さんが担当した。2001年にピエタ教会聖堂で初演さ

れてから、2005年には名古屋で『海馬の夢』（電気文化会館　ザ・コンサートホール）、2007

年に『RENKU 水都孤遊』（宗次ホール）など、少しずつ形を変えながら公演された。

　馬場氏が注目し続けてきた俳句と能楽の観点から見ていくと、松尾芭蕉は『奥の細道』で遊
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女との話を綴っている。これは芭蕉が西行と遊女との関係を劇化した能楽『江口』と関係があ

る。馬場氏は、俳人、芭蕉が西行の能楽『江口』に関心を寄せて『奥の細道』で遊女との話を

綴っていたことに関心があった。

　殊に、馬場氏は作曲家・高橋悠治氏に強い関心があり、こうして馬場氏の俳句と能楽師片山

九郎右衛門と高橋悠治氏の音楽とのコラボレーションによるアートを考案することになった。

　HAIKU+NOUGAKU+ONGAKUのコラボレーションから馬場氏の連句作品が生まれ、2015

年４月11日俳句と独吟連句が行われた。現代俳句界の重鎮馬場駿吉氏の俳句に基づき、日本

を代表する孤高の作曲家高橋悠治氏が新作を発表した。また京都が誇る能楽師片山九郎右衛門

が舞台で連句を朗誦した。

　高橋悠治氏は、身体を中心として人間が、哲学・倫理・宗教を掲げ、右手に音楽を、左手に

芸術を配置する総合性を提案している。41）

　　　　　　　　哲学・倫理

　

　　　　　　　　　 宗教

　

音楽　　　 　　　　 人間 　　　 　　　　芸術

　　　　　　　　　（身体）

　馬場氏によると、「原理主義は本質からそれる。人生この道一筋に精進することが美徳とさ

れてきたが、その専門性に問題がある」と述べた。このように馬場氏は異質の技術の組みあわ

せを行い、ハイブリッドな俳人をめざしてきた。

09.　まとめ

　馬場氏について、専門医や医学研究者に聞くと、それらの多くの関係者達から、口をそろえ

て、氏について「俳句を作る耳鼻咽喉科の先生でしょう」としばしば聞かされる。馬場氏のハ

イブリッドな俳句の世界を知らなければ、つまり、専門以外の分野は知らないと、医学と芸術

とは別々の世界だと思い込んでしまう。マルセル・プルーストもギュスターヴ・フローベール

も医学者の修行を諦めて芸術に走った。しかし、馬場氏の新機軸は、医学と芸術に橋をかけた

功績である。馬場氏の俳句70年医学70年の歴史は何れも専門肌であることは間違いない。

　ジャン＝ポール・サルトルでさえ、プルーストの小説『失われた時を求めて』を小説ではな
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く「嫉妬」を分析した心理学書か医学研究書であるかのごとく批評した。42）馬場氏のアートが

特異なのは、医学と芸術の間にはかくも摩訶不思議な世界が展開していることを思い知らせて

くれることだ。まさに、そこにこそ、馬場氏の医やアートはハイブリッドな俳人の人生がある

ことを知らしめてくれるのである。
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19） Cf. ameblo.jp/davinci-codex/entry-10978635302.html 2015/05/06

20） Cf. www.weblio.jp > Weblio 2015/05/06

21） 裾分一弘『レオナルド・ダ・ヴィンチの素描』（岩崎美術社、1973）、44頁。
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22） Clark, Kenneth, Leonardo da Vinci (A Pelican Book, 1958), p. 78 &. PL 28. クラーク、ケネス『レオナルド・ダ・
ヴィンチ芸術家としての発展の物語』第２版　丸山修吉、大内賢治訳（叢書・ウニベルシタス　法政大学出
版局、1981）、113頁。

23） 『レオナルド・ダ・ヴィンチ解剖図集』松井喜三編集・解説（みすず書房、2001）、74‒77頁。
24） 馬場駿吉「慢性副鼻腔炎における嫌気性菌に関する臨床的ならびに実験的研究」（名市大医誌、20巻４号、

1970）、800頁‒801頁。鈴木祥一郎、上野一恵『厭気性菌』（第二版）小酒井望編（日常検査法シリーズ８、
医学書院、1978）参照。

25） Cf. www.yuhikaku.co.jp/static/shosai_mado/html/1411/13.html 2015/05/06

26） 鈴木秀子「アンドレアス・ヴェサリウス『人体の構造についての七つの書』1543年、バーゼル、オポリ
ヌス書店刊」参照。Cf. www.lib.meiji.ac.jp/about/publication/.../suzukiA01.pdf 2015/05/06

27） Cf. www.rikkyo.ac.jp/research/laboratory/IAS/.../iiyama.pdf 2015/05/06

28） 加納光於『「骨ノ鏡」あるいは色彩のミラージュ』（愛知県美術館編集、2000）、78‒79頁。
29） 岡田隆彦「三木富雄と語るなぜ耳なのか」（『みづゑ』No. 851　美術出版社、1976.2）、79頁。
30） 合田佐和子、池田満寿夫、寺山修司「座談会　ゴッホ謀殺説を推理したり、ゴッホ芸術のすごさ、恐ろし
さなどについて語る」（『みづゑ』No. 860、1976）、61‒62頁。

31） 寺山修司「蜜蠟画　美しき惑いの年」（合田佐和子『ポートレイト合田佐和子作品集』別冊、ヘラルド出
版、1980）参照。

32） 佐谷和彦「１対談─馬場駿吉氏と現代美術を語る」（『原点への距離』沖積舎、2002）、15頁。
33） 山田泰生「科学と芸術の間闊歩　名古屋ボストン美術館館長　馬場駿吉さん」（『毎日新聞』2011年５月

15日）、21頁。
34） Cf. www.aichi-med-u.ac.jp/keiseigeka/syojisyo.html 2015/05/06

35） Cf. ameblo.jp/lm161208/entry-10510127574.html 2015/05/06

36） 勅使河原純「荒川修作＋マドリン・ギンズの〈精神の容記〉」（『美術館からの逃走』現代企画室、1995）、
235‒243頁。

37） 赤瀬川原平『東京ミキサー計画』（ちくま文庫、1994）、326頁。
38） 荒川修作、マドリン・ギンズ『建築─宿命反転の場』（水声社、1992）参照。
39） 武満徹（音楽）勅使河原宏監督、安部公房原作『砂の女』（1964）ポニーキャニオン、2002参照。
40） 馬場駿吉『星形の言葉を求めて』（風媒社、2010）、55頁。
41） 高橋悠治「訳者あとがき」（ホセ・マセダ『ドローンとメロディー』高橋悠治訳、新宿書房、1989）、247‒

249頁。
42） J. P.サルトル、S.ボーヴォワール『サルトルとの対話』日高六郎、平井啓之著者代表（人文書院、1980）、

74頁。
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『桑原武夫全集』第３巻（朝日新聞社、1968）
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高橋悠治「解説」（『吉田秀和全集』４、白水社、1975）
高橋悠治「声・文字・音」（高橋康也編『声と身体の場所』21世紀文学の創造６、岩波書店、2002）
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芭蕉『おくのほそ道』付『曾良旅日記』、『奥細道菅菰抄』萩原恭男校注（岩波クラシックス８、1987）
櫻井武次郎『奥の細道行脚『曾良日記』を読む』（岩波書店、2006）
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『コレクション瀧口修造』１巻～13巻、別巻１～２巻（みすず書房、1993）
「特集　瀧口修造」（『本の手帖』No. 83.　昭森社、1969.8）
『瀧口修造』（『現代詩手帖』、1974.10）
「瀧口修造追悼」（みすず書房、No. 233、1979‒10）
『池田満寿夫「愛の瞬間」』（美術出版社、1987）
『戦後詩大系』３（三一書房、1970）
加藤楸邨『現代俳句の中心問題』（交蘭社、1940）
加藤楸邨『俳句教室─俳句表現の道─』（創藝社、1951）
加藤楸邨『一茶秀句』（春秋社、1965）
『加藤楸邨全句集』（寒雷俳句会、2010）
『加藤楸邨句集』（岩波書店、2012）
『増補現代俳句大系』第七巻（角川書店、1981）
『現代俳句文学全集　加藤楸邨集』（角川書店、1957）
加藤楸邨訳「芭蕉名句集」（『日本国民文学全集第一四巻古典名句集』河出書房新社、1957）
田川飛旅子『加藤楸邨　新訂俳句シリーズ・人と作品16』（桜楓社、1985）
加藤郁乎『江戸俳句歳時記』（平凡社、1983）
加藤郁乎「詩集「形而情学」から　ぽえしす」（『戦後詩大系』Ⅱ、三一書房、1970）
加藤郁乎編『吉田一穂詩集』（岩波文庫、2004）
加藤郁乎編『荷風俳句集』（岩波文庫、2013）
加藤郁乎編『芥川龍之介俳句集』（岩波文庫、2010）
加藤郁乎「久友土方巽」（『アスベスト館通信』８、1988）
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加藤郁乎「旧雨音なし」（「総特集　澁澤龍彦」『ユリイカ』６、1988）
『加藤郁乎俳句集成』（沖積舎、2000）
加藤郁乎『膣内楽』（大和書房、1975）
加藤郁乎『夢一筋　あるいは夢の研究』（コウベブックス、1976）
『加藤郁乎詩集ニルヴァギナ』（薔薇十字社、1971）
加藤郁乎「迷宮的建築術が生んだ傑作」（週刊サンケイ、1970.12．31）
『加藤郁乎詩集』（現代詩文庫45、　思潮社、1971）
『加藤郁乎詩集成』（沖積舎、2000）
加藤郁乎『後方見聞録』（学研M文庫、2001）
加藤郁乎「牧神そのひと」（『大野一雄の舞踏』白林聖堂、1977）
天野文雄著編「江口」『世阿弥』（角川学芸出版、2013）
渡辺保『西行山家集全注解』（風間書房、1971）
吉本隆明『西行論』（講談社、1990）
梅原猛、観世清和監修『能を読む②世阿弥神と修羅と恋』（角川学芸出版、2013）
『本の宇宙─詩想をはこぶ容器』（栃木県立美術館、1992）
駒井哲郎「パウル・クレエ」（『アトリエ』アルス、1949.11）
駒井哲郎『白と黒の造形』（小沢書店、1970）
駒井哲郎『銅版画のマチエール』（美術出版社、1976）
駒井哲郎『ルドン　素描と版画』（双書版画と素描８　岩崎美術社、1974）
『駒井哲郎銅版画作品集』（美術出版社、1973）
『駒井哲郎銅版画展』（東京美術館、1980）
『駒井哲郎版画作品集』（美術出版社、1979）
『駒井哲郎回顧展　没後15年銅版画の詩人』（第１回資生堂ギャラリーとそのアーティスト達、1991）
『駒井哲郎と現代版画家群像果実の受胎』（埼玉県立近代美術館、19947）
「特集　駒井哲郎」（『みづゑ』№ .864、1977.3）
「対決！駒井哲郎」（『版画芸術』80号、阿部出版、1993）
『加納光於─瀧口修造に沿って』（『第３回オマージュ瀧口修造展』佐谷画廊、1983）
加納光於『「骨の鏡」あるいは色彩のミラージュ』（愛知県美術館、2000）
『特集加納光於』（『みずゑ』No. 876、1978）
大岡信『加納光於論』（書肆風の薔薇、1982）
『加納光於 Paintings’ 80‒83』（北九州市立美術館、1983）
『加納光於展』（バルール画廊、1978）
「特集加納光於色彩の光芒1954‒1992」（『版画芸術』76号、阿部出版、1992）
『加納光於《胸壁にて》──1980』（アキライケダギャラリー、1980）
『加納光於─油彩』（アキライケダギャラリー、1982）
池田龍雄『アヴァンギャルドの奇跡』（山梨県立美術館、2010）
池田龍雄「漂着」（『第21回オマージュ瀧口修造展』佐谷画廊、2001）
『池田龍雄展』（梵天シリーズ　第５章「点生」、ギャラリーさんよう、1981）
池田龍雄「驚異の人・土方巽」（『驚異の人とその周辺展』横浜市民ギャラリー、1989）
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池田龍雄「ナンデスカコレワ」（『点』創刊号、1981）
『みづゑ』No. 851（美術出版社、1976.2）
高橋悠治、一柳彗、武満徹（音楽）勅使河原宏監督、安部公房原作『おとし穴』（1962）ポニーキャニオン、

2002

武満徹（音楽）勅使河原宏監督、安部公房原作『砂の女』（1964）ポニーキャニオン、2002

武満徹（音楽）勅使河原宏監督、安部公房原作『他人の顔』（1966）ポニーキャニオン、2002

武満徹（音楽）勅使河原宏監督、安部公房原作『燃えつきた地図』（1968）ポニーキャニオン、2002

武満徹（音楽）勅使河原宏監督、ジョン・ネースン脚本・共同『サマー・ソルジャー』（1972）ポニーキャニ
オン、2002

勅使河原宏監督短編集『北斎、いけばな、命、東京1958、ホゼー・トレスⅠ・Ⅱ、白い朝、動く彫刻ジャン・
ティンゲリー』（1968）ポニーキャニオン、2002
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１．はじめに

１）初年次教育としての教養教育

　大学における教養教育を考えるうえで、まず問題視されるのは「教養教育の位置づけ」であ

る。日本における学士課程教育は、時代、社会など大学を取り巻く環境の急速な変化に対応す

る形で発展してきた。グローバル化する「知識基盤社会」や「学習社会」にあって、国民の進

学需要は増加し、国際的通用性を備えた質の高い教育が求められている。中央教育審議会答申

の中で具体的に求められている大学教育は、専攻分野についての専門性に特化した知識だけで

なく、幅広い教養を身に付けることである。

　近年、大学における初年次教育という言葉が改めて注目されている。初年次教育の抱える問

題はこの数年で登場した課題ではなく、日本の大学における継続的な課題である。初年次教育

が注目され出したのは、1991年の大学設置基準の大綱化の数年後である。大学設置基準の大

綱化は、一般教育およびそれらを主に担当する教養組織（教養部、一般教育部等）の廃止を意

味するものではなかった。しかし、多くの大学では教養部が廃止され、学部によって大学１年

次から専門教育が開始されるようになっていった。また、一般教育（教養教育、外国語教育、

保健体育）の単位数が削減され、その代わりとなる形で専門教育への単位数が増加され資格取

得や就職対策を重視する偏重も見られるようになった。従来は教養部が大学１、２年次を対象

に教養教育を行い、学習及び学生生活に順応した状態で学部に引き渡し専門教育への移行を達

成していた。大学への導入教育、幅広い知識の修得の機会として機能していた一般教育が削減

されたことにより、学部では新たな形で導入教育を実施する必要が生じた。多くの大学で「専

「教養セミナー」のあり方と
「21世紀の教養と教養教育」について

高田正義・青山健太・北田豊治・小林秀一・境田雅章・小出龍郎
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門基礎ゼミ」といった、演習型の少人数教育が実施されるようになったのである。導入教育と

して採用された演習型の少人数教育は、現在においても初年次教育の中核として「初年次セミ

ナー」、「教養セミナー」といった名称で継続されている。このように、大学における初年次教

育に着目したとき教養教育の果たす役割が大きいと言えよう。

２）21世紀の教養と教養教育

　大学における教養教育として、日本学術会議の提言「21世紀の教養と教養教育」では、「学

問知」、「技法知」、「実践知」の修得を取り上げている。学問知は、学問、研究に留まることな

く、自らの周辺や社会に関わる問題や課題に対して分析、検討、考察を行い解決していく知識

のことである。技法知とは、メディアの活用、情報資料の整理や編集、数量的推論、自国語、

外国語、文章作成能力、言語的・非言語的な表現能力、コミュニケーション能力などを構成す

る知識や技術である。実践知は、学問知、技法知として修得した知識、技術を日常の生活の中

で実際に活用、発揮していく能力のことである1）。

　大学における初年次教育とは、主に新入生を対象に総合的につくられた教育プログラムであ

る。その目的は、高等学校や他大学からの円滑な移行、学習及び人格的な成長、大学での学問

的、社会的な諸経験を成功させることなどが考えられる。学問や大学教育全般に対する「動機

づけ」、「論理的思考」、「問題発見・解決」などは、初年次教育の重要課題であった。近年で

は、レポート・論文などの「文章技法」、コンピューターを用いた「情報処理や通信技法」、プ

レゼンテーションやディスカッションなどの「口頭発表の技法」、図書館の利用方法や「文献

検索技法」などが重視されている。更に、学習した内容を実践に結びつけることを前提に「何

ができるようになったか」が問われているのである。以上のように、初年次教育と言われる教

育プログラムで取り上げられる課題は、教養教育を通して達成される課題であると言える。初

年次教育としての教養教育では、社会に関わる問題発見・解決（学問知）、言語的・非言語的

な表現やコミュニケーション（技法知）、修得した知識や技術を実践する能力（実践知）など

を向上させることが必要であると考えられる。

３）初年次教育のあり方

　愛知学院大学教養部における教養セミナーは「学問の発見」という共通理念の下、授業内容

には統一性がなく、各教員の専門性に一任されている。また、これ以上の具体的な目標や統一

した主題に関しては、約８割の教員が不要であるとの意向を示している。各教員は独自の工夫

の上、学生の知的好奇心に語りかけ、学習意欲を誘引し、授業の理解を助け、受動的な学習形

態から能動的な学習形態へ導くことを狙っているのである。そのような学習形態の中で具体的
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にどんな能力を取得させたいかといえば、「思考力、読解力、解析力、表現力、作文力」が挙

げられる2）。この取得させたい能力に関していえば、前述の「21世紀の教養と教養教育」の内

容と著しく類似していると考えられる。

　この現実を総括すれば、初年時教育のあり方が自ずと見えてくる。初年次教育においては各

教員の専門性を生かした学問を基礎とし（学問知）、学生に対して思考力、読解力、解析力、

表現力、作文力（技法知）を身につけさせる。これらを習得した上で他の授業、および専門課

程で実践する能力（実践知）を向上させていけば課題は達成できるといえるのではないだろう

か。「学問知」に関しては、従来の教養セミナーで十分おこなわれているといえる。しかしな

がら「技法知」を取り入れる教養セミナーを、どのように展開すれば良いのか、また効果的な

プログラムはどのように作成すれば良いのかが不明である。本学心身科学部健康科学科では、

プレセミナーという初年次教育を実施している。その内容は、基礎的な「技法知」を向上させ

る内容となっている。そこで本研究は、プレセミナーを手本として「技法知」に特化した教養

初年次教育プログムを作成し（以下、モデル型群：付録参照）、従来型の教養セミナープログ

ラム（以下、従来型群）と比較することで、「技法知」向上の可能性を探求することを目的と

する。

２．方法

１）対象者

　愛知学院大学１年次生における教養セミナー受講生を対象とした（180名）。

２）日時

　2015年１月13日～19日までの期間で行った。

３）調査内容

　愛知学院大学 FD委員会で使用している学生アンケート（以下、授業評価アンケート）18項

目加え、高橋3）の研究を参考に19項目を加えた（以下、能力向上感テスト）。質問項目を精査

し、最終的に両者合わせて35項目の質問紙を作成した。回答は、「そう思う：５点」「どちら

かといえばそう思う：４点」「どちらともいえない：３点」「あまりそう思わない：２点」「そ

う思わない：１点」から一つを選択する５件法であった。
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４）調査計画

　従来の教養セミナーを「従来型群」とした（92名）。これに対し「技法知」に特化したプロ

グラムを新たに加えたものを「モデル型群」（88名）とした。これら２群における、授業評価

と能力向上感の比較検討を行った。

５）分析方法

　本研究用に作成された質問しに対し、「従来型群」と「モデル型群」の平均値の差の検定を

おこなった。統計処理には、IBM SPSS Statistics Ver.22を使用した。

３．結果および考察

１）授業評価について

⑴　単純集計による平均値比較

　表１は、授業評価において FD委員会で行われているアンケートの結果について、全体平均、

学部平均、従来型群平均、モデル型群平均を記したものである。図１は、それらの平均をレー

ダーチャートに示したものである。データは、すべて平成26年度に実施されたアンケートに

よるものである。

　これらの結果より、教養セミナーにおける学生の評価は比較的高い（3.4 以上）ことが窺え

る。このことにより、教養セミナーが新入生に対し良好に評価されていることが示唆された。

この結果に関しては、山名ら2）も同様な示唆を提示している。そして特筆すべきは、そのなか

でもモデル型群が最も高い評価を得ているような傾向にあることである。プログラムを「技法

知」に特化させたことから、なぜか授業評価も高くなっているのである。次に、これらの平均

値を統計的に比較してみる。



表１．授業評価アンケート

質問項目 全体 学部 従来型 モデル型
１ この授業をとって授業内容に興味を持つようになった。 4.0 3.9 3.9 4.1

２
授業に積極的に参加し、授業の活性化に貢献（手を挙げて発
言、議論、作業など）した。 3.6 3.4 3.3 3.8

３ 教員は熱心に授業を行った。 4.4 4.3 4.4 4.7
４ 教員は授業内容をわかりやすく説明した。 4.1 4.2 4.3 4.5
５ 教員の話し方は聞き取りやすかった。 4.2 4.3 4.3 4.7
６ 教員は質問などに十分答えた。 4.2 4.2 4.1 4.5

７
教員は私語などに対して適切な授業環境をつくる努力をし
た。 4.3 4.2 4.2 4.3

８ 授業の内容は理解しやすいものだった。 4.0 4.1 4.1 4.4

９
授業で出された課題（テーマ）は自らの理解を深めるような
適切なものだった。 4.1 4.1 3.9 4.1

10 教員は講義概要（シラバス）の内容通り授業を進めた。 4.2 4.1 4.1 4.1

11 教員は授業の中で学生の積極的参加（手を挙げて発言、議
論、作業など）をうながした。 4.0 3.9 4.0 4.1

12 教科書、教材、資料、板書、プロジェクター、AV機器など
によって授業内容は分かりやすかった。 4.1 4.2 4.1 4.3

13 教員は授業の開始時間、終了時間を守った。 4.5 4.5 4.0 4.5
14 この授業を受けて知識や技能を高めることができたと思う。 4.2 4.1 4.0 4.3
15 この授業を受けてよかったと思う。 4.2 4.2 4.3 4.6

16 この授業を受けて、探求心、考察力等をもっとつけたいと
思った。 4.1 4.0 3.9 4.3

図１．授業評価アンケート
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3

4

5

この授業をとって授業内容に興味を
持つようになった。 授業に積極的に参加し、授業の活性化に

貢献（手を挙げて発言、議論、作業など）した。

教員は熱心に授業を行った。

教員は授業内容をわかりやすく

教員の話し方は聞き取りやすかった。

教員は質問などに十分答えた。

教員は私語などに対して適切な授業
環境をつくる努力をした。

授業の内容は理解しやすいものだった。
授業で出された課題（テーマ）は自らの
理解を深めるような適切なものだった。

教員は講義概要（シラバス）の内容
通り授業を進めた。

教員は授業の中で学生の積極的参
加（手を挙げて発言、議論、作業など）

をうながした。

教科書、教材、資料、板書、プロジェク
ター、AV機器などによって授業内容は

分かりやすかった。

教員は授業の開始時間、終了時間を
守った。

この授業を受けて知識や技能を
高めることができたと思う。

この授業を受けてよかったと思う。

この授業を受けて、探求心、考察力等を
もっとつけたいと思った。

全体
学部
従来型
モデル型

説明した。
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⑵　平均値の差の検定

　データが入手出来るものとしては、「従来型群」と「モデル型群」の２群であるため両者の

平均値の差を比較した。その結果、両群間において、有意差を示さなかったのは９項目であっ

た。その他の全項目において、有意差が検出された（表２）。

表２．授業評価アンケートの平均の比較

質問項目 属性 度数 平均値 標準偏差 t P

１
この授業をとって授業内容に興味を持つよ
うになった。

従来 92 3.92 0.73
1.22 n.s.

モデル 88 4.07 0.85

２

授業に積極的に参加し、授業の活性化に貢
献（手を挙げて発言、議論、作業など）し
た。

従来 92 3.28 1.01
3.37 **

モデル 88 3.80 1.03

３ 教員は熱心に授業を行った。 従来 92 4.35 0.72
3.02 **

モデル 87 4.67 0.69

４ 教員は授業内容をわかりやすく説明した。 従来 92 4.29 0.72
2.09 *

モデル 88 4.51 0.68

５ 教員の話し方は聞き取りやすかった。 従来 92 4.26 0.75
3.73 ***

モデル 88 4.66 0.68

６ 教員は質問などに十分答えた。 従来 92 4.05 0.80
4.04 ***

モデル 88 4.51 0.71

７
教員は私語などに対して適切な授業環境を
つくる努力をした。

従来 92 4.21 0.72
0.58 n.s.

モデル 88 4.27 0.81

８ 授業の内容は理解しやすいものだった。 従来 92 4.12 0.86
2.37 *

モデル 88 4.40 0.70

９
授業で出された課題（テーマ）は自らの理
解を深めるような適切なものだった。

従来 92 3.88 0.84
2.13 *

モデル 88 4.14 0.78

10 教員は講義概要（シラバス）の内容通り授
業を進めた。

従来 92 4.05 0.84
0.29 n.s.

モデル 88 4.09 0.85

11
教員は授業の中で学生の積極的参加（手を
挙げて発言、議論、作業など）をうながし
た。

従来 92 3.98 0.88
0.87 n.s.

モデル 88 4.09 0.85

12
教科書、教材、資料、板書、プロジェク
ター、AV機器などによって授業内容は分
かりやすかった。

従来 92 4.12 0.82
1.50 n.s.

モデル 88 4.31 0.85

13 教員は授業の開始時間、終了時間を守っ
た。

従来 92 4.03 0.95
4.02 ***

モデル 88 4.52 0.66

14 この授業を受けて知識や技能を高めること
ができたと思う。

従来 92 4.03 0.79
2.16 *

モデル 88 4.28 0.77

15 この授業を受けてよかったと思う。 従来 92 4.28 0.84
3.13 **

モデル 88 4.63 0.61

16 この授業を受けて、探求心、考察力等を
もっとつけたいと思った。

従来 92 3.89 0.91
3.69 ***

モデル 88 4.34 0.71
n.s. p>1.0,　* p<.05,　** p<.01,　*** p<.001



「教養セミナー」のあり方と「21世紀の教養と教養教育」について

33─　　─

　「この授業をとって授業内容に興味を持つようになった」、「教員は私語などに対して適切な

授業環境を作る努力をした」、「教員は講義概要（シラバス）の内容通り授業を進めた」、「教員

は授業の中で学生の積極的参加（手を挙げて発言、議論、作業など）をうながした」、「教科

書、教材、資料、板書、プロジェクター、AV機器などによって授業内容は分かりやすかった」

の５項目は、有意差を示さなかった。すなわち、これらの項目は両群において学生評価として

同等であったことがわかる。既述のように概ね良好な回答していることから、教員態度として

は「私語を注意するなど環境改善努力をし、資料などを使い分かりやすい講義を展開してい

た」、「シラバス通り授業を進め、学生の積極的な参加をうながした」というイメージになる。

学生の反応としては「この授業を受講して、授業内容に興味を持った」ということになる。両

者にとって、大変良好な回答であると推察される。

　これに対し、その他の項目は全て「従来型群」に比較して「モデル型群」が有意に高い値を

示した。なぜかという因果関係は、定かではない。しかしながら、「モデル型群」で展開され

る授業内容が「技法知」に特化したスキル教育であったことにより、分かり易さを生み出した

と考えることができる。これは、学生に対しても教員に対しても言えることである。つまり、

プログラム化された内容は、一回ごとの単元で「めあて」が決まっている。さらに、グラフ作

成、レポート作成、プレセンテーション資料作成など成果物と評価が毎回繰り返されるのであ

る。従って、講義の方向が逸脱することなく進行していくのである。モデル型群の教員は共通

目標を基礎とし、自らの専門性を生かした「学問知」を基本としたスキル教育によって、学生

の興味を引き出したと考えることができる。さて、それでは本当にスキルの向上は達成できた

のであろうか。

２）能力向上感について

⑴　単純集計による平均値の比較

　表３は、高橋3）の研究を参考に本研究用に作成した「能力向上感テスト」の結果である。ま

た図２は、それらの平均をレーダーチャートに示したものである。

　これらの結果より、従来型群も全て良好な評価（３以上）を示しており能力が向上している

感覚は得ていることが示唆されている。ただし、顕著であるのは「卒業後の進路など自己実現

について学習する機会があった」、「ワード、エクセル、パワーポイントなどの使用方法を理解

できた」で大きく差が出ている点である。また、全体的にはモデル型群が従来型群を取り囲む

ような形態となった。記述した山名ら2）の研究によれば、「教養セミナーの担当教員が習得さ

せたいとしていた『思考力、読解力、解析力、表現力、作文力』を学生が習得しているか否か

は今回の調査結果ではわからない。」と報告している。今回の研究は、その一翼を担える可能
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表３．能力向上感テスト

質問項目 従来型 モデル型
１ 自ら調べて学習する機会があった。 4.1 4.5 
２ 卒業後の進路など自己実現について学習する機会があった。 3.4 4.1 
３ ワード、エクセル、パワーポイントなどの使用方法を理解できた。 3.1 4.4 
４ インターネットなどを活用し、適切な情報収集方法を理解できた。 3.9 4.5 
５ 収集した資料や情報の組み立て方、まとめ方を理解できた。 3.9 4.3 
６ プレゼンテーションの方法を理解できた。 3.8 4.2 
７ 問題意識または問題点の分類と整理の方法を理解できた。 3.7 4.1 
８ レポートの作成方法を理解できた。 3.8 4.3 
９ 情報発信、交換（コミュニケーション）能力が向上した。 3.9 4.0 
10 物事に対する見方、考え方などの幅が広がった。 4.0 4.2 
11 複数の意見をまとめたり、合意を得る能力が向上した。 3.7 4.1 

12 レクリエーション（スポーツ種目など）において、協力して課題を達成
することができた。 4.1 4.2 

13 学習に対する考え方、能力、知識、技術が向上した。 3.9 4.2 

14 教養セミナーで学習したことが他の授業や課題において活用することが
できた。 3.8 4.2 

15 教養セミナーで学習したことは、来年度以降の専門科目の授業でも活用
することができる。 3.8 4.3 

16 教養セミナーを通して日常の学生生活を見直す機会となった。 3.8 4.2 
17 教養セミナーを通して友人や仲間が増えた。 4.1 4.3 
18 教養セミナーは今後も続けるべきだと思った。 4.0 4.4 
19 来年度、教養セミナーⅢ、Ⅳを受講してみたいと思った。 3.7 3.9 
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性があると考えられる。

⑵　平均値の差の検定

　表４は、能力向上感テストの平均の比較を示したものである。両群間において、有意差を示

さなかったのは「情報発信、交換（コミュニケーション）能力が向上した」、「レクリエーショ

ン（スポーツ種目など）において、協力して課題を達成することができた」、「教養セミナーを

通して友人や仲間が増えた」、「来年度、教養セミナーⅢ、Ⅳを受講してみたいと思った」の４

項目であった。これらのことより、「レクリエーションで協力し合い、友人や仲間が増えた」

といった、新入生が大学生活する上で必要な、人間関係の向上が教養セミナーによって担うこ

とができる可能性が示された。また、「コミュニケーションの能力」の向上や「教養セミナー

Ⅲ、Ⅳ」への興味も、プログラムに関係なく良好な評価をしていることが窺える。

　その他の項目は、いずれも「従来型群」に比較して「モデル型群」が有意に高い値を示し

た。以上のことより、「モデル型群」は「従来型群」に比較して、能力向上感が高いことが示

唆された。「技法知」の向上を目指したプログラムなので、このような結果を導き出すのは妥

当であると言える。そして特筆すべき点は、「教養セミナーで学習したことが他の授業や課題

において活用することができた」、「教養セミナーで学習したことは、来年度以降の専門科目で

も活用することができる」、「教養セミナーを通して日常の学生生活を見直す機会となった」と

いう項目で高い評価を得たことである。すなわち、「モデル型群」は「実践知」の向上が促進

された傾向を示しているのである。学識や技術が身につけば、それを実践したくなるのは当然

かもしれない。そういった意味では、学問を生かす方法として「技法知」が役立ったと推測で

きる。
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表４．能力向上感テストの平均の比較

質問項目 属性 度数 平均値 標準偏差 t P

１ 自ら調べて学習する機会があった。 従来 92 4.07 0.89
3.06 **

モデル 88 4.45 0.82

２
卒業後の進路など自己実現について学習す
る機会があった。

従来 92 3.39 0.89
5.63 ***

モデル 88 4.14 0.89

３
ワード、エクセル、パワーポイントなどの
使用方法を理解できた。

従来 92 3.10 1.24
8.43 ***

モデル 88 4.39 0.76

４
インターネットなどを活用し、適切な情報
収集方法を理解できた。

従来 91 3.89 0.98
4.81 ***

モデル 88 4.50 0.69

５
収集した資料や情報の組み立て方、まとめ
方を理解できた。

従来 92 3.86 0.81
3.37 **

モデル 88 4.25 0.75

６ プレゼンテーションの方法を理解できた。 従来 92 3.77 0.84
3.78 ***

モデル 88 4.24 0.82

７
問題意識または問題点の分類と整理の方法
を理解できた。

従来 92 3.73 0.81
3.13 **

モデル 88 4.10 0.79

８ レポートの作成方法を理解できた。 従来 92 3.79 0.98
3.39 **

モデル 88 4.25 0.82

９
情報発信、交換（コミュニケーション）能
力が向上した。

従来 92 3.89 0.87
1.02 n.s.

モデル 88 4.02 0.86

10 物事に対する見方、考え方などの幅が広
がった。

従来 91 4.01 0.82
1.22 n.s.

モデル 88 4.16 0.80

11 複数の意見をまとめたり、合意を得る能力
が向上した。

従来 92 3.74 0.91
2.48 *

モデル 88 4.07 0.87

12
レクリエーション（スポーツ種目など）に
おいて、協力して課題を達成することがで
きた。

従来 92 4.07 0.91
0.59 n.s.

モデル 88 4.15 0.98

13 学習に対する考え方、能力、知識、技術が
向上した。

従来 92 3.88 0.80
2.52 *

モデル 88 4.18 0.81

14 教養セミナーで学習したことが他の授業や
課題において活用することができた。

従来 92 3.82 0.84
2.60 *

モデル 88 4.15 0.88

15
教養セミナーで学習したことは、来年度以
降の専門科目の授業でも活用することがで
きる。

従来 92 3.82 0.71
3.79 ***

モデル 88 4.26 0.86

16 教養セミナーを通して日常の学生生活を見
直す機会となった。

従来 92 3.84 0.86
2.61 *

モデル 88 4.17 0.86

17 教養セミナーを通して友人や仲間が増え
た。

従来 92 4.07 0.85
1.45 n.s.

モデル 88 4.25 0.86

18 教養セミナーは今後も続けるべきだと思っ
た。

従来 92 4.00 0.84
3.04 **

モデル 88 4.36 0.76

19 来年度、教養セミナーⅢ、Ⅳを受講してみ
たいと思った。

従来 92 3.73 0.85
1.43 n.s.

モデル 88 3.92 0.95
n.s. p>1.0,　* p<.05,　** p<.01,　*** p<.001
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　しかしながら、これらの結果は全てアンケートによる学生の主観的感覚を客観的な数値に表

しているものである。したがって、本稿では能力が本当に向上したかどうかはわからないとこ

ろに弱点がある。ただし、学生の中で確かに「何かが、できる」ようになった感覚が芽生えた

ことは、この結果から予測できるのではないだろうか。

⑶　授業満足感

　満足感においては、満足項目を設けていないことから予測できる項目抽出して考察してみる

こととする。「この授業を受けてよかったと思う」、「教養セミナーは今後も続けるべきだと思

う」という項目では、「モデル型群」の方が有意に高い値を示した。したがって、受講者の満

足感は「モデル型群」の方が強いと考えられる。また、満足感の促進は能動的な学習によって

得られることが予測できる。能動的な学習において関係の強い項目は、「授業に積極的に参加

し、授業の活性化に貢献（手を挙げて発言、議論、作業など）した」、「この授業を受けて、探

究心、考察力等をもっとつけたいと思った」、「自ら調べて学習する機会があった」であると考

えられる。これらにおいても、「モデル型群」は有意に高い値を示したことから能動的な学習

形態を導くことができる可能性が示唆されたといえよう。山名2）らによれば、教養セミナーの

目的は、受動的な学習形態から能動的な学習形態へと導くことであるとしている。さらに、教

養セミナーをより良いものにするために、様々な調査を行う必要があることを主張している。

本研究は正に、これらの疑問に答える情報が含まれていると考えられる。

４．結　論

　本稿では、本学における初年次教育として位置づけられている「教養セミナー」（従来型群）

に対し、「技法知」向上プログラムを加えた授業（モデル型群）に取り組んだ。その結果、以

下の３点が示唆された。

１）授業評価

　「従来型群」も概ね高い評価を得ていたものの両群を比較すれば、「モデル型群」の方がより

高い授業評価を得ている。

２）能力向上感

　全体的に「モデル型群」が有意に高い値を示した。全体的に「モデル型群」の受講者の方

が、高い能力向上感を得ていた。
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３）授業満足感

　能動的な授業形態への促進は、「モデル型群」の方が有意に高い値を示していると予測でき

る。したがって、「モデル型群」は能動的な授業への取り組みが行われやすいと考えられる。

　「モデル型群」のプログラムは、学生の能力向上感を有意に増加させたことになる。「技法

知」を向上させる目的として行う場合、教養セミナーの新たな方向性として今回のプログラム

は一考の価値があるといえよう。

５．今後の課題

　能動的な授業形態を導き出すには、授業における満足感が重要であると予測できる。本稿で

は、授業形態と満足感の因果関係を読み取ることができなかった。能動的な授業を展開するた

めに、今後は授業満足感項目の抽出と、授業の満足感が何によって生み出されているのかを明

確化する必要があるだろう。
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付録：「モデル型群」プログラム

春学期 秋学期
回 テーマ 内容 回 テーマ 内容

１
イントロダクション＆
共通項探しゲーム アイスブレーキング １

イントロダクション＆
コンセンサスゲーム

「議論」と「同意」
２

パワーポイントで自己
紹介「プレゼンの作
成」

パワーポイントの使い
方、インターネットか
らの情報収集・編集、
プレセンテーション作
成

２
コンセンサスゲーム解
説

３

パワーポイントで自己
紹介「プレゼンの作
成」

３
⑴グループ発表につい
て 「事実」と「事実背景」

４ レクリエーション 体験学習プログラム
（「努力」と「協力」） ４

⑵テーマの選定・意思
決定（マインドマッ
プ、KJ法など）

「ブレーンストーミン
グ」と「意思決定」

５
自己紹介プレゼンの発
表 プレセンテーションの

実際（３分間）

５
⑶資料の収集（イン
ターネットなど） 情報収集による「事

実」と「事実関係」の
吟味６

自己紹介プレゼンの発
表 ６ ⑷調査内容の選定

７ エクセルでグラフ作成 グラフ作成・選択 ７ ⑸質問紙作成
「２件法、３件法、多
肢選択法、評定法、順
位法」等の決定

８ ワードでレポート作成 レポート作成、グラフ
の貼付・解説 ８ ⑹調査実施＆集計 「集計」と「統計処理」

９ 研究発表の How to 命題に対する結論への
導き方 ９ 小論文の書き方

「三段論法、弁証法」
の理解と実践10 研究発表の作成 「働く」意義、就職活

動、希望する職種、達
成可能性、就労条件、
年収、生きがいの探求

10 小論文の作成
11 研究発表の作成 11 小論文の評価

12 研究発表の作成 12 プレゼン準備
「論理的」に表現し、
「説明」する技術13 レクリエーション 体験学習プログラム

（「過程」と「結果」） 13 プレゼン準備

14 発表会 プレセンテーションの
実際（５分間）

14 発表会 プレセンテーションの
実際（７分間）15 発表会 15 発表会
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「
禅
宗
」
は
、
明
治
二
十
七
年
十
一
月
二
十
五
日
に
京
都
府
宇
治
郡
宇
治

村
大
字
五
ヶ
荘
第
六
十
一
番
戸
の
禅
定
窟
よ
り
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
も
の

で
、
編
輯
人
は
黄
檗
宗
の
進
藤
端
堂
が
主
筆
と
し
て
担
当
し
て
お
り
、
そ
の

後
、
上
村
観
光
（
上
村
閑
堂
）
に
代
わ
っ
て
い
る
。

　

第
一
号
に
よ
れ
ば
、
発
刊
の
辞
を
始
め
祝
詞
や
論
説
、
講
演
、
詞
林
、
寄

書
な
ど
を
所
収
し
て
い
る
。
以
後
、
大
内
青
巒
や
井
上
円
了
ら
各
宗
の
碩
徳

や
諸
師
の
高
論
、
卓
説
を
寄
せ
て
本
誌
に
光
彩
を
添
え
、
禅
学
悟
道
の
唯
一

の
機
関
誌
に
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

　

第
二
号
の
告
白
に
よ
れ
ば
荻
野
独
園
、
釈
宗
演
も
執
筆
を
承
諾
し
て
い
る

と
い
い
、
本
誌
が
禅
学
の
好
指
針
と
な
り
、
世
人
に
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
雑
録
に
よ
れ
ば
、「
禅
宗
」
第
一
号
に
対
す
る

各
新
聞
や
雑
誌
の
批
評
を
掲
載
し
て
お
り
、
各
宗
の
碩
徳
の
協
讃
も
あ
っ
た

こ
と
を
い
う
。
な
お
、
第
五
号
か
ら
は
京
都
市
下
京
区
建
仁
寺
町
通
四
條
下

ル
四
丁
目
二
十
六
番
戸
の
建
仁
寺
内
に
禅
定
窟
を
移
し
、
そ
の
後
は
京
都
市

上
京
区
木
屋
町
二
條
西
の
貝
葉
書
院
か
ら
発
行
し
た
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「
禅
宗
」
に
は
明
治
三
十
三
年
四
月
十
五
日
発
行
の
第
六
十
一
号
に
「
仏

骨
の
奉
迎
に
就
て
」
が
出
て
以
来
、
翌
三
十
四
年
三
月
十
五
日
に
は
「
覚
王

殿
の
建
築
に
就
て
」、
同
三
十
五
年
に
は
覚
王
殿
建
設
地
の
問
題
で
名
古
屋

に
確
定
し
た
こ
と
、
翌
三
十
六
年
に
は
覚
王
殿
の
敷
地
や
負
債
問
題
に
つ
い

て
、
大
菩
提
会
の
革
新
計
画
、
日
暹
寺
の
創
立
に
つ
い
て
、
翌
三
十
七
年
に

は
妙
心
寺
派
本
山
の
不
始
末
事
件
に
つ
い
て
、
翌
三
十
八
年
に
は
仏
教
各
宗

派
の
無
責
任
さ
を
述
べ
て
お
り
、
妙
心
寺
事
件
の
判
決
や
そ
の
後
の
様
子
も

述
べ
て
い
る
。
同
四
十
一
年
に
は
日
暹
寺
住
職
の
決
定
や
大
正
二
、
三
年
に

は
仏
骨
奉
安
塔
の
建
設
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
資
料
に
よ
る

詳
細
な
考
察
は
別
稿
で
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

凡　

例

一
、
本
稿
は
（
下
）
と
し
て
、
明
治
三
十
五
年
十
月
十
五
日
発
行
の
第
九
十

一
号
よ
り
大
正
三
年
二
月
十
五
日
発
行
の
第
二
二
七
号
ま
で
の
「
禅

宗
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
仏
骨
奉
迎
関
係
の
記
事
を
採
録
し
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
り
仮
名
使
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
、
旧
漢
字
は
新
漢
字

に
、
変
体
仮
名
は
す
べ
て
平
仮
名
に
改
め
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
、

明
ら
か
な
誤
植
は
訂
正
し
た
。

74
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●
暹
羅
公
使
と
菩
提
会
〔
明
治
35
年
10
月
15
日　

第
九
十
一
号
〕

新
任
日
本
駐
在
暹
羅
公
使
ラ
ー
ジ
ヤ
ー
氏
は
、
去
る
廿
三
日
付
を
以
て
日
本

仏
教
諸
管
長
に
宛
て
下
記
の
書
面
を
覚
王
殿
土
地
選
定
委
員
会
へ
送
り
来
れ

り
。「
拝
啓
、
茲
に
謹
で
フ
ラ
ジ
ナ
ラ
ジ
の
名
を
以
て
知
ら
れ
た
る
釈
尊
聖

像
の
臘
製
縮
小
の
模
型
を
日
本
仏
教
団
体
に
呈
上
仕
候
。
此
御
像
は
暹
羅
国

に
於
て
は
最
も
神
聖
な
る
物
に
御
座
候
。
幸
に
此
些
少
な
る
贈
物
を
受
納
せ

ら
れ
、
之
を
一
昨
年
我
暹
羅
国
王
陛
下
よ
り
諸
氏
へ
御
下
贈
相
成
た
る
釈
尊

御
遺
形
と
共
に
、
近
々
諸
氏
の
御
建
立
相
成
る
や
に
承
り
候
殿
堂
内
に
御
安

置
被
下
候
は
ゞ
拙
者
満
足
不
過
之
候
」

　
　
　
　

●
政
務
局
長
と
覚
王
殿

外
務
省
政
務
局
長
よ
り
去
月
十
六
日
付
を
以
て
各
宗
派
管
長
委
員
会
に
早
く

奉
安
地
の
決
定
を
促
せ
し
由
な
る
が
、
其
書
面
の
写
は
左
の
如
し
。

　

拝
啓
陳
ば
、
来
る
十
二
月
暹
羅
皇
太
子
御
来
朝
可
被
遊
候
に
就
て
は
、
先

年
同
国
国
王
陛
下
よ
り
御
贈
与
に
相
成
候
釈
尊
御
遺
形
は
、
速
か
に
各
宗

管
長
各
座
下
に
於
て
適
當
の
地
所
御
選
定
の
上
御
奉
安
相
成
、
同
陛
下
に

対
し
満
足
を
与
へ
ら
れ
候
様
希
望
致
候
。
此
段
得
貴
意
候
。
敬
具

大
覚
王
殿
建
設
地
の
確
定
〔
明
治
35
年
10
月
15
日　

第
九
十
一
号
〕

本
月
二
日
よ
り
洛
東
建
仁
寺
大
方
丈
に
開
会
の
各
宗
派
委
員
会
は
、
紛
擾
に

紛
擾
を
重
ね
た
る
結
果
、
遂
に
本
月
十
二
日
午
後
に
至
り
、
其
会
議
の
大
目

的
た
る
建
設
地
の
確
定
を
見
る
に
至
れ
り
。
此
日
午
前
中
は
大
菩
提
会
々
則

改
正
案
に
対
し
会
議
の
後
、
午
後
の
会
合
（
京
都
）
は
出
席
者
四
十
七
名
、

日
置
師
議
長
席
に
土
宜
師
番
外
席
に
就
き
議
事
日
程
第
一
比
較
調
査
報
告
、

第
二
安
置
所
選
定
の
件
に
対
し
番
外
は
第
一
即
ち
京
都
、
名
古
屋
両
地
に
係

る
比
較
調
査
の
模
様
は
、
既
に
前
会
に
於
て
報
告
し
た
る
を
以
て
改
め
て
報

告
を
為
す
要
な
し
と
述
べ
、
日
蓮
宗
津
田
日
厚
師
は
議
事
変
更
あ
り
た
し
と

の
緊
急
動
議
を
出
し
た
り
。

　

其
理
由
は
、
今
日
の
議
会
の
有
様
は
甚
だ
穏
當
な
ら
ず
。
斯
の
如
く
不
円

満
の
侭
に
て
覚
王
殿
建
設
地
を
決
す
る
は
、
娑
婆
世
界
に
対
し
て
仏
教
家

た
る
も
の
ゝ
恥
づ
べ
き
事
な
り
、
仮
令
此
侭
議
事
を
進
行
し
結
了
す
る
事

あ
る
も
各
宗
派
間
円
満
な
る
結
果
を
見
る
事
能
は
ず
、
因
て
選
定
後
建
設

に
関
す
る
一
切
の
権
限
は
、
無
条
件
の
下
に
二
三
大
宗
派
に
委
任
す
る
建

議
あ
ら
ん
事
を
要
す
云
々
。

右
に
対
し
二
三
の
反
対
あ
り
し
が
、
議
長
可
否
を
諮
り
し
に
少
数
に
て
津
田

師
の
動
議
否
決
と
な
り
同
師
退
場
す
、
引
続
き
興
正
寺
派
管
長
代
理
三
原
俊

栄
、
仏
光
寺
派
同
奥
博
愛
、
誠
照
寺
派
同
稲
田
晃
盛
、
三
門
徒
派
同
林
得
応

の
諸
師
及
び
日
蓮
宗
、
興
正
寺
、
仏
光
寺
の
各
宗
派
委
員
等
九
名
も
共
に
退

席
し
議
事
進
行
上
種
々
論
議
あ
り
し
も
議
長
採
決
を
告
げ
京
都
説
、
名
古
屋

説
孰
れ
か
に
無
記
名
投
票
を
以
て
決
せ
ん
と
て
投
票
せ
し
め
（
此
時
出
席
三

十
八
名
）
其
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
古
屋
説　

三
十
七
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
説　

一　
　

票

に
し
て
遂
に
名
古
屋
説
に
決
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

是
に
て
休
憩
、
午
後
三
時
再
開
（
出
席
三
十

七
名
）
長
師
議
長
席
に
、
土
宜
師
番
外
席
に
着
し
、
番
外
は
緊
急
動
議
あ
り

と
て
左
の
案
を
提
出
せ
り
。

　

一
覚
王
殿
建
設
地
決
定
に
就
て
は
各
宗
派
よ
り
九
名
の
委
員
を
挙
げ
、
左
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の
一
項
を
実
行
せ
し
む

　

一
前
項
委
員
は
比
較
調
査
委
員
を
以
て
組
織
す

　

一
委
員
中
欠
席
あ
る
時
は
欠
席
員
の
侭
と
す

　

一
名
古
屋
期
成
同
盟
会
に
交
渉
す
る
事
▲
一
大
菩
提
会
に
交
渉
す
る
事
▲

一
欠
席
宗
派
に
交
渉
す
る
事
、
一
各
宗
派
会
の
費
用
を
徴
収
す
る
事
▲
一

其
他
奉
安
に
関
す
る
諸
般
の
事
務
を
署
理
す
る
事
▲
九
名
の
委
員
に
於
て

暹
羅
国
王
陛
下
我
外
務
内
務
の
両
省
、
我
国
駐
在
の
新
旧
暹
羅
公
使
大

隈
、
板
垣
の
両
伯
、
三
浦
子
に
各
宗
派
会
決
議
の
次
第
を
議
長
の
名
を
以

て
通
知
す
る
事
▲
一
稲
垣
公
使
に
は
別
に
電
報
を
発
す
る
事

と
云
ふ
に
あ
り
。
何
れ
も
同
意
し
弘
津
師
は
、
正
副
議
長
は
我
宗
派
会
議
員

一
同
を
代
表
し
、
是
よ
り
妙
法
院
安
置
の
仏
骨
に
決
議
の
次
第
を
報
告
し
焼

香
参
拝
せ
ん
と
の
旨
を
述
べ
番
外
同
意
し
、
尚
其
大
菩
提
会
長
に
も
決
議
の

次
第
を
通
知
せ
ら
れ
た
し
と
曰
ひ
、
満
場
の
同
意
を
得
た
り
、
議
長
乃
ち
閉

会
を
告
ぐ
る
に
際
し
て
挨
拶
し
、
散
会
の
後
正
副
議
長
及
び
議
員
は
議
場
の

南
縁
側
に
集
り
焼
香
遥
拝
せ
り
。

右
の
結
議
に
対
し
、
京
都
説
を
最
初
よ
り
主
張
せ
る
臨
済
宗
各
本
山
管
長
代

理
者
及
委
員
は
午
前
、
更
に
久
昌
院
に
集
会
の
結
果
議
場
に
出
席
せ
ず
、
左

の
如
き
書
面
を
議
長
宛
に
て
提
出
し
た
り
。

　
　
　
　
　
　

欠　
　

席　
　

届

　

一
京
都
臨
済
宗
各
宗
派
及
黄
檗
宗
に
釈
迦
御
遺
形
奉
安
地
は
京
都
に
決
定

し
覚
王
殿
建
築
あ
ら
ん
事
を
希
望
す
る
も
の
な
り
。
然
る
に
當
各
宗
派
会

開
会
の
始
よ
り
京
都
名
古
屋
両
地
に
就
き
奉
安
地
決
定
設
定
せ
ら
れ
ん
事

を
競
望
し
、
議
場
の
内
外
を
問
は
ず
醜
聞
怪
説
百
端
輩
出
し
、
苟
も
絹
衣

方
袍
の
者
と
し
て
聞
く
に
堪
ざ
ら
し
む
る
も
の
多
し
。
今
や
議
事
日
程
は

奉
安
地
決
定
の
件
に
進
み
た
り
議
場
に
列
伍
し
て
其
何
れ
か
に
決
せ
ら

る
ゝ
可
否
に
数
々
関
与
す
る
を
潔
し
と
せ
ず
。
依
て
平
生
の
定
見
を
発
表

し
議
場
に
欠
席
す
。

　
　
　

明
治
三
十
五
年
十
月
十
二
日

　

南
禅
寺
管
長
代
理
大
沢
協
州
▲
東
福
寺
同
後
藤
北
溟
▲
大
徳
寺
同
少
堀
宗

長
▲
建
仁
寺
同
後
藤
文
宸
▲
天
龍
寺
同
北
條
周
篤
▲
黄
檗
宗
同
真
神
浄
達

▲
妙
心
寺
同
前
田
誠
節
▲
相
国
寺
同
大
江
宗
秀

　

委
員
相
国
寺
上
島
恵
林
▲
同
建
仁
寺
瑞
岳
惟
陶
▲
同
天
龍
寺
浅
井
厚
道
▲

同
黄
檗
宗
後
藤
東
容
▲
同
大
徳
寺
木
田
棠
林
▲
同
東
福
寺
片
岡
義
文
▲
同

妙
心
寺
本
宮
恵
済
▲
同
山
青
山
宗
光
▲
同
永
井
智
嶺

　
　
　
　

各
宗
派
会
議
長
長
宥
匡
殿

臨
済
宗
各
議
員
一
同
よ
り
の
欠
席
届
は
議
長
の
手
許
に
留
め
置
き
、
午
後
却

下
し
た
り
。

○
仏
骨
に
関
す
る
暹
羅
王
室
の
意
向
〔
明
治
35
年
11
月
15
日　

第
九
十
二
号
〕

御
遺
形
問
題
に
付
、
紛
擾
を
極
め
た
る
當
時
暹
羅
国
に
渡
航
し
た
る
法
学
士

吉
田
佐
吉
氏
の
語
る
所
に
よ
れ
ば
、
仏
骨
問
題
の
消
息
は
一
々
本
邦
新
聞
の

翻
訳
を
以
て
同
国
の
上
下
に
伝
は
り
、
同
皇
室
に
て
も
余
程
憂
慮
せ
ら
れ
た

る
由
、
万
一
紛
擾
已
ま
ざ
る
に
於
て
は
致
方
な
し
、
之
を
京
都
と
名
古
屋
と

に
分
置
す
る
よ
り
外
な
か
る
べ
し
。
現
に
分
骨
は
緬
甸
、
錫
蘭
其
例
あ
り
。

同
皇
室
に
於
て
も
覚
王
殿
の
建
築
用
材
を
も
各
地
に
分
与
し
て
も
差
支
な
き

意
向
あ
る
や
に
聞
け
り
と
な
り
。
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○
暹
羅
国
皇
太
子
の
御
来
朝
期
〔
明
治
35
年
11
月
15
日　

第
九
十
二
号
〕

予
て
本
邦
御
来
遊
の
噂
あ
り
た
る
暹
羅
国
皇
太
子
ヴ
ア
ジ
ラ
ヴ
ド
殿
下
に

は
、
已
に
去
る
三
日
英
京
倫
敦
を
御
発
程
、
目
下
北
米
御
漫
遊
中
の
由
な
る

が
、
愈
々
来
る
十
二
月
十
日
頃
横
浜
着
港
の
便
船
に
て
御
来
朝
相
成
る
可
き

筈
に
て
、
殿
下
御
入
京
の
上
は
我
が
帝
室
の
御
待
遇
を
受
け
さ
せ
ら
る
可
し

と
云
ふ
。

○
各
宗
派
の
末
寺
数
〔
明
治
35
年
11
月
15
日　

第
九
十
二
号
〕

去
月
開
会
し
た
る
各
宗
派
委
員
会
に
て
は
御
遺
形
奉
安
地
に
関
し
名
古
屋
、

京
都
の
二
派
に
分
れ
た
る
が
、
今
両
派
の
実
力
を
挙
れ
ば
左
の
如
し
。

　
　
　
　

名　

古　

屋　

派

　

宗　
　
　

派 

末
寺
概
数 

　

宗　
　
　

派 

末
寺
概
数

天　
　

台　
　

宗 

三
千
ケ
寺 

天 

台 

真 
盛 
派 

六
百

真　
　

言　
　

宗 

五
千
五
百 

曹　
　

洞　
　

宗 

一
万
四
千

浄
土
宗　

西
山
派 

一
千
百 

真 

宗 

大 

谷 

派 

一
万

真 

宗 

本 

部 

派 

五
十 

時　
　
　
　
　

宗 
五
百

融　

通　

念　

仏 

五
百
五
十 

法　
　

相　
　

宗 
八
十

華　
　

厳　
　

宗 

五
十 

真　
　

言　
　

律 

三
十

臨
済
宗
円
覚
寺
派 

三
百 

臨
済
宗
建
長
寺
派 

三
百

合　
　

計　

十
四　
　

三
万
六
千
六
十
ケ
寺

　
　
　
　

京　
　

都　
　

派

　

宗　
　
　

派 

末
寺
概
数 

　

宗　
　
　

派 

末
寺
概
数

日　
　

蓮　
　

宗 

四
千 

臨
済
宗
妙
心
寺
派 

三
千
六
百

臨
済
宗
天
龍
寺
派 

二
百
五
十 

同　
　

相
国
寺
派 

四
十

同　
　

大
徳
寺
派 

三
百
五
十 

同　
　

建
仁
寺
派 

七
十

同　
　

南
禅
寺
派 

五
百 

同　
　

東
福
寺
派 

三
百
五
十

真
宗　

仏
光
寺
派 

四
百 

真 

宗 

興
正
寺
派 

二
百
三
十

同　
　

三
門
徒
派 

五
十 

同　
　

誠
照
寺
派 

二
十
五

同　
　

山 

元 

派 

二
十 

黄　
　

檗　
　

宗 

五
百
五
十

合　
　

計　

十
四　
　

一
万
四
百
三
十
五
ケ
寺

　
　
　
　

中　
　

立　
　

派

　

宗　
　
　

派 

末
寺
概
数 

　

宗　
　
　

派 

末
寺
概
数

天 

台 

寺 

門 

派 

六
百 

真　

宗　

本　

派 

一
万

真 

宗 

高 

田 

派 

六
百 

同　
　

出
雲
路
派 

三
十

臨
済
宗
永
源
寺
派 

二
百

合　
　

計　
　
　
　
　

一
万
千
四
百
三
十
ケ
寺

○
大
菩
提
会
の
会
監
会
〔
明
治
35
年
11
月
15
日　

第
九
十
二
号
〕

覚
王
殿
に
就
て
は
近
日
来
京
都
、
名
古
屋
の
両
派
に
再
度
の
交
渉
を
重
ね
た

る
結
果
、
本
月
五
日
妙
法
院
に
於
て
会
監
会
を
開
き
、
午
後
一
時
開
会
、
前

田
副
会
長
座
長
席
に
着
き
正
副
議
長
の
選
挙
を
な
せ
し
結
果
、
興
正
寺
派
管

長
華
園
沢
称
師
議
長
に
、
真
言
管
長
代
理
土
宜
法
龍
師
、
副
議
長
に
當
選
承

諾
し
、
休
憩
の
上
三
時
開
会
、
副
議
長
土
宜
師
、
議
長
席
に
三
原
、
青
山
の

二
師
番
外
席
に
就
き
、
議
長
は
議
事
規
則
に
着
き
議
せ
ん
と
述
ぶ
る
や
異
議

な
し
と
の
声
あ
り
。
弘
津
氏
は
第
四
条
の
議
員
定
数
を
定
む
る
必
要
あ
り
と

は
、
過
日
の
各
宗
派
会
の
結
果
議
論
あ
り
た
れ
ば
と
て
番
外
に
問
ひ
、
番
外
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前
田
師
は
大
菩
提
会
出
席
議
員
に
就
て
は
従
来
の
慣
例
も
あ
れ
ど
、
今
回
開

会
す
る
に
至
り
た
る
は
会
監
会
、
各
宗
派
会
は
同
盟
二
十
九
宗
派
を
以
て
成

立
せ
る
も
の
に
し
て
、
即
ち
議
員
数
五
十
一
名
と
す
。
故
に
本
日
の
出
席
三

十
二
名
は
無
論
過
半
数
に
達
し
開
会
す
る
も
差
支
な
し
と
説
明
し
、
議
長
は

本
日
欠
席
届
を
出
し
た
る
宗
派
は
三
門
徒
、
永
源
寺
、
高
田
、
天
龍
寺
の
四

派
及
び
法
相
宗
と
都
合
五
宗
派
な
り
と
告
げ
、
又
村
田
、
前
田
両
会
長
よ
り

辞
表
提
出
あ
り
し
旨
を
報
告
し
て
本
議
に
移
り
、
第
一
号
議
案
本
年
十
月
各

宗
派
会
に
於
て
決
定
し
た
る
大
菩
提
会
の
改
正
会
則
を
承
認
す
る
件
を
可
決

し
、
第
二
号
議
案
正
副
会
長
の
辞
任
を
認
容
し
、
更
に
改
選
の
上
三
日
内
に

新
旧
事
務
引
継
を
な
す
事
、
第
三
号
議
案
釈
尊
御
遺
形
は
十
一
月
十
五
日
名

古
屋
市
に
奉
遷
す
る
件
、
第
四
号
議
案
釈
尊
遺
形
奉
遷
に
関
す
る
諸
事
務
を

大
菩
提
会
の
新
役
員
に
於
て
之
を
担
任
す
る
件
、
第
五
号
議
案
大
菩
提
会
本

部
諸
般
の
事
務
を
整
頓
し
御
遺
形
奉
遷
と
共
に
名
古
屋
市
に
移
転
す
る
件
、

第
六
号
議
案
各
宗
派
に
於
て
門
末
一
般
に
本
年
十
一
月
十
五
日
を
以
て
大
菩

提
会
に
事
業
を
翼
賛
す
べ
き
旨
を
論
達
す
る
件
、
第
七
号
議
案
御
遺
形
奉
送

迎
の
各
宗
派
管
長
以
下
各
宗
派
當
路
者
挙
つ
て
従
事
す
る
事
皆
確
定
議

3

3

3

と
な

り
、
更
に
正
副
会
長
の
選
挙
を
行
ふ
筈
に
て
会
長
に
は
大
谷
光
演
、
副
会
長

に
は
日
置
黙
仙
の
二
師
候
補
者
た
り
と
。
右
に
就
き
本
月
十
四
日
迄
に
同
地

の
服
部
小
十
郎
外
二
氏
の
責
任
た
る
十
三
万
六
千
余
円
の
会
債
は
悉
く
現
金

支
払
の
筈
な
り
と
。
又
改
正
会
則
に
拠
り
部
長
は
曹
洞
、
日
蓮
、
真
言
、
天

台
宗
及
び
大
谷
派
、
妙
心
寺
派
よ
り
各
一
名
選
出
す
る
事
と
な
り
、
評
議
員

九
名
は
右
六
宗
派
よ
り
各
一
名
の
外
、
融
通
念
仏
、
浄
土
（
西
山
派
）
真

言
、
律
、
法
相
、
華
厳
、
時
宗
の
各
宗
派
よ
り
一
名
、
臨
済
（
妙
心
寺
を
除

く
）
及
黄
檗
宗
よ
り
一
名
、
真
宗
（
大
谷
派
を
除
く
）
よ
り
一
名
を
選
出

し
、
理
事
は
以
上
部
長
及
び
評
議
員
の
選
出
な
き
他
の
宗
派
よ
り
三
名
、
俗

人
よ
り
三
名
を
出
す
都
合
な
り
。
尤
も
名
古
屋
市
に
於
て
大
谷
派
別
院
内
へ

仮
に
安
置
し
、
大
菩
提
会
本
部
を
も
同
別
院
内
に
設
く
る
都
合
な
り
。
仏
骨

送
迎
の
日
取
は
本
月
十
五
日
と
定
め
あ
れ
ど
、
都
合
に
由
り
て
は
二
三
日
延

期
す
る
や
も
知
れ
ず
。

○
仏
教
徒
渡
暹
の
建
議
〔
明
治
35
年
11
月
15
日　

第
九
十
二
号
〕

本
月
五
日
、
妙
法
院
に
於
て
開
会
の
会
監
会
へ
、
村
田
寂
順
師
よ
り
左
の
建

議
を
呈
出
せ
り
。
而
も
文
中
に
学
識
に
富
め
る
英
語
を
能
く
す
る
者
二
三
を

選
抜
渡
暹
せ
し
め
、
新
た
に
大
乗
仏
教
の
種
因
を
植
芸
し
云
々
の
如
き
、
恰

も
我
国
の
熱
心
な
る
真
宗
信
者
に
向
て
法
華
宗
に
転
ぜ
よ
と
勧
む
る
と
択
ぶ

な
し
。
是
れ
言
ふ
て
行
は
れ
ざ
る
の
事
、
暹
羅
の
仏
教
は
小
乗
教
な
り
と
雖

も
、
其
僧
侶
の
行
操
信
徒
の
深
信
は
日
本
の
比
に
あ
ら
ず
。
豈
に
何
ぞ
我
国

の
如
き
不
行
操
不
信
心
の
堕
落
房
主
の
能
く
感
化
し
得
る
所
な
ら
ん
や
。
其

寂
順
老
の
建
議
案
は
左
の
如
し
。

　
　
　
　
　

建　
　
　
　

議

　

明
治
三
十
三
年
六
月
世
界
唯
一
独
立
仏
教
国

　

大
暹
羅
王
陛
下
至
仁
博
愛
の　

聖
旨
に
依
り
、
億
載
難
遭
な
る
釈
迦
大
覚

王
尊
の
御
遺
形
を
、
我
邦
仏
教
徒
一
般
に
頒
貽
し
給
ひ
て
、
南
北
仏
教
の

一
致
を
図
り
、
二
十
世
紀
文
化
上
に
一
大
光
明
を
発
揮
す
べ
き
有
形
無
形

に
広
大
円
満
の
仁
恵
を
蒙
れ
り
。
斯
る
宏
洪
な
る
風
波
に
浴
し
た
る
大
日

本
国
四
千
万
の
緇
素
は
、
何
等
の
事
を
以
て
海
嶽
の
優
恩
に
報
い
奉
る
可
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き
か
を
慮
り
、
陽
夜
に
安
ん
ず
る
能
は
ざ
る
所
な
り
。
右
に
付
て
は
御
遺

形
奉
迎
の
後
、
再
び
各
宗
派
を
代
表
し
て
使
節
を
派
遣
し
、
暹
王
陛
下
并

に　

皇
后
陛
下
の
恩
夙
に
対
し
、
土
物
を
貢
し
謝
敬
を
陳
べ
奉
る
可
き
を

も
之
を
延
緩
し
、
幸
に
仏
教
図
書
館
御
建
設
に
付
、
稲
垣
公
使
の
奨
励
に

由
り
、
各
宗
派
所
依
の
経
論
書
籍
を
貢
献
せ
し
宗
派
の
多
に
至
り
し
も
、

之
を
以
て
未
だ
報
効
の
誼
に
當
つ
る
に
足
ら
ざ
る
は
、
慙
愧
の
至
に
堪
へ

ざ
る
な
り
。
熟
ら
惟
る
に
、
暹
羅
国
は
王
公
貴
族
を
始
め
信
教
の
純
厚
な

る
、
必
ず
先
づ
授
戒
伝
道
す
る
の
後
ち
始
て
王
位
又
は
大
臣
の
位
に
就
か

せ
ら
る
ゝ
の
制
規
に
し
て
、
崇
道
信
教
に
至
誠
な
る
は
、
印
度
支
那
日
本

現
今
宗
教
界
の
比
に
非
ざ
る
は
霄
壤
も
啻
な
ら
ず
と
雖
も
、
憾
ら
く
は
所

弘
の
教
典
純
ら
小
乗
教
に
し
て
未
だ
大
乗
教
の
芽
苗
無
き
は
抱
慊
に
堪
へ

ざ
る
所
な
り
。
是
則
同
一
仏
教
者
と
し
て
之
を
膜
外
に
し
顧
み
ざ
る
に
忍

び
ざ
る
や
。
尚
し
今
や
恩
充
ち
報
屈
す
る
に
當
り
、
我
国
各
宗
派
中
よ
り

学
識
に
富
め
る
英
語
を
能
く
す
る
者
二
三
名
を
選
抜
渡
暹
せ
し
め
、
新
た

に
大
乗
仏
教
の
種
因
を
植
芸
し
、
仏
出
世
の
本
懐
を
三
千
載
の
今
に
暹
羅

国
に
扶
宣
し
、
一
乗
の
法
雨
を
以
て
普
く
三
草
二
木
に
潤
沢
せ
し
む
る
を

得
ば
、
事
簡
に
し
て
功
績
の
理
外
に
多
か
ら
ん
こ
と
は
識
者
の
議
を
待
ざ

る
べ
し
。
幸
に
不
日
暹
羅
国

　

皇
太
子
殿
下
我
国
観
光
の
為
め
来
啓
せ
ら
る
ゝ
を
聞
く
。
冀
く
は
各
宗
派

を
代
表
し
、
謁
を
乞
て
丹
衷
を
上
禀
し
親
し
く
令
旨
を
奉
げ
、
従
前
遅
延

に
属
せ
る
。
大
日
本
国
仏
教
者
全
体
の
感
恩
謝
敬
を
表
彰
す
る
の
端
緒
を

発
か
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
て
歇
ず
。
虔
で
各
宗
派
管
長
獅
座
下
に
涜
告
大

議
の
明
載
を
乞
ふ
。

纂
録
（
部
分
の
み
掲
載
）〔
明
治
35
年
12
月
15
日　

第
九
十
三
号
〕

御
遺
形
安
置
問
題
の
話
が
続
い
て
出
た
か
ら
、
何
故
に
臨
済
宗
は
京
都
説
を

執
つ
た
の
か
其
意
見
を
承
り
た
い
と
云
ふ
た
ら
、
イ
ヤ
実
は
あ
の
悶
着
の
際

に
は
、
私
は
九
州
へ
行
て
居
ら
な
か
つ
た
が
、
九
州
へ
行
く
前
に
名
古
屋
か

ら
も
京
都
か
ら
も
大
分
運
動
者
が
来
た
が
ど
ち
ら
も
似
た
り
寄
つ
た
り
だ
つ

た
よ
。
面
白
か
つ
た
の
は
、
京
都
の
或
る
有
力
家
が
図
面
な
ぞ
迄
携
て
来
て

こ
れ
〳
〵
の
地
所
を
寄
付
す
る
か
ら
、
ド
ウ
ゾ
京
都
に
賛
成
し
て
呉
れ
と
言

ふ
か
ら
、
そ
れ
は
よ
す
が
よ
い
勿
体
な
い
其
れ
丈
の
地
所
を
只
寄
付
す
る
な

ん
ぞ
入
ら
ん
こ
と
じ
や
と
し
た
ら
、
イ
ヤ
仏
様
が
有
難
い
か
ら
献
納
し
た
い

の
や
と
云
ふ
に
仏
様
は
地
所
を
献
納
し
た
と
て
、
決
し
て
御
利
益
も
福
徳
も

被
れ
ぬ
か
ら
よ
せ
と
云
ふ
た
。
す
る
と
其
男
も
た
ま
ら
ん
も
の
だ
か
ら
、
実

は
此
の
地
所
を
献
納
す
る
代
り
に
周
囲
の
地
所
を
高
く
し
て
も
ら
ふ
積
り
で

す
と
云
ふ
か
ら
、
其
様
な
馬
鹿
な
こ
と
を
せ
ず
と
置
け
と
云
ふ
て
聞
か
し
て

や
つ
た
と
云
ふ
話
で
、
又
亦
大
笑
い
催
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
サ
ス
ガ
わ

黙
雷
禅
師
実
に
洒
々
落
々
た
る
所
か
あ
つ
て
実
に
慕
は
し
い
。

●
釈
尊
御
遺
形
の
御
遷
座
〔
明
治
35
年
12
月
15
日　

第
九
十
三
号
〕

久
し
く
紛
紜
の
種
な
り
し
仏
骨
は
、
愈
去
月
十
五
日
を
以
て
名
古
屋
表
に
奉

送
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
同
日
午
前
六
時
卅
分
と
云
ふ
に
、
妙
法
院
仮
安
置
所

を
出
で
同
七
時
廿
分
停
車
場
に
着
せ
り
。
打
見
れ
ば
金
襴
の
覆
あ
る
唐
櫃
を

白
丁
着
た
る
信
者
四
名
代
る
代
る
之
を
担
ぎ
、
大
菩
提
会
の
新
旧
役
員
随
へ

り
。
通
路
の
拝
観
者
も
い
と
多
し
、
頓
て
八
時
を
過
る
や
楽
人
奏
楽
の
裡
に

設
け
の
別
仕
立
汽
車
に
唐
櫃
を
安
じ
、
村
田
前
会
長
、
日
置
新
任
会
長
以
下
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之
を
護
し
、
其
他
僧
侶
二
百
余
名
も
同
列
車
に
分
乗
し
、
多
く
の
信
者
に
見

送
ら
れ
て
一
声
の
汽
笛
と
共
に
東
進
せ
り
。
偶
京
都
に
淹
留
せ
る
羅
馬
法
王

の
侍
従
マ
デ
ー
イ
ス
男
爵
夫
人
、
同
国
宮
内
書
記
官
ク
ヱ
ー
ス
氏
等
珍
し
げ

に
此
様
を
見
て
あ
り
し
が
、
流
石
に
崇
拝
の
状
を
失
は
ざ
り
し
と
ぞ
。
午
後

一
時
三
十
分
予
定
の
如
く
名
古
屋
停
車
場
に
着
す
る
や
、
予
て
設
け
た
る
構

内
の
仮
小
屋
に
休
憩
し
順
路
万
松
寺
の
仮
殿
に
入
り
ぬ
。
是
よ
り
先
き
暹
羅

公
使
及
び
大
谷
新
法
主
は
停
車
場
に
出
迎
へ
、
公
使
は
前
に
、
新
法
主
は
後

に
従
ひ
幾
多
の
僧
侶
行
列
に
加
は
り
非
常
の
混
雑
を
極
め
た
り
。
近
郷
よ
り

来
れ
る
善
男
善
女
は
、
立
錐
の
地
な
き
ま
で
沿
道
に
拝
伏
し
涙
に
咽
べ
る
を

見
た
り
。

暹
羅
国
皇
太
子
の
仏
骨
参
拝
〔
明
治
36
年
１
月
18
日　

第
九
十
四
号
〕

暹
羅
皇
太
子
殿
下
に
は
、
東
京
地
方
の
巡
覧
を
了
り
て
名
古
屋
に
向
は
れ
た

る
が
、
旧
臘
三
十
一
日
午
前
県
庁
別
仕
立
の
馬
車
に
て
暹
羅
国
公
使
並
に
接

件
員
等
を
随
へ
、
同
国
分
配
の
仏
骨
を
仮
安
置
せ
る
裏
門
前
町
万
松
寺
に
入

ら
せ
ら
れ
、
市
長
、
有
志
者
、
大
菩
提
会
等
よ
り
の
献
納
品
を
御
覧
あ
り
。

そ
れ
よ
り
御
昇
殿
世
尊
経
の
読
誦
に
次
で
、
村
田
寂
順
師
の
呪
顕
文
朗
読
あ

り
。
終
て
殿
下
に
は
日
置
黙
仙
師
御
案
内
に
て
御
焼
香
あ
り
日
置
師
祝
文
を

朗
読
し
そ
れ
よ
り
殿
下
に
は
紀
念
と
し
て
松
樹
一
株
を
御
手
植
あ
り
、
日
置

師
の
発
声
に
て
殿
下
の
万
歳
を
三
唱
し
て
式
を
了
り
た
る
が
、
殿
下
に
は
頗

る
御
満
足
の
御
様
子
に
見
受
け
ら
れ
た
り
と
。
又
本
月
二
日
御
入
京
、
翌
三

日
午
前
旅
館
京
都
ホ
テ
ル
を
御
出
門
妙
法
院
へ
成
ら
せ
ら
れ
、
村
田
妙
法
院

門
跡
を
始
め
各
宗
管
長
門
跡
等
奉
迎
し
、
夫
よ
り
同
院
御
便
殿
に
充
て
た
る

御
座
に
於
て
御
休
憩
あ
ら
せ
ら
れ
、
同
十
一
時
村
田
門
跡
の
先
導
に
て
霊
殿

内
陣
に
入
御
、（
同
殿
に
は
、
曽
て
暹
羅
国
帝
王
よ
り
仏
骨
と
共
に
給
は
り

し
金
像
釈
尊
の
摸
形
を
安
置
せ
り
）
仏
殿
南
面
に
設
け
た
る
御
座
に
着
か
せ

ら
る
ゝ
や
震
殿
前
の
土
上
に
は
空
也
堂
の
僧
侶
十
余
名
念
仏
踊
り
を
為
し
、

村
田
門
跡
は
上
表
文
を
朗
読
す
。（
此
時
参
列
者
一
同
立
礼
）
畢
り
て
吉
田

佐
吉
氏
は
、
上
表
文
を
英
訳
し
て
朗
読
し
殿
下
に
は
左
の
御
答
辞
遊
ば
さ
れ

た
り
。

　

今
日
は
懇
請
に
由
て
、
此
の
盛
な
る
式
に
臨
み
日
本
仏
教
各
宗
高
徳
に
面

会
し
、
殊
に
前
の
大
菩
提
会
長
よ
り
我
国
が
仏
骨
を
寄
贈
し
た
る
こ
と
を

謝
し
、
貴
重
な
る
仏
像
を
贈
ら
れ
た
る
こ
と
は
深
く
感
謝
す
る
所
な
り
。

帰
国
の
上
父
王
陛
下
へ
委
く
言
ひ
た
れ
ば
、
い
か
ば
か
り
満
悦
せ
ら
る
べ

し
と
存
ず
る
な
り
。
冀
く
は
同
一
宗
教
な
る
日
暹
両
国
の
親
交
を
厚
く

し
、
別
し
て
宗
教
者
は
互
に
来
往
し
て
教
を
弘
め
ら
れ
ん
こ
と
を
云
々
。

次
い
で
仏
前
に
進
み
、
御
焼
香
御
跪
拝
あ
ら
せ
ら
れ
、
便
殿
に
御
復
座
あ

り
。
次
に
便
殿
に
於
て
各
宗
管
長
門
跡
并
に
重
な
る
役
員
等
に
は
拝
謁
を
仰

付
け
ら
れ
、
尚
ほ
村
田
門
跡
に
対
し
て
は
、
渡
辺
式
部
官
の
通
話
に
て
叮
嚀

な
る
御
挨
拶
あ
り
し
と
。
其
村
田
門
跡
の
上
表
文
は
左
の
如
し
。

　

恭
惟

　

大
暹
羅
国
皇
帝
陛
下
叡
聖
文
武
明
徳
渕
穆
篤
敬
㍼三
宝
㍽大
重
㍼仏
法
㍽親
愛

之
弘
延
及
㍼大
日
本
国
㍽忝
㍾分
㍼賜
印
度
発
堀

　

釈
尊
霊
骨
及
相
伝
釈
尊
金
像
於
我
国
仏
教
徒
㍽

　

皇
后
陛
下
寄
㍼賜
貝
葉
聖
教
及
親
製
金
玉
織
成
錦
袱
㍽我
国
各
宗
相
共
専
使

奉
迎
仮
奉
㍼安
於
我
平
安
妙
法
院
門
跡
宸
殿
㍽設
㍼日
本
大
菩
提
会
㍽将
∮建
㍼
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営
覚
王
殿
㍽安
㍼置
霊
骨
㍽益
宣
㍼仏
徳
㍽輝
∫慧
日
㊧而
各
宗
会
議
之
所
㍾決

定
㍼地
於
愛
知
県
㍽　

遂
奉
㍼遷
霊
骨
金
像
及
付
属
賜
品
㍽畢
寂
順
心
事
仏
知

天
知
今
復
何
言
因
摸
㍼鋳
其
金
像
㍽奉
㍼安
吾
宸
殿
㍽永
以
為
㍼紀
念
㍽夙
夜

奉
㍼事
且
欲
∮衆
人
瞻
礼
弥
広
∫結
縁
㍽㊧也
区
々
之
事
以
汚
㍼聖
聴
㍽者
欲
∮窃

　

陛
下
聴
慧
照
∫知
此
事
㊧也
今
也

　

大
暹
羅
皇
太
子
殿
下
東
邦
巡
遊
幸
辱
㍾咫
㍼尺
恩
顔
㍽欣
喜
何
勝
益
祈
㍼両
国

交
親
仏
法
弘
通　

大
聖
恩
徳
無
∑窮
也
別
幅
普
賢
延
命
尊
者
是
我
門
跡
之

先
世
尭
恕
親
王
之
所
㍾画
也
夫
吾
門
跡
者
日
本
天
台
之
名
刹
伝
教
大
師
之

所
㍾創

　

後
白
河
法
王　

為
㍼中
輿
祖
㍽故
号
曰
㍼門
跡
㍽世
々
皇
族
為
㍼

　

法
親
王
㍽以
住
㍾之
至
㍼明
治
維
新
㍽焉
尭
恕
法
親
王
者

　

後
水
尾
天
皇
第
八
皇
子
夙
入
㍼台
門
㍽実
為
㍼天
台
座
主
妙
法
院
宮
第
三
十

五
世
門
主
㍽修
㍼業
於
叡
嶽
㍽二
十
余
年
学
徳
双
高
興
㍼隆
寺
門
㍽著
述
等
身

事
詳
㍼于
行
業
記
㍽我
宗
祖
伝
教
大
師
開
㍼創
比
叡
山
㍽為
㍼王
城
鎮
護
㍽従
㍾

是　

歴
朝
崇
信
尤
厚
恒
例
勅
㍼本
院
法
親
王
㍽修
㍼普
賢
延
命
大
法
㍽以
祈
㍼　

玉
体
安
穏
宝
祚
延
長
㍽此
画
像
乃
為
㍼勅
願
修
法
㍽所
㍾画
也
因
今
新
加
㍼装

裱
㍽奉
㍾献
以
祝
∮祷

　

大
暹
羅
国
皇
帝
陛
下

　

皇
后
陛
下

　

皇
太
子
殿
下
福
徳
円
満
宝
寿
万
歳
㊧一
以
奉
㍾謝
㍼　

聖
恩
万
分
一
㍽一
以

為
㍼南
北
仏
教
交
通
之
端
㍽是
非
㍼独
寂
順
之
志
㍽実
所
以
㍾表
㍼我
国
仏
教
徒

之
衷
情
㍽也
冒
㍼涜
尊
厳
㍽無
㍾任
㍼屏
営
之
至
㍽

　
　

大
日
本
帝
国
明
治
三
十
六
年
一
月
三
日

　
　
　

釈
尊
御
遺
形
奉
迎
事
務
総
理
兼
日
本
大
菩
提
会
前
会
長

　
　
　
　
　
　
　

前
天
台
座
主
妙
法
院
門
跡
大
僧
正
村
田
寂
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誠
惶
誠
恐
稽
首
和
南

●
大
菩
提
会
々
則
改
正
草
案
〔
明
治
36
年
２
月
15
日　

第
九
十
五
号
〕

左
の
日
本
大
菩
提
会
改
正
会
則
草
案
は
各
宗
派
委
員
に
於
て
同
意
を
表
し
た

る
に
付
き
、
更
に
各
宗
派
へ
通
牒
し
可
否
の
意
見
を
求
む
る
筈
な
り
と
。

　
　
　

日
本
大
菩
提
会
改
正
会
則
草
案

　
　
　

第
一
章　
　

位
置

　

第
一
条　

本
会
は
日
本
大
菩
提
会
と
称
し
、
本
部
を
名
古
屋
支
部
を
各
府

県
に
置
く
。

　
　
　

第
二
章　
　

目
的

　

第
二
条　

本
会
は
釈
尊
の
遺
形
を
奉
安
護
持
し
、
其
聖
徳
を
顕
揚
し
国
民

の
道
義
を
涵
養
す
る
を
以
て
目
的
と
す
。

　
　
　

第
三
章　
　

事
業

　

第
三
条　

本
会
の
目
的
を
達
せ
ん
が
為
め
、
左
に
列
記
す
る
事
項
を
遂
行

す
る
も
の
と
す
。

　
　

一
覚
王
殿
を
建
築
す
る
事
。

　
　

一
教
育
及
慈
善
事
業
を
起
す
事
。

　

第
四
条　

前
条
に
列
記
す
る
各
種
の
事
項
中
、
覚
王
殿
建
築
を
第
一
着
手

と
し
、
其
他
は
資
金
増
加
に
随
ひ
順
次
に
施
設
す
る
も
の
と
す
。

　
　

施
設
に
関
す
る
方
法
は
、
別
に
之
れ
を
定
む
。

　
　
　

第
四
章　
　

会
員
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第
五
条　

会
員
を
分
ち
、
左
の
七
種
と
す
。

　
　

一　

名
誉
顧
問

　
　
　

名
誉
顧
問
は
、
会
長
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
一
千
円
以
上
を
醵
出

し
た
る
者
。

　
　

一　

特
別
名
誉
会
員

　
　
　

特
別
名
誉
会
員
は
会
長
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
五
百
円
以
上
を
醵

出
し
た
る
者
。

　
　

一　

名
誉
会
員

　
　
　

名
誉
会
員
は
部
長
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
一
百
円
以
上
を
醵
出
し

た
る
者
。

　
　

一　

准
名
誉
会
員

　
　
　

准
名
誉
会
員
は
部
長
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
金
五
十
円
以
上
を
醵

出
し
た
る
者
。

　
　

一　

特
別
会
員

　
　
　

特
別
会
員
は
理
事
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
金
十
円
以
上
を
醵
出
し

た
る
者
。

　
　

一　

准
特
別
会
員

　
　
　

准
特
別
会
員
は
理
事
の
推
薦
に
依
る
者
、
又
は
金
五
円
以
上
を
醵
出

し
た
る
者
。

　
　

一　

正
会
員

　
　
　

正
会
員
は
金
一
円
以
上
を
醵
出
し
た
る
者
。

　
　

会
員
待
遇
規
定
は
、
別
に
之
れ
を
定
む
。

　

第
六
条　

会
員
に
は
其
名
称
の
区
別
に
従
ひ
、
別
に
定
む
る
処
の
証
票
及

徽
章
等
を
交
付
す
。

　
　
　

第
五
章　
　

職
制

　

第
七
条　

本
会
に
左
の
職
員
を
置
く
。

　
　

一　

会
長　
　
　
　
　
　

一
人

　
　

会
長
は
会
務
を
統
理
し
其
責
に
任
ず
。

　
　

一　

副
会
長　
　
　
　
　

一
人

　
　

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
時
は
会
長
の
任
務
を
行

ふ
。

　
　

一　

顧
問

　
　

顧
問
は
顧
問
中
に
僧
侶
二
名
の
常
任
を
置
き
、
会
長
及
副
会
長
の
質
問

に
応
じ
、
会
務
全
般
を
協
定
す
。

　
　

一　

部
長　
　
　
　
　
　

四
人

　
　

部
長
は
会
長
に
禀
し
、
部
務
を
処
理
す
。

　
　

一　

次
長

　
　

次
長
は
部
長
を
補
佐
し
、
部
長
事
故
あ
る
時
は
部
長
の
部
務
を
行
ふ
。

　
　

一　

理
事

　
　

理
事
は
部
長
の
指
揮
に
依
り
、
各
部
の
事
務
を
分
掌
す
。

　
　

一　

理
事
補

　
　

理
事
補
は
理
事
を
補
佐
し
、
理
事
事
故
あ
る
時
は
理
事
の
事
務
を
行

ふ
。

　
　

一　

書
記

　
　

書
記
は
上
長
の
指
揮
を
承
け
、
事
務
に
従
事
す
。

　

第
八
条　

職
員
の
任
選
は
左
の
例
に
依
る
。
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一
会
長
は
各
宗
派
管
長
、
又
は
門
跡
及
本
山
住
職
中
に
就
き
、
各
宗
派
会

に
於
て
之
を
推
撰
す
。

　

一
副
会
長
は
各
宗
派
寺
院
住
職
中
に
就
き
、
各
宗
派
会
に
於
て
之
れ
を
撰

定
す
。

　

一
顧
問
常
任
顧
問
及
び
部
長
并
に
、
次
長
は
会
長
之
れ
を
任
免
す
。

　

一
理
事
及
び
理
事
補
は
、
会
長
に
要
し
部
長
之
れ
を
任
免
す
。

　

一
書
記
の
任
免
は
、
部
長
之
れ
を
専
行
し
会
長
に
届
出
づ
る
の
み
と
す
。

　

第
九
条　

各
部
長
以
上
は
上
局
員
と
す
。

　

第
十
条　

職
員
の
任
期
を
二
ケ
年
と
す
。

　
　
　

但
し
再
任
を
妨
げ
ず
。

　

第
十
一
条　

本
会
の
事
務
を
分
ち
左
の
四
部
と
し
、
其
職
務
章
程
は
別
に

之
れ
を
定
む
。

　

一
奉
仕
部　

一
勧
奨
部　

一
建
築
部　

一
会
計

　
　
　

第
六
章　
　

会
議

　

第
十
二
条　

本
会
々
議
を
分
ち
左
の
三
種
と
す
。

　
　

一
、
各
宗
派
会　

二
、
顧
問
会　

三
、
上
局
会

　
　

但
、
会
議
に
関
す
る
細
則
は
会
長
之
を
定
む
。

　

第
十
三
条　

各
宗
派
会
は
、
各
宗
派
管
長
及
提
出
の
委
員
を
以
て
之
れ
を

組
織
す
。

　

第
十
四
条　

顧
問
会
は
僧
俗
顧
問
を
以
て
組
織
す
。

　

第
十
五
条　

上
局
会
は
上
局
員
を
以
て
組
織
す
。

　
　
　

第
七
章

　

第
十
六
条　

本
会
に
特
派
講
師
、
特
派
使
補
及
び
派
出
員
を
置
く
。

　
　
　

第
八
章　
　

賞
罰

　

第
十
七
条　

本
会
役
員
及
会
員
に
し
て
本
会
々
務
上
功
労
あ
る
も
の
は
、

別
に
定
む
る
処
の
規
定
に
依
り
賞
与
す
る
も
の
と
す
。

　

第
十
八
条　

本
会
役
員
に
し
て
敗
徳
汚
倫
の
行
為
あ
り
と
認
む
る
者
は
、

別
に
定
む
る
処
の
規
定
に
依
り
処
罰
す
。

　
　

但
、
処
罰
軽
重
に
依
り
其
宗
派
へ
届
出
、
其
派
に
於
て
相
當
の
処
分
せ

る
ゝ
事
を
交
渉
す
。

　

第
十
九
条　

本
会
々
員
の
体
面
を
汚
す
も
の
は
、
考
査
の
上
相
當
の
手
続

を
な
す
。

●
暹
羅
の
文
部
大
臣
と
菩
提
会
〔
明
治
36
年
３
月
15
日　

第
九
十
六
号
〕

暹
羅
一
国
の
宗
教
行
政
を
支
配
す
る
同
国
文
部
大
臣
侯
爵
バ
ス
カ
ラ
ヴ
オ
グ

セ
ー
氏
は
、
頃
日
三
井
物
産
合
名
会
社
参
事
福
井
国
太
郎
氏
が
社
用
を
帯
び

同
国
に
渡
航
し
た
る
際
、
同
氏
に
托
し
て
覚
王
殿
建
設
用
材
運
搬
方
法
并
に

其
費
額
等
予
算
見
積
書
提
供
の
事
及
菩
提
会
刻
下
の
形
勢
等
詳
報
す
べ
き
旨

詳
し
く
認
め
た
る
一
書
を
日
置
副
会
長
に
致
さ
れ
た
る
趣
に
て
、
菩
提
会
に

て
は
其
意
を
了
し
て
不
日
、
右
に
関
す
る
集
会
を
開
ら
く
べ
し
と
い
ふ
。

●
覚
王
殿
負
債
問
題
〔
明
治
36
年
３
月
15
日　

第
九
十
六
号
〕

京
都
派
に
対
し
、
五
十
日
以
内
に
支
払
ふ
べ
き
筈
な
る
夫
の
仏
骨
身
受
金
残

部
の
償
却
問
題
は
、
其
後
各
派
に
於
て
百
方
調
達
中
な
り
し
が
、
竟
に
其
途

に
窮
し
前
田
誠
節
、
釈
等
顧
、
豊
田
心
静
の
各
師
来
り
て
談
判
の
結
果
千
円

と
千
八
百
円
の
二
口
を
調
達
し
、
残
部
約
十
一
万
円
は
寄
付
の
勧
募
を
待
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ち
、
更
に
支
弁
す
る
外
な
し
と
て
泣
き
分
れ
と
な
れ
る
由
。

●
覚
王
殿
の
敷
地
問
題
〔
明
治
36
年
３
月
15
日　

第
九
十
六
号
〕

同
問
題
に
就
き
、
菩
提
会
よ
り
愛
知
協
賛
会
に
対
し
て
左
の
通
牒
及
び
十
三

件
調
査
事
項
に
添
ふ
る
に
、
土
地
請
願
書
類
を
以
て
し
た
る
よ
り
愛
知
協
賛

会
は
其
通
牒
に
基
き
踏
査
す
る
事
と
な
れ
り
と
云
ふ
。

　

拝
啓
釈
尊
御
遺
形
奉
安
地
は
、
本
部
に
於
て
至
急
選
定
仕
度
に
付
き
、
左

の
目
的
に
依
り
、
本
年
二
月
十
四
日
限
り
御
調
査
相
成
度
、
此
段
土
地
請
願

書
類
相
添
へ
及
御
依
頼
候
也
。

追
て
名
古
屋
付
近
の
奉
安
地
は
、
予
て
土
地
選
定
比
較
調
査
委
員
の
決
議
に

基
き
、
奉
安
地
と
名
古
屋
市
と
の
距
離
一
里
以
内
の
寄
付
地
に
限
り
居
り
候

間
、
其
寄
付
地
の
み
を
御
調
査
被
下
度
候
。

 

日
本
大
菩
提
会
副
会
長　

日 

置 

黙 

仙 

印

　
　
　

日
本
大
菩
提
会
愛
知
協
賛
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

禄　

在　

殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

調　

査　

事　

項

　

第
一
、
奉
安
地
請
願
の
書
類
完
全
な
る
や
否
や
。

　

第
二
、
請
願
地
と
名
古
屋
市
境
界
と
の
距
離
。

　

第
三
、
愛
知
県
庁
所
在
地
と
請
願
地
と
の
距
離
。

　

第
四
、
諸
官
衙
及
陸
地
関
係
者
異
議
の
有
無
。

　

第
五
、
土
地
雅
俗
。

　

第
六
、
建
設
地
寄
付
者
姓
名
及
反
別
字
等
関
係
役
場
の
証
明
を
取
ら
し
む

る
事
。

　

第
七
、
寄
付
地
に
対
し
寄
付
者
よ
り
直
ち
に
登
記
の
手
続
き
を
為
さ
し
む

る
事
。

　

第
八
、
飲
用
水
其
他
水
利
の
如
何
。

　

第
九
、
奉
安
地
迄
の
荷
物
運
搬
百
貫
目
に
対
す
る
費
用
の
類
。

　

第
十
、
荷
物
運
搬
の
便
不
便
。

　

第
十
一
、
道
路
の
便
不
便
。

　

第
十
二
、
全
国
信
徒
参
詣
の
便
不
便
。

　

第
十
三
、
名
古
屋
将
来
の
膨
張
の
関
係
。

●
覚
王
殿
敷
地
問
題
〔
明
治
36
年
５
月
15
日　

第
九
十
八
号
〕

愛
知
協
賛
会
に
於
て
測
量
調
査
中
な
り
し
同
敷
地
候
補
地
は
、
尾
張
愛
知
郡

田
代
村
字
月
見
坂
、
同
広
路
村
妙
見
山
、
同
御
器
所
村
八
幡
山
の
三
ケ
所
に

決
し
、
右
三
ケ
所
に
於
て
撰
挙
す
る
た
め
、
去
月
十
二
日
午
後
一
時
、
同
委

員
は
京
都
縄
手
通
四
条
上
る
井
上
泰
山
堂
に
会
せ
し
が
、
協
賛
の
結
果
、
月

見
坂
（
十
二
万
坪
）
に
決
し
、
即
夜
中
村
勝
縁
、
宇
都
宮
恵
鐘
二
師
は
報
告

の
た
め
名
古
屋
本
部
へ
帰
り
、
尚
副
会
長
日
置
師
は
丹
波
地
方
よ
り
帰
り
、

去
月
十
六
日
京
都
に
て
暹
羅
よ
り
帰
朝
せ
し
稲
垣
公
使
と
会
合
し
て
諸
般
の

打
合
せ
を
な
し
、
同
公
使
も
近
日
名
古
屋
へ
参
向
し
て
暹
羅
国
王
陛
下
の
叡

旨
を
伝
達
す
る
由
。

●
稲
垣
公
使
の
暹
羅
談
〔
明
治
36
年
５
月
15
日　

第
九
十
八
号
〕

去
月
十
八
日
帰
朝
の
途
次
、
京
都
商
業
会
議
所
に
て
の
演
説
中
、
左
の
一
節

あ
り
。



─ 　  ─

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
63
巻
第
１
号

24

63

▲
仏
骨
問
題
と
同
国
民
の
感
情
、
暹
羅
皇
室
よ
り
仏
骨
を
日
本
に
寄
贈
さ
れ

し
は
、
日
本
に
対
し
て
は
非
常
の
厚
意
な
り
し
な
り
。
然
る
に
之
に
対
す
る

日
本
の
処
置
は
、
日
常
の
不
始
末
に
し
て
、
今
尚
ほ
十
分
の
奉
安
所
す
ら
出

来
ざ
る
は
実
に
遺
憾
な
り
。
甚
だ
幸
に
し
て
、
此
内
部
の
失
体
も
同
国
民
の

間
に
は
未
だ
十
分
に
知
れ
渡
ら
ず
。
格
々
感
情
を
害
し
居
る
程
の
事
も
あ
ら

ず
、
殊
に
同
国
人
の
性
質
と
し
て
、
決
し
て
何
時
迄
も
他
人
の
失
敗
を
攻
撃

す
る
が
如
き
事
あ
ら
ざ
れ
ば
、
今
後
と
て
も
之
が
為
め
両
国
の
国
際
上
に
関

係
を
及
ぼ
す
な
ど
云
ふ
事
あ
ら
ざ
る
可
し
。
全
体
仏
骨
は
、
壱
万
円
に
て
も

弐
万
円
に
て
も
唯
だ
奉
安
所
さ
へ
出
来
れ
ば
夫
に
て
十
分
な
り
。
然
る
に
日

本
の
仏
徒
は
、
唯
だ
徒
ら
に
前
後
の
思
慮
も
な
く
大
計
画
を
な
せ
し
為
め
、

斯
の
如
き
失
体
を
行
ず
る
に
至
れ
り
。

▲
日
本
と
暹
羅　

暹
国
の
本
邦
に
親
み
、
且
厚
か
ら
ん
と
す
る
は
今
更
言
ふ

を
要
せ
ず
と
雖
も
、
昨
年
日
英
同
盟
の
締
結
あ
り
て
よ
り
一
層
本
邦
を
重
視

す
る
に
至
り
。
加
ふ
る
に
皇
太
子
殿
下
の
本
邦
に
御
遊
歴
遊
ば
さ
れ
し
際
、

上
下
挙
つ
て
殿
下
の
御
聡
明
を
感
し
奉
り
、
我
帝
室
に
於
か
せ
ら
れ
て
も
歓

待
を
尽
さ
れ
た
る
を
以
て
皇
帝
陛
下
を
始
終
奉
り
、
皇
太
子
殿
下
に
は
殊
の

外
御
満
足
に
思
召
さ
れ
、
皇
帝
陛
下
に
は
特
に
我
国
風
□
宮
殿
を
御
造
営
あ

ら
ん
と
し
、
御
庭
園
も
亦
我
国
振
り
に
作
ら
せ
玉
は
ん
御
事
と
な
り
、
皇
太

子
殿
下
も
同
様
の
御
思
召
あ
り
。
日
な
ら
ず
良
材
を
蒐
め
て
此
の
工
事
を
起

さ
れ
ん
と
す
。
皇
后
陛
下
は
又
御
手
許
金
を
賜
は
り
て
男
四
名
、
女
四
名
、

都
合
八
名
に
本
邦
留
学
を
命
じ
玉
ひ
、
英
語
に
巧
み
な
る
も
の
を
選
抜
す
る

御
思
召
を
以
て
、
御
選
択
中
の
所
已
に
其
選
に
預
り
た
る
も
の
八
名
あ
り
。

就
て
は
余
と
同
船
に
て
来
朝
せ
ん
筈
な
り
し
も
、
都
合
に
よ
り
次
の
船
便
に

延
ば
し
た
る
が
、
右
は
孰
れ
も
美
術
工
芸
を
修
業
せ
し
め
ら
る
ゝ
も
の
に
係

り
、
其
成
績
を
御
覧
じ
た
る
上
に
て
、
引
続
き
留
学
生
を
御
差
遣
あ
る
べ
き

や
も
計
ら
れ
す
と
申
す
。

▲
妙
心
寺
の
前
田
誠
節
さ
ん
は
、
最
早
中
老
株
で
一
方
に
反
対
あ
る
丈
け
そ

れ
丈
け
エ
ラ
イ
所
が
あ
る
。
素
よ
り
事
務
家
と
い
ふ
者
は
、
一
方
に
味
方
の

団
結
が
あ
る
代
り
に
は
、
他
方
の
敵
と
戦
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
余
程
剛
胆

な
所
が
無
い
と
遣
り
切
れ
な
い
。
ど
う
で
も
敵
を
降
伏
さ
せ
て
切
り
ま
は
つ

て
仕
舞
ふ
辺
は
、
実
に
抜
け
た
処
が
あ
る
。

●
覚
王
殿
敷
地
と
各
宗
管
長
〔
明
治
36
年
６
月
15
日　

第
九
十
九
号
〕

本
年
四
月
十
二
日
、
京
都
縄
手
古
門
前
下
る
旅
館
赤
万
屋
方
に
於
て
、
各
宗

派
の
覚
王
殿
敷
地
選
定
委
員
集
合
の
結
果
、
愛
知
県
月
見
坂
を
以
て
覚
王
殿

敷
地
と
決
定
し
、
同
月
十
七
日
発
表
し
た
る
よ
り
愛
知
県
民
中
に
反
対
の
声

高
く
延
て
、
各
宗
派
の
内
に
も
其
地
の
不
適
當
な
る
を
唱
へ
、
今
や
同
県
下

に
於
て
は
紛
擾
を
醸
し
つ
ゝ
あ
り
と
。
就
て
は
名
古
屋
の
伊
藤
彦
七
氏
其
他

有
志
者
、
過
日
来
京
都
に
滞
在
し
、
各
宗
派
の
重
な
る
僧
侶
を
歴
訪
し
て
頻

り
に
現
菩
提
会
役
員
の
行
動
に
就
て
訴
ふ
る
処
あ
り
。
尚
管
長
に
向
つ
て
陳

情
書
を
差
出
す
抔
、
熱
心
に
奔
走
し
つ
ゝ
あ
り
。
各
宗
派
の
内
に
は
、
既
に

現
菩
提
会
役
員
の
行
動
に
快
よ
か
ら
ざ
る
向
も
あ
る
折
柄
な
れ
ば
、
或
は
早

晩
各
宗
派
会
開
会
の
上
に
於
て
議
論
の
起
る
事
あ
る
も
測
ら
れ
ず
と
云
ふ
。

今
右
陳
情
書
の
大
要
を
聞
く
に
、

　

大
菩
提
会
刻
下
の
現
状
は
、
会
務
次
第
に
振
は
ず
。
仏
骨
の
名
古
屋
に
奉

遷
後
は
、
正
副
会
長
あ
る
も
事
に
臨
ん
で
会
務
を
見
ず
。
代
理
者
の
名
あ
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る
も
其
実
な
く
、
全
会
の
職
権
は
中
村
勝
契
一
人
の
掌
裡
に
領
せ
ら
れ
、

而
し
て
中
村
勝
契
は
又
少
壮
者
た
る
宇
都
宮
恵
鐘
、
太
野
美
恵
丸
、
丹
羽

円
、
長
谷
川
観
石
等
に
擁
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
が
上
に
、
夫
の
吉
田
禄
在
に

慊
ら
ず
、
其
一
派
の
団
体
に
し
て
大
菩
提
会
全
部
を
押
領
し
、
勝
契
以
下

少
壮
者
輩
は
皆
其
一
派
の
頤
使
す
る
処
に
し
て
、
菩
提
会
其
物
は
禄
在
一

派
の
専
有
物
と
な
り
。
今
や
各
宗
派
の
菩
提
会
に
あ
ら
ず
し
て
、
禄
在
一

派
の
菩
提
会
た
る
の
観
あ
り
。
元
来
名
古
屋
奉
遷
の
當
時
は
、
覚
王
殿
建

設
敷
地
寄
付
出
願
者
は
実
に
十
一
箇
所
あ
り
。
菩
提
会
に
於
て
は
十
分
適

當
の
地
を
採
用
す
べ
き
筈
な
る
に
、
現
菩
提
会
執
務
者
は
、
禄
在
一
派
と

通
謀
し
て
陰
密
の
間
に
種
々
の
不
徳
を
行
ひ
、
殺
風
景
の
湿
地
を
採
り
以

て
敷
地
と
定
め
、
大
に
公
衆
の
謗
を
招
致
し
不
信
を
買
へ
り
と
大
菩
提
会

の
監
督
者
た
る
各
管
長
は
、
至
急
此
等
の
行
動
に
就
て
厳
密
な
る
調
査
を

遂
げ
、
以
て
革
新
を
計
ら
れ
ざ
れ
ば
前
途
益
憂
慮
す
る
処
あ
ら
ん
云
々
。

●
大
菩
提
会
の
革
新
計
画
〔
明
治
36
年
８
月
15
日　

第
一
〇
一
号
〕

日
本
大
菩
提
会
を
名
古
屋
に
移
し
て
よ
り
仏
徒
は
、
之
に
対
し
て
頗
る
冷
淡

に
な
り
。
今
や
一
顧
だ
も
与
へ
ざ
る
有
様
に
て
役
員
等
の
大
声
疾
呼
し
て
拡

張
を
図
ら
ん
と
す
る
も
、
殆
ど
挽
回
の
策
な
き
も
の
ゝ
如
く
覚
王
殿
建
設
事

業
果
し
て
成
立
す
る
や
否
や
心
元
な
き
程
に
て
、
稲
垣
公
使
は
暹
羅
国
王
に

対
し
、
責
任
あ
る
こ
と
と
て
同
会
の
会
務
振
興
に
関
し
、
去
月
廿
一
日
東
京

よ
り
名
古
屋
に
来
り
同
会
役
員
並
に
同
市
の
熱
心
な
る
仏
教
徒
に
会
見
し
、

二
十
二
日
午
後
東
陽
館
に
お
け
る
名
古
屋
屈
指
の
紳
士
百
名
余
の
招
待
会
に

臨
み
、
結
局
菩
提
会
の
事
業
の
大
部
分
を
十
数
名
の
紳
士
に
属
托
す
る
こ

と
ゝ
な
り
た
る
か
。
公
使
の
語
る
処
に
拠
れ
ば
、
東
京
に
て
も
会
計
の
事
業

を
八
九
名
の
有
力
な
る
紳
士
に
属
托
し
た
る
由
に
て
、
地
元
た
る
名
古
屋
に

て
同
会
の
事
業
か
着
々
進
捗
す
る
に
至
ら
は
、
中
央
地
方
気
脈
を
通
じ
選
定

地
た
る
名
古
屋
に
覚
王
殿
の
建
設
を
見
る
も
数
年
を
出
で
ざ
る
べ
し
と
。
要

す
る
に
公
使
の
意
見
は
、
会
務
全
般
を
僧
侶
に
一
任
す
る
は
危
険
千
万
な
れ

ば
、
信
用
あ
る
各
地
の
紳
士
に
会
計
を
嘱
托
し
、
信
者
を
し
て
安
ん
じ
て
喜

捨
せ
し
め
ん
と
す
る
に
あ
る
か
如
く
、
同
時
に
地
方
的
組
織
を
脱
し
て
全
国

的
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
り
て
、
松
方
伯
を
顧
問
に
益
田
孝
、
高
橋
是

清
、
近
藤
廉
平
、
森
村
市
左
衛
門
、
馬
越
恭
平
、
大
倉
喜
八
郎
、
原
善
三
郎

諸
氏
を
相
談
役
に
嘱
托
せ
ん
意
向
な
り
と
。

●
日
暹
寺
の
創
立
〔
明
治
36
年
９
月
15
日　

第
一
〇
二
号
〕

名
古
屋
に
奉
遷
し
た
る
釈
尊
御
遺
形
奉
安
の
た
め
、
今
回
覚
王
山
日
暹
寺
を

創
立
す
る
事
と
な
り
。
同
地
田
代
村
に
て
十
三
万
六
千
坪
の
地
所
も
寄
付
せ

ら
れ
た
れ
ば
、
不
日
左
記
の
願
書
に
仏
教
各
宗
派
管
長
并
に
個
人
の
連
印
を

以
て
、
其
筋
へ
出
願
す
る
由
。
最
も
内
務
の
方
面
は
斯
波
局
長
と
稲
垣
公
使

と
の
間
に
内
議
既
に
整
ひ
居
る
と
の
事
。

　
　
　
　
　
　
　

新
寺
創
建
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
張
国
愛
知
郡
田
代
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚
王
山　
　

日　

暹　

寺

　

右
は
明
治
三
十
三
年
中
、
暹
羅
国
王
陛
下
よ
り
御
頒
貽
相
成
候
、
釈
迦
牟

尼
仏
御
遺
形
并
に
御
尊
像
を
奉
安
護
持
し
、
一
は
世
尊
の
聖
徳
を
顕
揚

し
、
国
民
の
道
義
を
涵
養
す
る
の
丰
標
と
し
、
一
は
寄
贈
国
王
陛
下
の
叡
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旨
を
永
久
に
伝
承
せ
し
む
る
の
紀
念
と
し
、
普
く
宗
教
信
徒
に
礼
拝
せ
し

め
ん
と
す
る
の
目
的
を
以
て
前
記
の
地
所
を
卜
し
、
仏
教
各
宗
派
協
同
し

て
、
新
寺
覚
王
山
日
暹
寺
を
創
建
致
度
候
間
、
御
認
許
被
成
降
度
、
依
て

明
細
帳
并
に
管
理
法
設
計
図
面
等
相
添
此
段
連
署
相
願
候
也
。

　
　

明
治
三
十
六
年
月
日　
　
　
　
　

右
寺
発
願
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聨
合
宗
派
住
職
記
名
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
徒　

総　

代　

記　

名
㊞

　
　
　

知　
　

事　
　

宛

　
（
明
細
帳
及
管
理
法
等
は
略
す
）

　
　
　
　

●
臨
済
黄
檗
二
宗
派
の
調
印
拒
絶

別
項
記
載
の
如
く
、
覚
王
山
日
暹
寺
創
立
出
願
に
関
し
各
宗
派
管
長
の
調
印

を
求
む
る
た
め
、
大
菩
提
会
副
会
長
日
置
黙
仙
師
は
去
月
来
京
臨
済
、
黄
檗

各
宗
派
に
調
印
を
請
求
し
た
る
も
、
右
両
派
に
て
は
去
月
二
十
八
日
合
議
所

に
集
会
凝
議
の
結
果
、
左
の
理
由
を
以
て
其
調
印
を
拒
絶
し
た
る
由
。

　

一
、
日
暹
寺
創
立
諸
般
の
件
は
、
昨
年
十
月
十
三
日
各
宗
派
会
議
に
決
定

せ
し
第
五
号
議
案
及
同
年
十
一
月
五
日
会
監
会
議
に
決
定
せ
し
第
五

号
議
案
、
其
他
と
共
に
干
聨
せ
し
諸
般
の
契
約
を
実
行
し
た
る
上
、

之
を
処
理
す
べ
き
を
至
當
と
す
。

　

一
、
前
項
の
実
行
を
為
さ
ゞ
る
以
前
に
於
て
、
日
暹
寺
創
立
諸
般
の
手
続

に
対
し
、
連
署
調
印
す
べ
き
事
は
之
を
謝
絶
す
。

　

明
治
三
十
六
年
八
月
二
十
八
日

　
　

妙
心
寺
派
、
大
徳
寺
派
、
南
禅
寺
派
、
相
国
寺
派
、
建
仁
寺
派
、

　
　

東
福
寺
派
、
永
源
寺
派
、
天
龍
寺
派
、
黄
檗
宗

●
暹
羅
皇
太
子
の
御
再
遊
〔
明
治
36
年
９
月
15
日　

第
一
〇
二
号
〕

昨
冬
来
朝
せ
ら
れ
た
る
暹
羅
国
皇
太
子
マ
ハ
、
マ
ジ
ユ
ラ
ウ
ン
ド
親
王
に

は
、
又
々
来
る
十
月
下
旬
頃
御
来
遊
相
成
る
御
予
定
な
り
と
。

　
　
　
　

●
暹
羅
皇
帝
在
位
紀
念
碑

暹
羅
皇
帝
は
、
今
年
五
十
歳
の
高
齢
に
し
て
在
位
三
十
五
年
に
渡
ら
せ
ら

れ
、
同
皇
帝
は
現
朝
の
第
五
代
に
當
り
、
先
代
の
何
れ
も
在
位
短
か
く
最
も

長
き
皇
帝
に
て
も
二
十
七
年
を
出
で
ざ
る
を
以
て
、
陛
下
の
如
く
長
く
位
に

在
は
せ
し
は
な
し
。
是
れ
が
為
め
に
陛
下
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□

●
日
暹
寺
創
立
と
黄
檗
臨
済
八
派
〔
明
治
36
年
10
月
15
日　

第
一
〇
三
号
〕

覚
王
山
日
暹
寺
の
創
立
発
企
に
関
し
、
内
務
大
臣
へ
差
出
す
べ
き
請
願
書
に

は
、
御
遺
形
奉
迎
當
時
の
三
十
三
宗
派
の
管
長
が
悉
く
調
印
す
る
に
非
ざ
れ

ば
、
内
務
省
は
受
理
せ
ざ
る
よ
り
、
當
八
月
下
旬
来
大
菩
提
会
日
置
副
会
長

は
幾
度
と
な
く
東
西
に
運
動
し
、
三
十
三
宗
派
の
管
長
又
は
重
役
を
歴
訪
し

て
調
印
を
要
求
せ
し
が
、
此
要
求
に
つ
き
臨
済
宗
の
妙
心
、
南
禅
、
東
福
、

大
徳
、
永
源
、
天
龍
、
相
国
、
建
仁
寺
派
、
黄
檗
宗
、
都
合
二
宗
九
派
は
、

八
月
二
十
八
日
建
仁
寺
に
会
合
し
種
々
協
議
の
末
九
派
一
致
提
携
し
て
断
然

調
印
せ
ざ
る
こ
と
の
決
議
を
為
し
た
り
。
於
是
日
置
副
会
長
は
、
再
度
非
調

印
の
九
派
に
対
し
種
々
運
動
す
る
所
あ
り
た
る
結
果
、
更
に
九
月
十
五
日
建

仁
寺
に
於
て
非
調
印
の
九
派
は
再
度
の
会
議
を
開
き
た
る
末
、
従
来
九
派
一

致
の
態
度
を
取
り
た
る
を
変
更
し
、
各
派
適
宜
の
意
見
に
て
調
印
の
諾
否
を

決
す
べ
き
事
を
決
議
せ
し
が
、
爾
来
九
派
各
自
本
山
に
於
て
重
役
会
を
開
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き
、
此
問
題
に
就
て
熟
議
し
つ
ゝ
あ
り
し
に
、
妙
心
寺
派
は
他
の
八
派
に
先

ち
調
印
を
為
す
こ
と
を
決
議
し
た
り
し
か
ば
、
他
の
八
派
の
執
事
は
八
派
の

自
由
意
思
が
殆
ん
ど
一
致
せ
し
を
以
て
、
更
め
て
九
月
二
十
二
日
南
禅
寺
に

会
合
し
種
々
協
議
す
る
所
あ
り
。
其
結
果
終
に
将
来
御
遺
形
奉
安
事
業
に
関

す
る
大
菩
提
会
并
に
新
た
に
起
る
日
暹
寺
創
立
の
諸
経
営
に
就
て
は
、
同
盟

連
署
せ
る
各
宗
派
の
所
為
に
一
任
し
一
切
関
係
せ
ざ
る
事
と
為
す
も
、
御
遺

形
に
対
し
崇
敬
の
意
を
表
す
る
為
め
、
宗
派
実
力
の
許
す
限
り
は
、
其
経
営

に
対
し
相
當
の
寄
付
金
を
為
し
、
又
末
派
寺
院
檀
信
徒
に
も
諭
達
を
発
し
寄

付
を
奨
励
す
る
こ
と
ゝ
し
、
其
他
間
接
に
は
及
ぶ
限
り
の
尽
力
を
為
す
べ
き

事
等
を
決
議
し
、
當
日
出
席
の
二
宗
八
派
の
執
事
は
別
記
回
答
書
を
認
め
、

九
月
二
十
二
日
付
書
留
を
以
て
日
置
副
会
長
の
下
へ
差
送
り
し
よ
り
、
東
上

中
の
同
副
会
長
は
、
重
ね
て
同
月
二
十
四
日
来
京
最
終
の
運
動
と
し
て
二
宗

八
派
の
重
役
を
歴
訪
し
種
々
交
渉
せ
し
も
、
右
重
役
は
前
回
答
書
の
旨
趣
に

依
り
、
断
乎
と
し
て
其
交
渉
に
応
ぜ
さ
り
し
を
以
て
、
同
副
会
長
は
止
む
を

得
ず
右
八
派
に
対
し
、
同
盟
連
署
せ
る
各
宗
派
管
長
の
行
動
に
異
議
な
き
の

書
面
を
提
出
さ
れ
度
さ
す
れ
は
、
其
の
筋
へ
之
□
を
添
付
し
て
創
立
願
書
を

差
出
す
べ
し
と
懇
請
せ
し
よ
り
、
八
派
は
之
を
容
れ
、
異
議
な
き
は
勿
論
一

切
関
係
せ
ざ
る
事
と
し
、
別
の
承
認
書
を
九
月
二
十
六
日
建
仁
寺
に
於
て
日

置
副
会
長
へ
渡
さ
れ
た
り
。
要
す
る
に
八
山
今
後
の
態
度
は
、
御
遺
形
奉
安

事
業
即
ち
大
菩
提
会
な
り
日
暹
寺
な
り
に
対
し
て
は
回
答
書
中
に
掲
げ
し
如

き
の
義
務
を
負
ふ
に
止
め
、
一
切
の
権
利
を
放
棄
せ
し
に
外
な
ら
ず
と
云
べ

し
。
是
れ
に
て
大
菩
提
会
并
に
日
暹
寺
対
八
本
山
の
事
件
は
一
段
落
を
告
げ

た
り
。
即
ち
其
回
答
書
及
承
認
書
は
左
の
如
し
。

　

拝
展　

今
般
日
暹
寺
御
創
建
に
付
、
該
願
書
に
対
し
弊
宗
派
等
管
長
へ
連

署
調
印
可
致
旨
数
回
御
請
求
相
成
候
処
、

　

釈
尊
御
遺
形
奉
迎
以
来
の
歴
史
に
徴
す
る
に
、
本
件
は
奉
迎
當
時
の
如
く

各
宗
派
共
同
し
て
有
終
の
美
を
告
る
こ
と
は
頗
ぶ
る
難
事
か
と
存
候
。
殊

に
今
後
の
御
経
営
に
付
て
は
、
弊
派
等
は
目
下
派
内
諸
般
の
宗
務
多
事
に

し
て
克
く
其
驥
尾
に
付
し
事
に
与
る
の
余
地
な
き
の
み
な
ら
ず
。
却
て
御

経
営
事
業
の
進
行
上
に
累
を
及
す
や
の
嫌
ひ
尠
か
ら
ず
と
確
信
致
候
。
依

て
弊
派
等
は
乍
不
法
盟
左
記
各
項
の
義
務
を
負
ふ
に
止
め
、

　
　

一
御
遺
形
に
対
し
崇
敬
を
表
す
る
為
め
、
弊
派
等
実
力
の
許
す
限
り
は

相
當
の
寄
付
金
を
為
す
事
。

　
　

一
今
後
の
御
経
営
に
対
し
、
弊
派
等
寺
院
檀
信
徒
へ
寄
付
す
べ
き
の
旨

諭
達
を
発
す
る
事
。

　
　

一
今
後
の
御
経
営
に
対
し
弊
派
等
寺
院
檀
信
徒
間
に
渉
り
、
菩
提
会
又

は
日
暹
寺
の
名
称
を
以
て
寄
付
勧
募
相
成
る
は
異
議
な
き
事
。

　

今
後
御
遺
形
奉
安
事
業
に
係
る
菩
提
会
又
は
日
暹
寺
新
設
等
諸
般
の
御
経

営
は
、
同
盟
連
署
せ
ら
れ
た
る
各
宗
派
の
所
為
に
任
せ
一
切
関
係
不
申
事

に
致
度
候
間
、
右
宜
敷
御
承
認
相
成
度
、
此
段
命
に
依
り
及
御
回
答
候

也
。

 

敬　

具　

　
　

明
治
三
十
六
年
九
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
檗
宗
執
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

恵　

眼
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
済
宗
南
禅
寺
派
執
事
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大　

沢　

協　

洲
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

東
福
寺
派
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

爾　
　
　

圭　

端
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

大
徳
寺
派
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木　

田　

栄　

林
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

永
源
寺
派
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥　

村　

龍　

道
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

天
龍
寺
派
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北　

條　

周　

篤
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

相
国
寺
派
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

島　

恵　

材
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

建
仁
寺
派
執
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端　

岳　

惟　

陶
印

　

日
本
大
菩
提
会
副
会
長

　
　
　
　

日　

置　

黙　

仙
殿

　
　
　

日
暹
寺
創
立
出
願
に
付
承
認
書

一
今
般
日
暹
寺
創
立
出
願
の
件
は
同
盟
連
署
せ
ら
れ
た
る
各
宗
派
の
所
為
に

任
せ
、
異
議
な
き
は
勿
論
一
切
関
係
無
之
候
也
。

右
　

明
治
参
拾
六
年
九
月
弐
拾
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
檗
宗
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

伯　

蓬　

山
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臨
済
宗
東
福
寺
派
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

済　

門　

敬　

冲
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

建
仁
寺
派
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹　

田　

黙　

雷
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

相
国
寺
派
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

原　

東　

嶽
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

南
禅
寺
派
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊　

田　

毒　

湛
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

大
徳
寺
派
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅　
　
　

広　

州
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

永
源
寺
派
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久　

松　

琢　

宗
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

天
龍
寺
派
管
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

木　

龍　

渕
印

　
　

同
盟
各
宗
派
管
長
猊
下
御
中

●
日
暹
寺
と
真
宗
本
派
〔
明
治
36
年
10
月
15
日　

第
一
〇
三
号
〕

覚
王
山
日
暹
寺
の
創
立
に
際
し
、
其
筋
へ
出
す
べ
き
創
立
願
書
に
日
置
副
会

長
よ
り
真
宗
本
願
寺
派
へ
も
其
調
印
を
求
め
た
る
に
、
同
派
に
て
は
従
前
の

行
掛
り
上
之
を
謝
絶
し
、
左
の
書
面
を
日
置
師
に
致
し
た
り
と
。

　

拝
展
、
日
暹
寺
創
建
願
書
に
対
し
弊
山
へ
同
意
調
印
可
致
旨
御
請
求
相
成

候
処
、
御
承
知
之
通
御
遺
形
奉
安
殿
建
設
之
件
に
就
て
は
、
予
て
よ
り
御

同
盟
各
宗
派
之
御
経
営
に
係
る
義
に
し
て
、
弊
山
は
従
来
関
係
不
致
義
に

候
得
者
、
過
日
も
申
述
候
通
り
御
請
求
に
難
応
候
、
此
段
及
御
回
答
候
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也
。

　
　

但
到
底
御
同
盟
各
宗
派
に
於
て
御
共
同
御
経
営
難
相
成
事
情
も
有
之
候

得
者
、
進
て
弊
山
に
引
請
奉
安
所
を
建
設
し
、
御
崇
敬
の
誠
を
尽
す
へ

く
候
得
共
、
此
場
合
に
於
て
は
従
来
之
行
掛
上
、
他
宗
派
合
同
之
義
は

御
断
致
候
外
無
之
候
、
此
段
添
て
申
進
候
。

　
　
　

明
治
三
十
六
年
九
月
八
日

 

執
行
長　
　

小　

田　

尊　

順

 

執　

行　
　

藤　

井　

皆　

立

　
　

日　

置　

黙　

仙

　
　
　
　

●
日
暹
寺
と
宗
派
会

本
月
中
旬
頃
名
古
屋
に
て
開
か
れ
、
稲
垣
公
使
も
出
席
し
て
協
議
を
遂
げ
、

而
し
て
後
ち
、
公
使
は
同
二
十
四
日
を
以
て
暹
羅
国
へ
帰
任
せ
ら
る
ゝ
趣
。

●
日
暹
寺
創
立
認
可
と
聨
合
制
規
〔
明
治
36
年
11
月
15
日　

第
一
〇
四
号
〕

彼
の
御
遺
形
奉
安
の
目
的
を
以
て
建
設
せ
ん
と
す
る
覚
王
山
日
暹
寺
の
創
立

許
可
は
、
去
月
十
六
日
其
筋
よ
り
認
可
さ
れ
た
る
由
。
其
指
令
文
は
左
の
如

し
。

　

愛
知
県
指
令
一
第
六
二
二
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
田
代
村
日
暹
寺
創
建
発
起
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
暦
寺
住
職
三
津
玄
深
外
二
十
五
名

　

明
治
三
十
六
年
九
月
十
八
日
付
願
日
暹
寺
創
建
の
件
許
可
す
。

　
　

但
し
創
建
の
上
は
、
其
旨
速
に
届
出
づ
べ
し
。

　
　
　

明
治
三
十
六
年
十
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
知
事　
　

深　

野　

一　

三

又
右
創
建
願
書
と
同
時
に
差
出
し
た
る
聨
合
制
規
並
に
明
細
帳
は
、
左
の
如

き
者
な
り
と
。

　
　
　
　

制　
　

規

　

暹
羅
国
皇
帝
陛
下
よ
り
釈
尊
御
遺
形
并
に
御
尊
像
を
本
邦
仏
教
徒
に
頒
貽

せ
ら
れ
た
る
に
付
、
大
聖
世
尊
の
洪
恩
に
報
じ
寄
贈
皇
帝
陛
下
の
叡
旨
に

答
へ
、
宗
教
を
宣
布
し
国
光
を
顕
揚
せ
ん
が
為
め
創
立
せ
ら
れ
た
る
寺
院

に
し
て
天
台
宗
、
天
台
宗
寺
門
派
、
天
台
宗
真
盛
派
、
真
言
宗
、
浄
土
宗

西
山
派
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
臨
済
宗
建
長
寺
派
、
臨
済
宗
円
覚
寺
派
、

曹
洞
宗
、
真
宗
大
谷
派
、
真
宗
高
田
派
、
真
宗
興
正
寺
派
、
真
宗
仏
光
寺

派
、
真
宗
出
雲
路
派
、
真
宗
誠
照
寺
派
、
真
宗
三
門
徒
派
、
真
宗
山
元

派
、
日
蓮
宗
、
時
宗
、
融
通
念
仏
宗
、
法
相
宗
、
華
厳
宗
、
真
言
律
宗
に

属
す
る
者
な
る
を
以
て
関
係
宗
派
商
議
の
上
、
左
の
条
々
を
協
定
し
之
を

覚
王
山
日
暹
寺
の
制
規
と
す
。

　

第
一
条　

日
暹
寺
住
職
は
其
任
期
を
一
ケ
年
と
し
、
左
の
順
序
に
従
ひ
関

係
宗
派
管
長
順
次
之
を
任
命
す
る
も
の
と
す
。

　
　
　

天
台
座
主
三
津
玄
深
、
天
台
宗
寺
門
派
長
吏
直
林
寛
良
、
同
宗
真
盛

派
管
長
石
山
覚
湛
、
真
言
宗
長
者
長
宥
匡
、
浄
土
宗
西
山
派
管
長
勝

川
相
善
、
臨
済
宗
建
長
寺
派
管
長
釈
宗
演
、
同
宗
円
覚
寺
派
管
長
釈

宗
演
、
曹
洞
宗
管
長
森
田
悟
由
、
真
宗
大
谷
派
管
長
大
谷
光
瑩
、
同

興
正
寺
派
管
長
華
園
沢
称
、
同
仏
光
寺
派
管
長
渋
谷
微
妙
定
院
、
同

出
雲
教
管
長
藤
善
聴
、
同
誠
照
寺
派
管
長
二
條
秀
源
、
同
三
門
徒
派

管
長
平
光
円
、
同
山
元
派
管
長
藤
原
善
住
、
時
宗
派
管
長
河
野
察
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阿
、
融
通
念
仏
宗
管
長
清
涼
得
善
、
法
相
宗
管
長
泰
行
純
、
華
厳
宗

管
長
佐
保
山
晋
円
、
真
言
律
宗
管
長
佐
伯
泓
澄

　
　
　
　

但
任
命
す
べ
き
當
番
宗
派
の
管
長
に
し
て
、
欠
員
又
は
事
故
の
為

め
に
任
命
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
時
は
、
逓
次
次
番
を
當
番
と
す
。

　

第
二
条　

日
暹
寺
輪
番
住
職
は
執
事
一
名
、
理
事
二
名
を
し
て
庶
務
を
処

理
せ
し
む
。
其
任
期
は
一
ケ
年
と
す
。

　
　
　

但
し
理
事
一
名
は
、
関
係
宗
派
の
評
議
員
会
之
を
選
任
し
、
其
任
期

を
三
ケ
年
と
す
。

　

第
三
条　

日
暹
寺
信
徒
の
互
選
に
よ
り
信
徒
総
代
十
名
を
置
く
。

　

第
四
条　

日
暹
寺
は
関
係
宗
派
一
千
ケ
寺
に
一
名
の
割
合
を
以
て
評
議
員

を
選
出
し
、
評
議
員
会
を
組
織
す
。
其
任
期
は
三
ケ
年
と
す
。

　
　

評
議
員
会
規
定
は
別
に
之
を
定
む
。

　
　

会
期
は
毎
年
三
月
五
日
よ
り
同
月
十
日
迄
と
す
。

　
　

評
議
員
会
に
提
出
す
べ
き
事
項

　
　
　

一
財
産
管
理
の
方
法

　
　
　

二
毎
年
度
の
収
支
予
算

　

第
五
条　

評
議
員
会
は
顧
問
三
名
を
関
係
各
宗
派
管
長
の
中
よ
り
選
出

し
、
其
任
期
は
三
ケ
年
と
す
。

　

第
六
条　

輪
番
住
職
は
毎
年
四
月
一
日
に
交
代
し
、
新
任
を
し
て
日
暹
寺

を
統
管
す
べ
し
。

　

第
七
条　

日
暹
寺
輪
番
住
職
は
、
評
議
員
の
決
議
を
経
て
関
係
管
長
の
許

可
を
得
る
に
非
ざ
れ
ば
負
債
を
起
し
、
其
他
財
産
上
の
処
分
を
為
す
事

を
得
ず
。

　

第
八
条　

日
暹
寺
輪
番
住
職
は
、
毎
月
其
収
支
決
算
書
を
調
製
し
て
関
係

宗
派
管
長
に
報
告
す
べ
し
。

　

第
九
条　

當
番
宗
派
管
長
は
輪
番
住
職
中
、
事
務
の
請
願
文
書
の
往
復
等

に
奥
書
す
る
の
義
務
を
有
す
。

　

第
十
条　

日
暹
寺
執
事
は
、
輪
番
住
職
に
依
り
選
任
せ
ら
れ
、
其
旨
を
承

け
寺
門
の
内
外
の
事
務
を
執
行
す
。

　

第
十
一
条　

日
暹
寺
理
事
二
名
の
内
、
一
名
は
輪
番
住
職
之
を
任
命
し
、

関
係
宗
派
評
議
員
よ
り
選
出
す
。

　

第
十
二
条　

日
暹
寺
信
徒
総
代
は
収
支
決
算
等
財
務
に
参
与
し
、
寺
門
外

護
の
義
務
を
有
す
。

　

第
十
三
条　

日
暹
寺
顧
問
は
寺
門
の
内
外
と
協
商
し
て
、
財
法
二
途
の
円

満
を
計
る
責
任
を
有
す
。

　

第
十
四
条　

日
暹
寺
職
員
は
、
寺
産
明
細
帳
并
に
仏
具
什
器
の
台
帳
を
設

備
し
違
乱
な
く
引
継
を
了
す
る
の
責
任
を
有
す
。

　

第
十
五
条　

日
暹
寺
輪
番
住
職
并
に
職
員
違
規
あ
る
に
際
し
て
は
、
在
籍

は
派
の
規
定
に
拠
り
當
該
宗
派
管
長
懲
戒
処
分
を
為
す
も
の
と
す
。

　

第
十
六
条　

制
規
は
評
議
員
会
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
て
、
関
係
各

宗
派
管
長
の
承
認
を
得
る
に
非
ざ
れ
ば
変
更
す
る
を
得
ず
。

　
　
　
　

明　

細　

表

　
　
　
　
　
　
　

尾
張
国
愛
知
郡
田
代
村　

覚
王
山　

日　
　

暹　
　

寺

一
、
本　

尊　

釈
迦
牟
尼
仏　

一
、
開
創　

明
治
三
十
六
年
中
聨
合
各
宗
派

協
同
開
創

一
、
由　

緒　

明
治
三
十
三
年
中
、
暹
羅
国
王
陛
下
よ
り
本
邦
仏
徒
へ
御
頒
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貽
せ
ら
れ
た
る　

印
度
涅
波
羅
領
藍
毘
尼
国
園
の
西
南
五
里
余
の
地
に
於

て
、
英
人
ペ
ツ
ペ
氏
の
発
掘
せ
る
八
大
舎
利
塔
中
第
五
塔
に
奉
安
せ
る
釈

尊
御
遺
形
一
分
と
同
王
室
伝
来
の
降
魔
形
の
金
製
坐
像
を
奉
安
護
持
す
る

為
め
、
浄
地
を
卜
し
て
聨
合
各
宗
派
の
建
設
す
る
も
の
な
り
。

一
、
境
内
地　

一
万
二
千
六
百
坪　

一
、
境
外
所
有
地　

十
万
七
百
七
十
坪

　

信
徒　

十
万
五
千
人　

一
、
管
轄
庁
距
離　

三
十
五
町
三
十
二
間

収
支
予
算　

▲
菩
提
門
（
七
間
、
四
間
）
壱
万
五
千
円
▲
外
周
土
塀
六
千
弐

百
弐
拾
五
円
▲
西
北
院
（
四
間
）
五
万
四
千
円
▲
同
周
囲
塀
参
千
参
百
円
▲

同
唐
門
（
三
間
、
一
間
）
弐
千
四
百
円
▲
参
拝
堂
（
十
一
間
、
八
間
）
八
万

八
千
円
▲
本
堂
（
十
五
間
、
□
二
間
）
拾
八
万
円
▲
回
廊
（
二
間
、
三
十
五

間
）
壱
万
五
百
円
▲
客
殿
（
五
間
、
五
□
間
）
参
万
参
千
七
百
五
拾
円
▲
事

務
所
（
十
間
、
二
十
五
間
）
四
万
参
千
三
百
五
拾
円
▲
庫
裡
（
八
間
、
十
六

間
）
壱
万
九
千
弐
百
円
▲
厠
（
二
ケ
所
）
四
百
八
拾
円
▲
物
置
納
屋
（
四

間
、
十
六
間
）
壱
千
弐
百
八
拾
円
▲
諸
雑
費
及
予
備
金　

四
万
弐
千
百
拾
五

円
▲
合
計
五
拾
万
円

一
金
五
拾
万
円
寄
付
金
総
高　

内
金
弐
拾
弐
万
五
千
円
愛
知
県
下
現
在
寄
付

申
込
高
、
明
治
三
十
六
年
六
月
よ
り
三
十
七
年
末
月
迄
収
入
、
金
弐
拾
七
万

五
千
円
、
同
三
十
八
年
よ
り
同
三
ケ
年
間
各
府
県
寄
付
募
集
高
。

又
右
の
諸
願
書
に
調
印
せ
る
宗
派
は
天
台
宗
、
同
寺
門
派
、
同
真
盛
派
、
真

言
宗
、
浄
土
宗
西
山
派
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
同
建
長
寺
派
、
同
円
覚
寺

派
、
曹
洞
宗
、
真
宗
大
谷
派
、
同
高
田
派
、
同
興
正
寺
派
、
同
仏
光
寺
派
、

同
出
雲
寺
派
、
同
誠
照
寺
派
、
同
三
門
徒
派
、
同
山
元
派
、
日
蓮
宗
、
時

宗
、
融
通
念
仏
宗
、
法
相
宗
、
華
厳
宗
、
真
言
律
宗
に
し
て
、
日
暹
寺
は
右

廿
三
宗
派
に
て
共
同
護
持
す
べ
き
も
の
な
り
と
。
而
し
て
同
寺
の
首
先
住
職

は
天
台
座
主
に
し
て
、
前
座
主
三
津
玄
深
師
は
病
気
の
た
め
去
月
限
り
に
て

退
職
し
、
後
任
に
大
坂
四
天
王
寺
住
職
吉
田
源
応
師
就
職
、
既
に
其
筋
の
認

可
を
も
経
た
る
に
付
、
同
時
に
日
暹
寺
住
職
兼
任
の
許
可
を
も
内
務
省
へ
申

請
し
た
る
筈
な
り
。
尚
去
月
、
右
聨
合
各
宗
派
管
長
は
同
月
廿
日
稲
垣
公
使

の
帰
任
に
托
し
、
暹
羅
国
宮
内
大
臣
迄
右
日
暹
寺
創
建
決
定
の
儀
に
付
、
左

の
如
き
上
表
文
を
呈
し
た
り
と
。

　

大
日
本
仏
教
各
宗
管
長
等
仏
陀
照
鑑
の
下
に
謹
で
一
書
を
裁
し
、

　

大
暹
羅
国
皇
帝
陛
下
に
伏
奏
す
る
の
光
栄
を
有
す
。
去
る
明
治
三
十
三
年

六
月
十
五
日
恩
頒
を
忝
う
せ
し
釈
迦
牟
尼
仏
御
遺
形
并
に
金
像
仏
を
奉
安

の
為
め
、
今
回
尾
張
国
名
古
屋
市
付
近
田
代
村
の
勝
地
を
撰
て
奉
安
殿
を

建
築
す
る
事
に
決
定
し
、
既
に
日
本
政
府
の
許
可
を
得
て
寺
号
を
覚
王
山

日
暹
寺
と
称
し
、
奉
安
護
持
し
永
く

　

貴
国
皇
帝
陛
下
恩
頒
の
慶
を
不
朽
に
伝
へ
以
て
、
仏
教
各
宗
派
及
び
信
徒

等
報
恩
謝
徳
の
意
を
尽
さ
ん
と
す
。
伏
て
願
く
ば
閣
下
此
意
を
諒
し
、

　

貴
国
皇
帝
陛
下
に
下
名
等
の
摯
実
な
る
誠
意
を
執
奏
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希

望
の
至
り
に
堪
へ
ず
。
茲
に
下
名
等
は
謹
で

　

大
暹
羅
国
皇
帝
陛
下
の
万
歳
を
奉
祝
し
、
併
て
閣
下
に
対
し
満
腔
の
敬
意

を
表
す
。

　
　

大
日
本
明
治
三
十
六
年
十
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
台
座
主
以
下
廿
三
宗
派
管
長
連
名

　
　
　

大
暹
羅
国
皇
帝
陛
下
の

　
　
　
　
　
　
　

宮
内
大
臣
閣
下
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尚
右
の
上
表
文
は
、
極
め
て
美
麗
な
る
大
版
、
式
紙
形
の
金
泥
紙
に
認
め
、

添
ゆ
る
に
仏
蘭
西
文
に
訳
し
た
る
者
を
も
付
し
た
り
と
。
右
仏
文
の
訳
者
は

京
都
商
業
会
議
所
書
記
長
心
得
小
林
力
弥
氏
の
手
を
仮
り
た
る
者
の
由
に

て
、
同
氏
の
仏
文
に
堪
能
な
る
に
は
稲
垣
氏
も
右
の
訳
文
を
見
て
讃
美
し
た

り
と
。
又
同
寺
に
て
は
去
月
二
十
六
日
、
日
暹
寺
の
建
設
地
へ
建
標
式
を
挙

げ
た
る
由
な
る
が
、
其
際
日
置
副
会
長
の
朗
読
せ
し
祝
文
は
左
の
如
し
。

　

大
日
本
明
治
三
十
六
年
十
月
二
十
五
日
、
愛
知
県
愛
知
郡
田
代
村
字
月
見

阪
に
覚
王
山
日
暹
寺
建
築
地
の
標
を
建
つ
。
恭
く
惟
る
に
、
霊
気
の
鐘
攸

大
地
清
く
山
川
草
木
自
ら
潤
沢
す
。
此
の
地
曩
に
各
宗
委
員
踏
査
撰
定
の

時
に
當
た
り
、
蟄
龍
昇
天
の
瑞
あ
り
、
以
て
衆
目
を
驚
か
し
た
り
。
爾
後

区
々
の
世
評
あ
り
と
雖
も
、
宛
転
今
日
に
至
り
て
実
に
此
の
挙
を
見
る
。

蓋
し
奇
遇
と
云
ふ
べ
し
。
然
れ
共
荊
棘
尚
ほ
路
に
横
り
、
鈯
斧
拈
提
其
の

人
を
待
つ
ゝ
あ
り
。
憶
ふ
に
、
大
聖
釈
迦
牟
尼
如
来
在
世
の
時
、
帝
釈
一

茎
草
を
拈
し
て
地
上
に
挿
で
曰
、
梵
刹
建
立
し
畢
り
ぬ
と
。
今
此
の
機
縁

に
撞
着
し
て
感
転
た
余
あ
り
。
記
し
て
以
て
天
龍
輦
を
推
し
、
法
輪
常
に

転
ず
る
の
時
を
竣
つ
。
謹
ん
で
祝
す
。

　
　
　
　

●
河
村
氏
の
美
挙

昨
年
来
、
仏
教
各
宗
派
に
て
は
稲
垣
公
使
の
通
牒
に
接
し
、
暹
羅
皇
室
付
属

図
書
館
へ
其
宗
派
所
依
の
経
典
を
寄
贈
し
た
る
が
、
今
回
稲
垣
公
使
の
帰
任

に
際
し
、
本
誌
発
行
所
貝
葉
書
院
主
人
河
村
泰
太
郎
氏
は
、
本
誌
主
任
上
村

氏
の
勧
奨
に
任
せ
同
院
の
版
刻
に
係
る
経
巻
の
中
、
宮
様
本
と
称
す
る
法
華

経
、
金
光
明
経
等
大
凡
廿
五
種
の
経
を
、
大
中
小
共
に
全
巻
数
五
十
余
点
を

特
別
製
の
美
装
と
な
し
、
上
村
氏
の
手
を
経
て
稲
垣
公
使
に
托
し
、
同
皇
室

の
図
書
館
へ
献
納
し
た
り
と
近
来
の
美
挙
と
謂
ふ
べ
し
。

●
日
暹
寺
と
各
宗
派
会
〔
明
治
36
年
12
月
15
日　

第
一
〇
五
号
〕

今
回
創
建
許
可
を
得
た
る
覚
王
山
日
暹
寺
住
職
は
、
同
寺
制
規
第
一
条
に
依

り
同
盟
二
十
三
宗
派
管
長
の
輪
番
を
以
て
一
年
間
宛
就
職
す
べ
く
、
第
一
番

は
天
台
宗
座
主
な
る
を
以
て
、
吉
田
源
応
師
は
去
月
十
九
日
名
古
屋
に
到

り
、
仏
舎
利
奉
安
の
万
松
寺
に
入
り
た
る
趣
き
、
大
菩
提
会
副
会
長
日
置
黙

仙
師
よ
り
京
都
各
宗
派
管
長
ヘ
通
知
あ
り
た
り
。
吉
田
師
は
自
今
延
暦
寺
本

坊
、
大
菩
提
会
本
部
并
に
天
王
寺
の
三
ケ
所
へ
一
ケ
月
に
一
度
宛
は
登
堂
す

る
筈
な
り
と
。
又
同
師
の
今
回
赴
任
し
た
る
に
就
て
は
、
本
月
二
日
午
後
一

時
よ
り
菩
提
会
本
部
に
於
て
、
各
宗
派
管
長
並
に
重
役
会
議
を
開
き
た
る
由

な
る
が
、
其
議
案
の
重
な
る
は
左
の
如
し
。

第
一
号
案　

日
本
大
菩
提
会
は
覚
王
山
日
暹
寺
に
属
し
、
同
寺
創
建
事
業
及

び
寄
付
金
募
集
の
事
務
を
担
任
す
る
も
の
と
す
。
覚
王
山
日
暹
寺
と
日
本
大

菩
提
会
と
会
計
を
別
途
に
す
る
事
。

第
二
号
案　

日
本
大
菩
提
会
会
則
改
正
案
。

●
日
暹
寺
の
事
〔
明
治
37
年
１
月
15
日　

第
一
〇
六
号
〕

御
遺
形
を
一
昨
年
十
一
月
、
名
古
屋
に
移
さ
れ
し
以
来
募
集
せ
る
覚
王
殿
建

設
の
寄
付
金
は
、
今
日
迄
の
入
帳
一
万
余
円
に
及
べ
る
も
悉
く
費
消
し
果
し

た
れ
ば
、
遂
に
去
る
十
一
月
下
旬
の
如
き
は
、
些
の
入
金
も
な
く
薪
炭
の
料

に
も
窮
し
、
岐
阜
瓦
町
野
須
新
兵
衛
氏
よ
り
三
千
円
の
高
利
を
借
入
れ
て
其

日
を
過
せ
る
次
第
な
る
由
に
て
、
現
今
の
仮
安
置
所
万
松
寺
は
、
當
初
関
係
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者
よ
り
徳
川
家
を
説
き
、
口
約
を
以
て
一
箇
月
六
十
円
に
て
借
受
け
た
る
も

の
な
る
に
、
其
借
料
を
支
払
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
正
式
取
定
の
手
続
も
為

さ
ゞ
る
よ
り
末
寺
及
び
信
徒
総
代
協
議
の
上
、
其
責
任
あ
る
吉
田
禄
在
氏
に

再
三
迫
り
、
尚
又
日
置
黙
仙
師
に
交
渉
せ
し
も
共
に
要
領
を
得
ず
。
因
て
昨

冬
開
け
る
各
宗
管
長
会
議
に
事
情
を
具
申
し
た
る
か
是
亦
埒
明
か
ざ
る
よ

り
、
遂
に
法
類
総
代
近
藤
得
昇
氏
に
全
権
を
委
任
し
、
名
古
屋
弁
護
士
岡
田

芳
蔵
氏
を
代
人
と
し
て
、
執
達
吏
金
子
健
太
郎
氏
よ
り
左
の
書
類
を
送
達
せ

し
由
、
洵
に
痛
ま
し
き
事
と
云
べ
し
。

　

従
来
認
め
ら
れ
た
る
万
松
寺
堂
宇
賃
借
の
契
約
は
之
を
解
除
す
。
若
し
引

続
き
御
使
用
相
成
る
に
於
て
は
、
来
る
二
十
一
日
迄
に
改
め
契
約
の
締
約

を
望
む
。
万
一
同
日
迄
に
契
約
成
立
せ
ざ
る
に
於
て
は
、
御
使
用
成
ら
ざ

る
も
の
と
承
知
す
。

 
住　

職　

吉
川　

義
道

 

訴
訟
代
理
人　

岡
田　

芳
蔵

　
　

明
治
三
十
六
年
十
二
月
十
五
日

　
　
　
　
　

日
暹
寺
住
職
吉
田
源
応
殿

●
菩
提
会
の
悲
境
〔
明
治
37
年
４
月
15
日　

第
一
〇
九
号
〕

覚
王
山
日
暹
寺
建
築
募
集
の
為
め
、
各
宗
派
管
長
の
調
印
請
求
中
の
処
、
大

谷
派
本
山
は
委
任
状
の
不
完
全
を
口
実
に
し
て
拒
抗
す
る
処
と
な
り
、
其
他

の
本
山
は
時
節
柄
不
穏
當
の
挙
動
な
り
と
て
、
忠
告
的
の
下
に
味
ま
く
謝
絶

さ
る
ゝ
処
よ
り
菩
提
会
の
悲
境
は
益
々
其
度
を
進
め
つ
ゝ
有
り
と
云
ふ
。

▲
遠
藤
龍
眠
師
〔
明
治
37
年
６
月
15
日　

第
一
一
一
号
〕

明
治
三
十
二
年
以
来
暹
羅
国
に
航
し
て
布
教
に
従
事
し
た
る
同
師
は
、
去
る

四
月
十
八
日
更
に
鉄
錫
を
南
洋
に
飛
し
マ
ニ
ラ
ユ
ヤ
、
マ
ン
メ
リ
カ
街
に
南

天
寺
と
号
す
る
一
寺
を
建
立
し
、
不
日
入
仏
式
を
挙
ぐ
る
由
。
箇
人
と
し
て

此
壮
挙
あ
る
は
同
師
の
名
誉
た
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
仏
教
界
の
慶
事
と
謂

べ
し
。

●
妙
心
寺
派
本
山
の
不
始
末
〔
明
治
37
年
９
月
15
日　

第
一
一
四
号
〕

洛
西
花
園
妙
心
寺
は
臨
済
宗
各
派
中
尤
も
多
く
の
末
寺
を
有
し
、
従
て
財
力

も
比
較
的
に
優
勢
な
り
し
が
、
夫
の
仏
骨
奉
迎
後
、
同
山
議
事
前
田
誠
節
師

之
に
関
係
以
来
種
々
の
情
実
、
乃
至
菩
提
会
の
前
途
発
達
上
余
儀
な
く
寺
班

基
金
の
公
債
証
を
以
て
現
金
に
代
へ
融
通
し
始
め
し
よ
り
財
政
上
非
常
の
混

乱
を
来
し
、
爾
来
京
都
銀
行
に
五
万
円
、
四
十
九
銀
行
に
五
万
円
、
美
濃
大

橋
銀
行
に
五
万
円
（
内
弐
万
円
返
済
）、
又
花
園
学
林
、
敷
地
建
物
を
担
保

と
し
て
壱
万
弐
千
円
を
片
山
某
よ
り
借
入
れ
、
外
に
も
種
々
の
取
引
あ
る
由

に
て
合
計
拾
八
万
円
程
放
出
の
形
迹
あ
り
。
為
に
去
月
二
十
日
前
後
よ
り
、

同
山
は
非
常
の
紛
擾
を
来
し
、
常
置
委
員
は
勿
論
、
同
派
の
宿
老
等
も
種
々

凝
議
中
の
趣
な
る
が
、
要
す
る
に
當
初
前
田
師
が
菩
提
会
に
貴
重
な
る
寺
班

金
の
一
部
を
融
通
し
た
る
は
多
少
の
野
心
あ
り
し
な
ら
ん
も
、
全
く
之
を
費

消
し
た
る
に
非
れ
ば
、
一
分
の
大
に
諒
す
べ
き
所
あ
る
と
共
に
、
當
初
よ
り

菩
提
会
に
加
盟
し
た
る
同
盟
各
宗
派
は
、
此
際
同
派
の
悲
境
を
見
て
対
岸
の

火
災
視
す
る
は
義
に
於
て
忍
び
ざ
る
所
な
る
べ
し
と
云
者
あ
り
。

▲
日
暹
寺
住
職
交
代
と
仏
骨
遷
座　

名
古
屋
な
る
覚
王
山
日
暹
寺
の
住
職
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は
、
立
教
開
宗
の
新
古
に
依
り
て
順
次
交
番
任
期
を
一
年
と
し
、
昨
年
八
月

天
台
座
主
吉
田
源
応
師
就
任
し
た
る
が
、
今
月
は
満
期
に
付
、
逓
次
番
た
る

天
台
宗
真
盛
派
管
長
石
山
覚
湛
師
交
代
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
た
り
。
又
月

見
坂
十
万
坪
の
地
は
既
に
登
記
済
み
と
な
り
、
仮
覚
王
殿
の
工
事
中
な
る
が

去
月
十
五
日
盂
蘭
盆
会
を
以
て
地
鎮
式
を
行
ひ
、
十
一
月
十
五
日
は
京
都
よ

り
名
古
屋
に
遷
座
の
日
な
る
を
以
て
紀
念
の
為
め
、
同
日
万
松
寺
仮
殿
よ
り

新
築
月
見
坂
覚
王
殿
に
遷
座
す
る
こ
と
と
な
り
た
る
由
。

▲
村
田
寂
順
師
退
隠
の
説
〔
明
治
37
年
10
月
15
日　

第
一
一
五
号
〕

妙
法
院
門
跡
た
る
同
師
は
、
近
来
周
囲
の
紛
糾
せ
る
事
情
の
た
め
、
絶
へ
ず

病
苦
に
悩
ま
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
由
な
る
が
、
今
回
妙
心
寺
派
の
事
件
発
生
以

来
、
四
囲
の
事
情
も
漸
く
迫
り
来
り
て
、
師
が
退
隠
は
近
き
内
に
事
実
に
現

は
る
ゝ
べ
し
と
。

●
各
宗
派
管
長
委
員
会
〔
明
治
37
年
12
月
15
日　

第
一
一
七
号
〕

曽
て
大
菩
提
会
負
債
整
理
に
関
し
、
各
宗
派
管
長
会
を
開
か
ん
筈
な
り
し

も
、
彼
の
妙
心
寺
事
件
起
り
し
よ
り
頓
挫
、
今
日
に
及
び
し
が
一
方
、
妙
心

寺
対
菩
提
会
賃
借
の
関
係
益
迫
り
し
を
以
て
、
何
時
迄
も
此
侭
打
捨
て
置
く

べ
き
に
あ
ら
ず
と
し
、
本
月
五
日
大
仏
妙
法
院
に
於
て
各
宗
派
管
長
会
発
起

委
員
会
を
開
き
、
左
の
数
項
を
決
議
し
た
り
。

　

第
一
、
大
菩
提
会
負
債
の
内
、
小
口
整
理
は
名
古
屋
有
志
者
と
各
宗
委
員

と
協
定
せ
る
五
万
円
の
残
金
壱
万
弐
千
円
を
以
之
に
充
つ
る
事
。

　

第
二
、
前
項
以
外
の
負
債
は
、
有
力
な
る
債
権
者
と
交
渉
の
上
整
理
の
方

法
を
講
ず
る
事
。

　

第
三
、
前
記
の
交
渉
を
遂
ぐ
る
為
、
二
名
の
委
員
を
選
定
す
る
事
。
但
委

員
は
興
正
寺
派
委
員
、
天
台
宗
委
員
の
二
名
に
嘱
託
す
。

　

第
四
、
前
項
の
交
渉
を
遂
げ
し
結
果
、
更
に
委
員
会
を
開
設
す
る
や
否
や

を
決
定
す
る
事
。

　
　

●
覚
王
殿
と
暹
羅
公
使

仏
骨
遷
座
式
に
参
列
せ
し
暹
羅
公
使
は
、
今
後
建
設
す
可
き
仏
骨
奉
安
の
正

殿
に
限
り
て
暹
羅
式
を
用
ひ
る
事
と
せ
ば
、
自
分
は
此
趣
を
自
国
の
陛
下
に

伝
奏
し
、
陛
下
の
御
助
成
を
仰
ぐ
事
に
尽
力
す
可
し
と
て
賛
同
を
慫
慂
し
た

り
と
の
伝
説
あ
り
。

▲
妙
心
寺
事
件
の
予
審
終
結（
有
罪
）〔
明
治
37
年
12
月
15
日　

第
一
一
七
号
〕

前
田
誠
節
、
釈
等
顧
等
に
係
る
刑
事
被
告
事
件
は
、
曽
て
京
都
地
方
裁
判
所

に
於
て
取
調
中
の
処
、
先
頃
予
審
終
結
し
被
告
誠
節
、
等
顧
及
び
片
山
茂
三

郎
、
樺
井
保
親
の
四
名
は
各
重
罪
公
判
に
、
被
告
尾
木
久
保
、
石
田
尚
徳
の

両
名
は
各
軽
罪
公
判
に
付
す
る
旨
決
定
せ
ら
れ
た
り
。

▲
宝
物
差
押　

同
寺
は
大
橋
銀
行
よ
り
有
体
財
産
の
差
押
を
受
け
た
る
が
、

債
権
は
二
万
八
千
円
の
元
金
に
違
約
金
九
千
六
百
円
（
本
年
六
月
よ
り
十
一

月
中
）
と
高
歩
を
利
子
加
へ
三
万
九
千
円
を
以
て
請
求
額
と
せ
し
に
対
し
、

非
常
に
入
込
み
た
る
事
情
の
為
元
金
二
万
八
千
円
を
一
万
五
千
円
に
減
額
す

べ
し
と
談
判
し
た
る
も
纏
ら
ず
、
既
記
公
然
の
催
促
を
受
け
ん
に
は
、
利
子

も
當
然
の
歩
合
と
せ
ば
、
大
に
請
求
額
を
減
ず
べ
く
、
又
違
約
金
に
就
て
は

抗
弁
の
理
由
も
あ
れ
ど
、
姑
く
大
橋
銀
行
の
為
す
が
侭
に
任
せ
置
き
、
訴
訟
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の
上
其
権
利
を
争
ふ
べ
し
と
決
定
し
た
る
に
付
、
大
橋
銀
行
は
一
万
五
千
円

に
減
ず
る
事
は
到
底
承
諾
し
得
る
も
の
に
あ
ら
ず
と
て
、
愈
本
月
二
日
よ
り

三
日
に
掛
け
、
執
達
吏
田
中
恭
次
郎
、
渡
島
幸
明
の
二
名
に
て
差
押
に
着
手

し
た
る
由
。
而
し
て
其
差
押
を
受
け
た
る
動
産
は
大
、
小
方
丈
に
現
在
す
る

軸
物
、
書
院
廻
り
装
飾
品
、
建
具
畳
、
膳
椀
、
文
具
、
書
籍
其
他
雑
品
に

て
、
殆
ど
千
点
に
近
き
も
代
価
に
見
積
れ
ば
三
千
円
許
り
な
り
。
本
月
十
日

雑
売
払
を
執
行
し
て
不
足
額
を
定
め
、
夫
よ
り
妙
心
寺
建
物
の
競
売
を
為
す

筈
な
る
も
、
妙
心
寺
は
右
行
為
は
不
都
合
な
り
と
て
京
都
地
方
裁
判
所
へ
異

議
の
申
立
を
為
し
た
れ
ば
、
自
然
延
期
す
べ
し
。

▲
宣
誡
状　

同
派
教
務
本
所
に
て
は
、
去
月
十
日
前
田
、
釈
の
両
人
に
宣
誡

状
を
発
し
、
両
人
と
も
宗
内
擯
斥
に
処
し
た
り
。
其
状
に
曰
く

　
　
　
　
　
　

山
城
国
葛
野
郡
花
園
村
本
派

　
　
　
　
　
　

別
格
地
龍
泉
菴
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前　

田　

誠　

節

　

右
本
派
議
事
在
職
中
、
本
山
ノ
名
義
ヲ
詐
称
シ
及
ビ
本
山
住
職
ノ
委
任
状

ヲ
偽
造
シ
、
之
ヲ
実
用
シ
其
結
果
遂
ニ
本
派
ノ
財
産
ヲ
安
固
ナ
ラ
ザ
ル
ニ

至
ラ
シ
メ
、
且
ツ
其
不
正
行
為
ヨ
リ
影
響
ヲ
末
派
ニ
及
ボ
シ
、
本
山
ノ
威

厳
ヲ
失
墜
セ
シ
メ
タ
リ
。

　

以
上
ノ
事
実
ハ
、
本
歳
八
月
廿
一
日
本
派
管
長
ニ
自
白
シ
、
其
際
誠
節
ヨ

リ
提
出
シ
タ
ル
書
面
ニ
徴
シ
、
明
ニ
シ
テ
書
面
中
日
本
大
菩
提
会
ニ
関
ス

ル
陳
弁
ハ
、
誠
節
一
己
ノ
妄
断
ニ
過
ギ
ザ
ル
ヲ
以
テ
違
規
ノ
理
由
相
立
タ

ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
。

　

依
テ
之
ヲ
本
派
懲
誡
例
ニ
照
ス
ニ
、
第
一
本
山
住
職
ノ
委
任
状
ヲ
偽
造

シ
、
実
用
シ
タ
ル
行
為
ハ
同
例
第
八
条
第
五
項
ニ
該
當
シ
、
第
二
影
響
ヲ

末
派
ニ
及
ボ
シ
、
本
山
ノ
威
厳
ヲ
失
墜
セ
シ
メ
タ
ル
行
為
ハ
同
例
第
一
項

ニ
問
フ
ベ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
、
左
ノ
如
ク
之
ヲ
処
分
ス
。

　
　

前
田
誠
節
ハ
擯
斥
ニ
処
ス

　
　
　

明
治
三
十
七
年
十
一
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
務
本
所

　
　
　
　
　
　

山
城
国
葛
野
郡
花
園
村
本
派

　
　
　
　
　
　

一
等
地
春
光
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈　

等　

顧

　

右
本
派
執
事
在
職
中
、
等
顧
ノ
保
管
ニ
属
ス
ル
本
派
ノ
財
産
ニ
対
シ
、
不

正
行
為
ヲ
ナ
シ
、
其
結
果
影
響
ヲ
末
派
ニ
及
ボ
シ
、
本
山
ノ
威
厳
ヲ
失
墜

セ
シ
メ
タ
リ
。

　

以
上
ノ
事
実
ハ
、
教
務
本
所
ノ
確
認
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
違
規
行
為
ニ
対
シ

何
等
ノ
口
実
ア
リ
ト
雖
ド
モ
、
畢
竟
本
派
綱
目
無
視
ノ
罪
戻
ヲ
免
レ
ズ
。

況
ヤ
刑
事
ノ
被
告
ト
ナ
リ
、
縲
紲
ノ
ヲ
辱
ヲ
受
ク
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
夫
レ

之
ヲ
何
ト
カ
云
ハ
ン
ヤ
。

　

依
テ
本
派
懲
誡
例
第
八
条
第
一
項
ニ
問
ヒ
、
左
ノ
如
ク
之
ヲ
処
分
ス
。

　
　

釈
等
顧
ハ
擯
斥
ニ
処
ス
。

　
　
　

明
治
三
十
七
年
十
一
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

妙
心
寺
派
教
務
本
所
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我
が
仏
教
各
宗
派
當
路
の
無
責
任
〔
明
治
38
年
２
月
15
日　

第
一
一
九
号
〕

甞
て
は
、
我
が
仏
教
各
宗
派
合
同
の
下
に
組
織
し
た
る
日
本
大
菩
提
会
の
副

会
長
と
し
て
、
各
宗
派
の
委
員
を
操
縦
し
、
出
で
ゝ
は
當
時
臨
済
宗
十
余
派

を
代
表
し
て
御
遺
形
を
遠
く
暹
羅
に
奉
迎
し
、
国
王
陛
下
に
咫
尺
す
る
の
光

栄
を
荷
ひ
、
入
り
て
は
三
千
五
百
の
末
刹
を
有
す
る
大
本
山
妙
心
寺
の
議
事

と
し
て
、
管
長
ま
で
を
も
手
中
の
者
と
し
て
宗
権
宗
威
を
一
身
に
積
め
た
る

前
田
誠
節
は
、
去
月
二
十
四
日
の
午
前
京
都
地
方
裁
判
所
刑
事
第
一
廷
に
、

未
決
囚
人
の
網
笠
を
戴
き
、
其
衽
に
は
番
号
を
記
し
た
る
白
色
の
布
片
を
付

し
、
此
事
件
の
連
類
者
五
名
の
先
頭
に
立
ち
、
看
守
厳
護
の
下
に
入
り
来
り

て
、
彼
れ
よ
り
先
き
に
入
廷
し
た
る
窃
盗
幾
犯
の
未
決
囚
と
其
席
を
同
ふ

し
、
判
官
の
面
前
に
一
揖
し
、
甞
て
事
を
共
に
し
た
る
等
顧
の
其
隣
席
に
踞

す
る
あ
る
も
一
語
を
だ
に
交
ゆ
る
を
得
ず
。
彼
れ
の
親
交
者
幾
人
が
其
背
後

の
傍
聴
席
に
在
る
も
寒
誼
を
だ
に
叙
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
恰
か
も
屠
所

の
羊
の
如
く
な
り
き
、
吾
人
は
此
状
態
を
見
て
人
世
栄
枯
の
常
な
ら
ざ
る
を

感
じ
、
翻
つ
て
こ
の
事
件
の
独
り
前
田
并
に
妙
心
寺
の
恥
辱
の
み
に
非
ず
し

て
、
我
が
仏
教
界
の
一
大
汚
辱
な
る
こ
と
を
思
は
し
め
た
り
。

検
事
は
起
立
し
て
論
告
せ
り
。
其
容
姿
の
謹
厳
な
る
こ
と
秋
霜
の
如
く
、
其

語
気
の
荘
重
な
る
こ
と
烈
日
の
如
し
。
其
要
に
曰
く
、「
本
件
の
発
生
は
明

治
三
十
三
年
の
仲
夏
、
仏
教
各
宗
派
合
同
の
下
に
仏
骨
を
暹
羅
に
奉
迎
せ
ん

と
す
る
や
、
誠
節
も
其
奉
迎
使
の
一
人
に
當
り
、
尋
い
て
日
本
大
菩
提
会
の

創
立
せ
ら
る
ゝ
に
及
び
て
、
村
田
寂
順
を
会
長
に
、
誠
節
は
其
副
会
長
に
推

さ
れ
、
会
務
の
拡
張
に
伴
な
ひ
経
費
の
多
大
に
増
加
す
る
に
拘
ら
ず
、
寄
付

金
意
の
如
く
集
ら
ず
、
爰
に
於
い
て
誠
節
は
自
己
の
奉
職
す
る
妙
心
寺
に
公

債
の
存
在
す
る
を
奇
貨
と
し
一
時
流
用
し
た
る
に
起
因
す
云
々
」
と
縷
々
数

千
言
、
事
実
を
穿
ち
来
り
て
間
然
す
る
所
な
く
、
而
も
其
間
に
於
い
て
日
本

大
菩
提
会
の
名
は
幾
度
か
繰
返
さ
れ
、
た
め
に
思
は
ず
、
吾
人
を
し
て
我
が

仏
教
各
宗
派
當
路
の
無
責
任
は
終
に
此
の
最
大
悲
惨
な
る
事
件
を
発
生
せ
し

め
た
る
か
を
聨
想
し
、
転
た
感
慨
の
情
に
堪
へ
ざ
り
き
。

抑
も
此
事
件
の
起
因
た
る
や
、
一
に
前
田
一
輩
の
徒
の
搆
成
し
た
る
所
な
る

べ
き
も
、
其
原
因
に
遡
る
と
き
は
日
本
大
菩
提
会
の
財
政
不
如
意
よ
り
起
り

し
者
に
し
て
、
同
会
の
財
政
は
一
に
同
盟
各
宗
派
の
責
任
に
帰
せ
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
見
よ
大
菩
提
会
の
創
立
以
来
各
宗
派
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
り
て
其

寄
付
金
を
募
集
し
、
之
を
大
菩
提
会
に
資
し
た
る
か
、
加
之
彼
等
各
宗
派
の

委
員
は
如
何
な
る
方
法
を
構
じ
て
同
会
の
発
達
を
謀
り
、
会
長
副
会
長
以
下

の
行
動
を
監
視
し
之
を
激
励
し
た
る
か
。
徒
ら
に
妙
法
院
内
に
車
を
飛
ば
し

て
小
田
原
評
定
に
日
を
費
し
、
夜
陰
に
乗
じ
て
狭
斜
の
街
に
豪
游
を
試
み
た

る
の
外
、
何
等
の
画
策
、
何
等
の
謀
議
、
何
等
の
熱
誠
を
も
な
か
り
し
に
非

ず
や
。
而
も
彼
れ
前
田
某
は
天
性
多
少
の
才
略
を
有
し
、
又
幾
分
の
覇
気
に

富
み
、
二
十
年
来
正
法
山
の
事
務
を
管
掌
し
て
其
枢
機
を
把
握
し
、
跋
扈
趙

梁
の
余
宗
教
法
案
の
発
生
以
来
、
仏
骨
奉
迎
の
事
あ
る
や
各
宗
派
の
徒
は
、

靡
然
と
し
て
彼
れ
の
言
に
聴
き
、
彼
れ
の
策
に
応
じ
彼
れ
の
行
動
に
尾
し
、

其
結
果
今
次
の
醜
態
を
演
じ
た
る
者
に
し
て
、
此
は
一
に
我
が
仏
教
各
宗
派

當
路
者
の
不
明
と
無
責
任
と
に
原
因
す
る
や
明
ら
か
な
り
。
啻
に
不
明
と
無

責
任
な
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
れ
前
田
某
は
無
学
無
識
、
其
徳
行
の
欠
如
せ
る

こ
と
は
十
目
の
視
る
所
、
而
も
此
俗
僧
の
配
下
に
拝
趨
し
た
る
各
宗
派
の
徒

の
不
面
目
、
蓋
し
ま
た
此
上
や
あ
る
べ
き
。
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由
来
我
が
各
宗
派
の
當
路
は
概
ね
先
見
の
明
を
欠
き
、
徳
の
崇
ぶ
べ
く
、
行

の
欽
す
べ
き
者
少
な
く
、
徒
ら
に
虚
威
を
張
る
こ
と
を
の
み
知
り
て
、
其
余

に
於
い
て
何
等
の
取
る
べ
き
能
事
な
し
。
見
来
れ
ば
前
田
一
輩
の
兄
弟
に
非

ず
ん
ば
、
多
く
は
彼
れ
以
下
の
徒
の
み
。
此
等
の
徒
輩
に
よ
り
て
合
同
の
下

に
菩
提
会
を
起
し
、
宗
派
の
統
一
を
計
ら
ん
と
す
る
が
如
き
は
既
に
分
に
非

ざ
る
な
り
。
仮
り
に
宗
派
の
統
一
を
謀
り
得
た
り
と
す
る
も
、
是
れ
物
質
的

の
統
一
の
み
、
有
形
的
の
合
同
の
み
、
若
し
夫
れ
精
神
的
の
結
合
を
な
し
得

て
教
勢
の
発
展
を
図
ら
ん
と
す
る
が
如
き
は
、
木
に
縁
り
て
魚
を
求
む
る
よ

り
も
尚
ほ
堅
し
。

蓋
し
事
の
起
る
は
其
の
因
て
起
る
の
日
に
起
る
に
非
ず
。
今
次
妙
心
寺
事
件

の
発
生
は
、
菩
提
会
創
立
の
當
初
に
其
序
幕
を
開
ら
き
た
る
者
に
し
て
、
彼

等
の
な
し
た
る
設
計
と
理
想
と
は
、
當
時
多
少
の
智
識
あ
る
者
は
一
見
し
て

其
不
可
能
な
る
こ
と
を
業
に
既
に
勘
破
し
了
れ
り
。
然
る
に
無
謀
大
胆
に
し

て
先
見
の
明
な
き
彼
等
は
、
其
一
歩
は
一
歩
よ
り
前
程
に
深
渕
の
伏
在
す
る

を
も
顧
み
ず
、
野
猪
の
勇
を
鼓
し
て
此
事
業
を
成
功
せ
ん
と
し
、
負
債
に
負

債
を
重
ね
、
紛
擾
に
紛
擾
を
累
ね
、
一
敗
地
に
塗
れ
て
又
拾
収
す
べ
か
ら
ざ

る
の
悲
境
に
沈
溺
し
、
た
め
に
彼
れ
無
謀
の
張
本
人
と
も
見
つ
べ
き
前
田

は
、
自
己
の
地
位
よ
り
見
て
一
時
の
救
済
を
容
儀
な
く
す
べ
き
場
合
に
接
せ

り
。
今
之
を
事
に
例
せ
ん
か
、
十
余
の
児
童
が
游
戯
嚾
噪
、
其
の
己
れ
を
忘

れ
て
歓
楽
を
極
め
つ
ゝ
あ
る
の
時
、
誤
ま
つ
て
一
児
の
地
上
に
倒
れ
負
傷
を

な
し
た
り
と
せ
よ
。
前
の
歓
楽
は
一
時
に
消
滅
し
、
児
童
は
各
自
其
の
責
の

己
れ
に
帰
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
、
各
々
自
家
に
遁
走
し
て
知
ら
ざ
る
者
の
如

く
、
只
だ
其
負
傷
し
た
る
児
童
に
最
も
親
近
な
る
一
人
が
、
容
儀
な
く
も
之

が
介
抱
を
試
み
、
児
童
を
伴
ふ
て
之
れ
が
弁
解
を
な
さ
ゞ
る
を
得
ざ
る
が
如

し
。
前
田
一
輩
の
徒
は
即
ち
介
抱
し
弁
解
す
べ
き
位
置
に
立
ち
た
る
の
児
童

に
し
て
、
我
が
各
宗
派
の
當
事
者
は
逃
避
し
た
る
の
児
童
な
り
。
蓋
し
菩
提

会
創
立
の
當
初
之
れ
に
訂
盟
し
た
る
は
本
派
本
願
寺
、
浄
土
宗
鎮
西
派
、
日

蓮
宗
の
或
る
二
三
宗
派
を
除
く
の
外
、
我
が
仏
教
各
宗
派
は
悉
く
之
に
賛
同

し
た
る
に
非
ず
や
。
然
る
に
漸
次
當
初
の
企
画
の
遂
行
に
困
難
に
し
て
財
政

意
の
如
く
な
ら
ざ
る
を
見
る
や
、
諸
種
の
口
実
を
設
け
て
之
れ
が
逃
避
の
手

段
を
講
じ
、
曽
て
己
れ
等
が
歓
呼
声
裡
に
組
織
し
た
る
菩
提
会
の
果
し
て
何

者
の
た
め
に
作
り
た
る
団
体
な
る
か
を
さ
へ
忘
れ
、
遂
に
は
野
心
勃
々
た
る

前
田
一
流
の
徒
に
委
し
て
、
野
と
な
り
山
と
な
る
も
亦
た
与
か
り
知
ら
ざ
る

が
如
く
、
彼
れ
の
党
与
は
此
機
を
利
用
し
幾
多
の
姦
計
悪
策
を
構
じ
て
、
其

嚢
裏
を
満
た
さ
ん
と
し
、
計
画
意
の
如
く
な
ら
ず
。
遂
に
今
日
の
悲
惨
な
る

境
遇
に
沈
淪
す
る
に
至
り
し
者
に
し
て
、
之
を
外
に
し
て
は
我
が
仏
教
界
に

重
大
な
る
汚
辱
を
被
ら
し
め
、
之
を
内
に
し
て
は
仏
頭
糞
を
塗
り
て
乃
仏
乃

祖
の
恩
徳
を
蔑
視
す
る
に
至
れ
り
。
思
ふ
て
此
に
至
れ
ば
、
今
の
所
謂
方
袍

の
徒
は
獅
子
身
中
の
虫
な
り
。
今
の
所
謂
円
顧
は
道
義
の
撹
乱
者
な
り
。
其

自
ら
称
し
て
三
界
の
大
導
師
と
云
ひ
、
為
人
度
生
慈
教
垂
誨
と
云
ふ
が
如
き

は
既
に
是
れ
僣
越
の
沙
汰
な
り
。
自
家
の
醜
を
だ
に
防
く
能
は
ず
し
て
、
一

世
の
侮
辱
と
嘲
笑
と
を
買
ひ
つ
ゝ
も
尚
恬
然
と
し
て
羞
ぢ
ざ
る
が
如
き
は
、

既
に
是
れ
木
偶
な
り
無
神
経
な
り
。
百
千
の
経
巻
を
転
ず
る
も
何
か
せ
ん
。

百
座
の
説
法
も
放
屁
一
発
に
価
せ
ざ
る
な
り
。

洛
西
の
昿
原
に
伽
藍
は
巍
然
と
し
て
七
堂
備
は
り
、
末
派
は
三
千
五
百
刹
を

有
し
て
東
西
本
願
寺
に
雁
行
す
る
を
得
べ
く
幾
多
の
宗
匠
は
各
地
に
陣
を
張
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り
て
、
正
法
を
挙
揚
し
、
学
林
は
具
備
し
て
各
宗
派
の
そ
れ
に
模
範
と
な
す

に
足
る
べ
く
、
其
他
宗
派
と
し
て
の
設
備
は
整
頓
具
備
せ
る
に
も
拘
ら
ず
、

纔
か
に
十
余
万
の
寺
班
金
紛
失
に
驚
き
、
之
を
法
廷
に
訴
へ
て
其
是
非
を
決

せ
ん
と
し
、
全
仏
教
界
の
汚
辱
を
も
顧
み
ざ
る
妙
心
寺
派
當
事
者
の
心
事
は

云
は
ず
も
か
な
、
我
が
仏
教
各
宗
派
の
當
路
者
が
、
事
の
此
に
出
で
ざ
る
に

先
だ
ち
、
當
初
菩
提
会
に
加
盟
し
た
る
の
責
任
に
立
帰
り
、
惹
て
は
御
遺
形

の
尊
厳
を
冒
涜
す
る
の
恐
れ
あ
る
を
顧
念
し
、
之
れ
が
救
済
に
出
ず
べ
き

に
、
思
ひ
き
や
対
岸
の
火
災
視
し
て
傍
観
の
地
位
に
立
て
り
。
嗚
呼
何
等
の

冷
酷
、
何
等
の
無
情
ぞ
や
、
慈
悲
の
衣
を
着
し
、
忍
辱
の
袈
裟
を
搭
し
た
り

と
称
す
る
明
治
の
仏
弟
子
は
果
し
て
斯
く
の
如
き
者
な
り
や
。

前
田
の
罪
悪
は
自
業
自
得
な
り
、
仏
天
の
呵
責
な
り
、
神
人
共
に
恕
せ
ざ
る

べ
し
。
さ
れ
ど
彼
れ
一
姦
僧
の
罪
悪
は
累
を
菩
提
会
に
及
ぼ
し
て
、
我
が
仏

教
全
体
の
汚
点
に
帰
す
る
を
奈
何
せ
ん
。
釈
等
顧
の
罪
悪
は
自
縄
自
縛
な

り
。
関
山
国
師
大
寂
定
中
の
鞭
撻
な
り
。
さ
れ
ど
彼
れ
が
今
日
の
汚
名
は
正

法
山
幾
千
万
年
の
醜
体
に
は
非
ざ
る
か
、
三
千
の
末
寺
一
刹
に
参
拾
金
を
賦

課
す
と
せ
よ
、
拾
万
前
後
の
黄
金
は
之
を
寄
す
る
に
難
か
ら
ず
、
参
拾
の
阿

堵
物
は
之
れ
大
黒
尊
天
一
夜
の
阿
諂
を
買
ふ
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
大
黒
尊
天

三
千
の
阿
諂
を
一
回
減
却
す
れ
ば
、
正
法
山
百
千
万
年
の
名
誉
を
保
有
す
る

を
得
べ
く
、
我
が
全
仏
教
界
の
威
厳
と
御
遺
形
の
尊
厳
は
既
に
廻
爛
せ
ん
と

し
つ
ゝ
あ
る
中
に
も
、
尚
一
分
の
汚
点
を
減
ず
る
を
得
べ
か
り
し
に
、
惜
む

べ
し
計
の
此
に
出
づ
る
者
な
く
事
遂
に
此
に
至
ら
し
む
。
思
ふ
に
此
の
醜
名

何
れ
の
時
か
之
れ
を
拭
ふ
を
得
ん
や
。

吾
人
を
し
て
露
骨
に
云
は
し
め
ば
現
時
の
我
が
仏
徒
は
、
黄
金
を
重
ん
じ
て

大
法
を
軽
ん
じ
、
黄
金
の
た
め
に
は
信
仰
の
退
不
退
を
措
い
て
問
は
ざ
る
の

傾
き
あ
り
。
是
れ
洵
に
大
な
る
誤
謬
に
し
て
、
国
民
の
信
念
が
日
に
冷
却
衰

萎
す
る
も
亦
爰
に
原
因
す
。
蓋
し
崇
高
偉
大
な
る
霊
力
は
、
か
の
恒
河
沙
数

の
黄
金
も
比
す
べ
き
者
に
非
ず
。
只
だ
崇
高
な
る
信
念
の
凝
集
す
る
所
は
即

ち
黄
金
の
結
晶
す
る
所
な
り
。
試
み
に
耶
蘇
の
徒
を
見
よ
、
天
理
教
の
徒
を

見
よ
、
彼
等
が
信
念
の
正
邪
は
措
い
て
問
は
ず
、
只
だ
彼
等
が
飽
く
迄
も
真

面
目
に
し
て
、
教
役
者
た
る
と
信
徒
た
る
と
を
論
ぜ
ず
献
身
的
に
、
其
の
勇

猛
不
退
の
信
念
力
は
水
火
も
亦
辞
せ
ざ
る
の
概
あ
り
。
此
の
熱
烈
な
る
鉄
石

の
信
念
あ
り
、
故
に
彼
等
の
一
度
企
図
し
た
る
事
業
は
秩
序
井
然
と
し
て

着
々
其
歩
武
を
進
め
、
恰
も
水
の
地
中
に
在
り
て
行
く
所
と
し
て
通
ぜ
ざ
る

な
き
が
如
く
、
其
信
仰
の
叫
び
は
今
や
寒
村
僻
隅
に
も
響
き
て
愚
夫
愚
婦
の

同
情
を
惹
き
つ
ゝ
あ
る
に
非
ず
や
、
彼
等
は
信
仰
の
前
に
は
黄
金
を
語
ら

ず
、
又
黄
金
の
貴
き
を
も
知
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
黄
金
は
信
仰
の
結
晶
と
な

り
、
期
せ
ず
し
て
自
然
に
堆
積
し
教
勢
は
倍
々
拡
張
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
な

り
。
然
る
に
翻
て
我
が
仏
徒
の
行
動
は
如
何
。
其
信
仰
を
語
る
の
前
に
胥
ひ

謀
る
所
は
何
事
ぞ
即
ち
黄
金
な
り
。
御
遺
形
を
奉
迎
し
来
る
や
其
語
る
所
は

信
仰
に
あ
ら
ず
し
て
黄
金
な
り
。
黄
金
多
々
弁
ぜ
ん
と
欲
し
て
、
信
仰
は
一

歩
は
一
歩
よ
り
冷
却
し
、
信
仰
歩
々
に
冷
却
し
去
り
て
、
黄
金
は
爰
に
全
く

杜
絶
し
両
者
一
も
其
功
を
奏
せ
ず
。
遂
に
は
荘
麗
の
殿
堂
、
貴
重
の
法
宝
物

を
し
て
一
小
俗
吏
の
封
印
に
托
す
る
の
止
を
得
ざ
る
に
至
ら
し
む
。
是
れ
其

の
本
を
忘
れ
て
末
に
走
り
、
其
根
を
培
養
せ
ず
し
て
猥
り
に
其
枝
葉
を
艾
除

し
た
る
の
罪
過
に
非
ざ
る
は
な
し
。
今
後
の
仏
徒
た
る
も
の
須
ら
く
是
に
警

醒
し
、
こ
の
覆
轍
に
鑑
み
る
所
な
く
し
て
可
な
ら
ん
や
。
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吾
人
は
前
田
某
一
輩
の
徒
に
対
し
一
点
の
恩
怨
な
く
、
又
彼
れ
が
如
き
俗
僧

の
行
動
に
関
し
て
貴
重
な
る
紙
面
を
費
す
の
雅
量
な
し
。
さ
れ
ど
彼
れ
が
這

回
の
罪
悪
は
累
を
我
が
仏
教
界
の
体
面
に
及
ぼ
し
、
全
国
幾
百
万
信
徒
の
信

仰
上
に
尠
な
か
ら
ざ
る
打
撃
を
与
へ
た
る
こ
と
は
事
実
な
り
。
此
汚
辱
と
打

撃
と
は
、
即
ち
我
が
仏
教
各
宗
派
當
路
の
無
責
任
に
原
因
す
る
者
に
し
て
、

吾
人
は
鼓
を
鳴
ら
し
て
其
の
過
誤
を
責
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
矢
既

に
弦
を
離
る
又
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ず
、
只
だ
今
後
我
が
各
宗
派
の
徒
が
少

し
く
此
事
件
の
た
め
に
反
省
し
悔
悟
し
、
此
汚
辱
を
し
て
早
晩
払
拭
し
去

り
、
武
勲
赫
々
た
る
明
治
の
聖
世
に
、
一
新
面
目
を
樹
つ
る
こ
と
に
精
進
努

力
せ
ん
こ
と
を
望
て
止
ま
ざ
る
な
り
。
若
し
夫
れ
妙
心
寺
派
の
當
路
が
、
拾

余
万
の
阿
堵
物
を
称
し
て
本
派
の
生
命
と
云
ひ
、
之
を
法
廷
に
訴
へ
る
の
一

事
に
至
り
て
は
爰
に
其
是
非
を
問
ふ
を
欲
せ
ず
。
只
だ
夫
れ
信
仰
と
黄
金
孰

れ
か
優
、
孰
れ
か
劣
、
吾
人
は
之
を
世
の
識
者
に
問
は
ん
の
み
。

●
暹
羅
国
王
の
東
洋
文
学
奨
励
〔
明
治
38
年
２
月
15
日　

第
一
一
九
号
〕

英
国
の
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
大
学
に
於
て
故
サ
ー
、
エ
ド
ウ
イ
ン
、
ア
ー

ノ
ー
ド
の
紀
念
と
し
て
東
洋
文
学
奨
励
資
金
を
募
集
す
る
に
就
き
、
暹
羅
王

は
同
資
金
中
へ
壱
千
円
を
寄
付
し
た
る
由
な
り
。

　
　

●
妙
心
寺
負
債
一
部
の
償
却

妙
心
寺
は
夫
の
大
橋
銀
行
に
対
す
る
債
務
に
付
き
二
回
強
制
執
行
を
受
け
し

に
頃
日
、
濃
尾
両
地
の
有
志
者
角
田
証
訓
、
高
林
玄
宝
両
氏
の
仲
裁
に
由

り
、
其
保
証
を
以
て
債
務
額
二
万
八
千
円
の
内
五
千
円
は
去
月
下
旬
返
済

し
、
他
の
三
千
円
は
七
月
二
十
五
日
、
二
万
円
は
十
二
月
二
十
五
日
返
済
す

る
こ
と
と
し
て
落
着
せ
り
と
。

●
妙
心
寺
派
管
長
認
可
〔
明
治
38
年
４
月
15
日　

第
一
二
一
号
〕

同
派
管
長
欠
職
の
処
、
今
回
福
岡
県
久
留
米
市
梅
林
寺
住
職
東
海
猷
禅
老
師

大
多
数
に
て
當
選
の
こ
と
は
前
号
に
録
し
た
る
が
、
去
月
二
十
二
日
内
務
省

よ
り
就
職
認
可
あ
り
た
る
に
付
き
、
顧
問
稲
葉
元
厚
師
は
右
認
可
状
を
携

へ
、
師
の
寓
所
建
仁
寺
に
到
り
拝
請
の
式
を
終
へ
二
十
六
日
入
山
せ
ら
れ
、

晋
山
式
は
追
て
行
ふ
事
に
定
め
ら
れ
た
り
と
。

●
妙
心
寺
事
件
の
判
決
〔
明
治
38
年
４
月
15
日　

第
一
二
一
号
〕

例
の
妙
心
寺
事
件
は
其
後
数
回
京
都
地
方
裁
判
所
に
於
て
公
判
を
開
か
れ

つ
ゝ
あ
り
し
が
、
遂
に
去
月
廿
八
日
午
前
十
一
時
の
開
廷
に
て
一
件
被
告
人

一
同
有
罪
の
判
決
を
受
け
た
り
。
當
日
裁
判
長
は
成
田
判
事
、
陪
席
は
遠

藤
、
富
島
の
両
判
事
に
て
伊
藤
検
事
、
藤
田
書
記
等
も
列
席
し
前
田
、
釈
、

片
山
、
樺
井
、
尾
木
、
石
田
の
各
被
告
人
及
び
三
幣
、
林
、
本
多
、
三
浦
の

各
弁
護
士
も
ズ
ラ
リ
と
居
列
び
て
裁
判
長
の
言
渡
せ
る
左
の
宣
告
文
を
聞
け

り
。

　

被
告
前
田
誠
節
を
重
禁
錮
三
年
監
視
六
月
に
、
被
告
釈
等
顧
を
重
禁
錮
二

年
六
月
監
視
六
月
に
、
被
告
片
山
茂
三
郎
、
樺
井
保
親
を
各
重
禁
錮
二
年

監
視
六
月
に
、
被
告
尾
木
久
保
を
重
禁
錮
三
月
罰
金
拾
円
に
、
被
告
石
田

尚
徳
を
拘
留
六
日
に
処
す
。

　

右
の
理
由
は
各
予
審
終
結
決
定
書
の
通
り
に
し
て
被
告
前
田
、
釈
は
拾
万

円
に
係
る
約
束
手
形
偽
造
行
使
せ
し
も
の
な
る
を
以
て
、
六
年
以
上
八
年
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以
下
の
軽
懲
役
に
処
す
べ
き
の
処
、
情
状
酌
量
し
一
等
を
減
じ
た
る
も

の
、
又
被
告
片
山
、
樺
井
は
壱
万
五
千
円
に
係
る
公
正
文
書
偽
造
行
使
に

て
同
軽
懲
役
に
処
す
べ
き
の
処
、
是
亦
情
状
酌
量
し
一
等
を
減
じ
た
る
も

の
、
被
告
石
田
は
罪
証
陰
蔽
罪
に
て
重
禁
錮
に
処
す
べ
き
の
処
、
二
等
を

減
じ
た
る
も
の
又
民
事
原
告
人
（
妙
心
寺
）
の
請
求
は
是
を
却
下
す
。

當
日
各
被
告
人
は
保
釈
中
の
事
と
て
、
何
れ
も
前
回
出
廷
の
時
と
違
ひ
稍
元

気
の
色
を
表
は
し
て
無
罪
の
判
決
を
予
期
し
た
る
如
く
な
り
し
に
、
忽
ち
有

罪
の
判
決
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
し
た
る
や
う
な
り
。
尚
各

被
告
人
は
此
判
決
に
対
し
控
訴
の
申
立
を
為
す
由
に
て
、
又
民
事
原
告
人
の

請
求
は
却
下
と
な
り
し
に
就
き
、
妙
心
寺
は
更
に
弁
護
士
に
託
し
て
民
事
訴

訟
を
提
起
す
る
筈
な
り
と
。

▲
大
菩
提
会
の
改
革
〔
明
治
38
年
５
月
15
日　

第
一
二
二
号
〕

種
々
の
評
判
に
包
ま
れ
し
大
菩
提
会
は
、
今
回
会
長
に
妙
法
院
の
村
田
寂
順

師
を
推
さ
ん
（
副
会
長
は
従
来
の
通
り
日
置
黙
仙
師
）
と
し
、
過
日
来
各
宗

派
代
表
の
諸
管
長
は
同
盟
各
管
長
を
歴
訪
し
て
意
見
を
問
へ
る
に
、
何
れ
も

異
議
な
く
寂
順
師
亦
承
諾
し
た
る
を
以
て
本
部
は
依
然
名
古
屋
に
置
き
、
事

務
所
は
妙
法
院
内
に
置
く
こ
と
ゝ
し
、
去
月
十
九
日
よ
り
実
行
し
た
り
。
勿

論
規
則
も
改
正
し
勧
奨
、
会
計
、
庶
務
の
三
部
を
置
き
て
夫
々
部
長
を
選
任

せ
し
よ
し
。

●
妙
心
寺
対
銀
行
事
件
の
落
着
そ
の
大
体
の
条
件
は
左
の
如
し
〔
明
治

38
年
８
月
15
日　

第
一
二
五
号
〕

　

妙
心
寺
よ
り
前
田
、
釈
両
人
に
対
す
る
刑
事
々
件
に
付
帯
し
て
、
四
十

九
、
京
都
両
銀
行
に
係
る
公
債
証
書
返
還
請
求
の
私
訴
は
取
下
る
事
▲
妙

心
寺
は
前
田
、
釈
両
人
に
由
り
拾
万
円
債
務
の
担
保
と
し
て
両
銀
行
が
占

有
し
居
る
公
債
証
書
取
戻
請
求
の
権
利
を
抛
棄
し
、
両
銀
行
は
金
参
万
弐

千
円
を
妙
心
寺
に
交
付
す
る
事
▲
妙
心
寺
は
右
の
対
償
と
し
て
同
寺
よ
り

菩
提
会
へ
貸
付
の
債
権
中
金
参
万
弐
千
円
と
其
の
利
息
を
も
無
保
証
に
て

両
銀
行
に
譲
渡
す
事
▲
両
銀
行
は
金
拾
万
円
に
対
す
る
利
息
を
請
求
せ

ず
、
妙
心
寺
は
両
銀
行
占
有
の
公
債
証
書
全
部
の
利
札
の
返
還
を
請
求
せ

ざ
る
事

此
の
外
片
山
茂
三
郎
へ
の
債
務
に
就
て
も
解
決
し
た
る
が
、
右
等
の
件
は
目

下
久
留
米
に
帰
錫
中
の
東
海
管
長
へ
報
告
の
為
、
古
川
大
航
師
出
張
中
に
付

き
其
の
報
告
済
み
次
第
発
表
す
る
筈
。

●
日
暹
会
の
成
立
〔
明
治
38
年
９
月
15
日　

第
一
二
六
号
〕

同
会
は
一
時
杉
子
爵
を
会
長
に
仰
ぎ
、
東
浜
間
の
豪
商
某
々
氏
を
幹
事
と
し

組
織
さ
れ
ん
と
し
つ
ゝ
あ
り
し
が
、
都
合
に
よ
り
、
此
度
弥
よ
〳
〵
久
我
侯

爵
を
会
長
と
し
会
の
組
織
完
成
せ
し
に
つ
き
、
遠
か
ら
ず
し
て
発
表
の
手
続

き
に
到
る
な
ら
ん
と
云
ふ
。
尤
も
此
の
事
に
関
し
て
は
、
日
置
黙
仙
師
は
曹

洞
宗
管
長
の
候
補
者
を
も
辞
退
し
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
、
為
め
に
暹
羅
国
駐

在
稲
垣
公
使
及
び
大
隈
伯
爵
の
如
き
は
非
常
に
感
動
さ
れ
、
大
い
に
同
情
を

表
し
居
ら
れ
る
由
。
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「
禅
宗
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に
つ
い
て
（
下
）

41

46

▲
日
暹
寺
住
職
決
定
〔
明
治
41
年
１
月
15
日　

第
一
五
四
号
〕

尾
州
月
見
山
日
暹
寺
は
各
宗
派
協
有
の
仏
骨
を
安
置
せ
る
が
、
三
十
三
年
十

一
月
尾
州
に
動
座
以
来
、
同
寺
住
職
は
一
年
交
代
に
て
最
初
大
阪
天
王
寺
吉

田
源
応
僧
正
當
番
を
果
た
し
、
以
後
は
一
二
の
交
代
も
あ
り
し
が
、
有
名
無

実
に
属
し
、
曹
洞
宗
の
日
置
黙
仙
師
は
熱
心
に
同
寺
務
を
取
扱
ふ
を
以
て
、

今
回
宗
派
協
議
を
経
て
當
分
日
暹
寺
住
職
は
日
置
黙
仙
師
、
副
住
職
は
比
叡

山
延
暦
寺
執
行
中
村
勝
契
二
師
に
決
定
し
た
り
と
。

仏
骨
の
発
見
〔
明
治
42
年
11
月
15
日　

第
一
七
六
号
〕

　
　
　
　
　
印
度
国
ベ
ナ
レ
ス
市

中
央
印
度
教
大
学
内　

織　

田　

恵　

秀

　
　

回
想
す
れ
ば
約
十
二
年
前
、
南
英
領
印
度
国
北
端
ネ
パ
ー
ル
国
境
に
於

て
、
大
聖
釈
尊
の
霊
灰
を
発
見
せ
ら
れ
、
英
政
府
の
厚
意
を
以
て
或
仏

教
国
に
恵
与
せ
ら
れ
、
其
一
部
は
暹
羅
国
を
経
て
遂
に
我
帝
国
に
奉
迎

せ
り
。
現
今
名
古
屋
市
に
安
置
せ
る
も
の
即
ち
是
な
り
、
今
や
亦
快
報

天
の
一
角
よ
り
来
る
、
當
英
領
印
度
及
北
端
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
の
国

境
付
近
ペ
シ
ヤ
ワ
ラ
市
外
に
仏
骨
の
発
見
是
れ
な
り
、
七
月
下
旬
在
ボ

ン
ベ
イ
市
大
高
敏
之
助
君
よ
り
、
タ
イ
ム
ス
、
ヲ
ブ
、
イ
ン
デ
ヤ
紙
上

に
て
仏
骨
発
見
の
顛
末
を
一
見
せ
り
と
の
快
報
に
接
し
、
是
れ
を
同
室

の
畏
友
河
口
慧
海
師

0

0

0

0

0

に
話
す
、
図
ら
ざ
り
き
其
発
掘
主
任
官
ス
プ
ン

ナ
ー
博
士
は
師
の
年
来
の
親
友
な
り
と
は
、
茲
に
於
て
師
は
博
士
に
書

を
寄
せ
且
つ
意
見
を
提
出
せ
り
。
爾
来
印
度
諸
新
聞
に
は
本
件
の
記
事

時
々
掲
載
せ
ら
れ
、
又
セ
イ
ロ
ン
島
及
ビ
ル
マ
国
の
如
き
仏
教
国
に
於

て
は
為
め
に
世
論
囂
々
た
り
と
、
聞
く
、
而
し
て
未
だ
政
府
の
如
何
に

決
定
せ
ら
る
可
き
や
方
針
を
聞
か
ず
、
若
し
各
仏
教
国
に
分
与
せ
ら

る
ゝ
時
は
我
帝
国
の
仏
者
は
如
何
に
し
て
是
れ
を
奉
迎
す
べ
き
か
。
若

し
印
度
国
内
に
安
置
せ
ら
る
ゝ
時
は
或
は
方
策
を
立
し
建
議
す
べ
き
や

も
の
な
り
や
。
是
等
の
問
題
に
対
し
て
、
我
帝
国
の
僧
侶
諸
師
何
事
か

画
策
あ
ら
ん
こ
と
切
望
に
堪
へ
ざ
る
な
り
。
一
は
釈
尊
に
対
す
る
敬
意

な
り
、
一
は
政
府
に
対
す
る
義
務
な
り
、
若
し
我
が
僧
侶
諸
師
が
一
度

仏
陀
伽
邪
、
鹿
野
苑
、
仏
誕
生
地
（
ネ
パ
ー
ル
国
内

ル
ン
ビ
ニ
ー　

）
等
の
現
状
如
何
を

想
到
せ
ら
れ
な
ば
、
実
に
寒
心
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
。
乞
ふ
、
同

心
協
力
、
各
宗
一
致
、
以
て
仏
恩
に
報
ず
る
一
大
計
画
あ
ら
ん
事
を
。

左
に
往
復
書
翰
及
新
聞
を
抄
訳
し
て
各
位
の
電
覧
に
供
す
。

　
　
　

○
書
翰
の
一

拝
啓　

久
し
き
間
一
書
拝
呈
せ
ん
と
思
ひ
つ
ゝ
遂
に
今
日
に
及
び
候
段
慚
恥

の
至
に
存
候
、
貴
官
は
定
め
て
御
健
勝
の
御
事
に
存
じ
奉
敬
賀
候
、
小
衲
に

幸
に
健
在
に
過
ご
し
居
申
候
、
而
し
て
小
衲
は
一
書
生
と
し
て
勉
強
に
専
心

従
事
致
居
候
、
故
に
各
畏
友
に
対
し
て
失
礼
と
は
思
ひ
な
が
ら
久
敷
御
無
音

の
条
不
悪
御
高
察
願
上
候
。

近
頃
友
人
の
通
信
に
依
り
て
貴
官
は
ペ
シ
ヤ
ワ
ラ
付
近
に
於
て
仏
骨
を
御
発

見
な
さ
れ
し
趣
、
タ
イ
ム
ス
、
ヲ
ブ
、
イ
ン
デ
ヤ
紙
上
に
顕
れ
し
由
承
知
仕

候
、
就
て
は
御
差
支
な
き
限
り
は
御
発
見
の
詳
細
及
仏
骨
保
存
の
方
針
御
開

示
あ
ら
ん
こ
と
を
懇
望
の
至
り
に
存
候
、
吾
人
仏
者
は
若
し
今
回
の
霊
骨
が

宗
教
的
崇
敬
の
神
聖
な
る
礼
拝
物
に
あ
ら
ず
し
て
、
単
に
古
物
と
し
て
博
物

館
内
に
陳
列
さ
る
ゝ
に
於
て
は
遺
憾
恐
惶
の
至
り
に
存
候
、
茲
に
於
て
貴
官

の
御
高
見
を
拝
聴
致
度
き
は
、
如
何
に
御
処
分
相
成
る
可
き
も
の
に
や
の
点
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愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
63
巻
第
１
号

42

45

に
御
座
候
、
若
し
設
令
ば
日
本
の
如
き
暹
羅
の
如
き
仏
教
国
に
御
贈
与
に
相

成
候
へ
ば
、
仏
徒
は
霊
骨
に
対
し
て
敬
虔
以
て
奉
仕
す
る
の
み
な
ら
ず
貴
政

府
に
対
し
て
大
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
事
に
存
候
。

前
東
福
寺
派
執
事
現
名
古
屋
市
木
ケ
崎
長
母
寺
住
職
織
田
恵
秀
師

3

3

3

3

3

近
頃
来
印

さ
れ
同
居
致
居
候
、
師
に
於
て
も
仏
骨
に
対
し
て
尊
崇
の
念
を
奉
ぜ
ら
る
ゝ

の
み
な
ら
ず
、
若
し
恵
与
さ
る
ゝ
に
於
て
は
大
に
歓
喜
欽
慎
以
て
奉
仕
を
尽

く
さ
る
ゝ
事
に
候
。

冀
ふ
所
は
、
御
発
見
の
詳
細
及
霊
骨
は
如
何
に
御
処
分
相
成
る
可
き
や
拝
承

仕
度
存
候
、
然
る
上
は
我
が
同
胞
仏
徒
に
報
道
可
仕
事
に
候
、
実
に
一
統
の

者
は
大
愉
快
を
以
て
其
報
道
を
迎
へ
る
次
第
に
有
之
候
、
先
は
御
発
見
の
労

を
拝
謝
旁
々
右
御
依
頼
迄
。　

早
々
敬
具
。

　
　

七
月
二
十
八
日　
　
　
　
　

河　

口　

慧　

海

　

博
士
デ
、
ビ
、
ス
プ
ン
ナ
ー
殿

　
　
　

○
書
翰
の
二

拝
復　

去
る
七
月
二
十
八
日
の
貴
翰
ペ
シ
ヤ
ワ
ラ
よ
り
當
シ
ム
ラ
に
廻
送
せ

ら
れ
、
感
謝
を
以
て
謹
読
仕
候
。

タ
イ
ム
ス
、
ヲ
ブ
、
イ
ン
デ
ヤ
紙
上
に
於
て
御
一
読
相
成
候
事
実
は
、
全
然

正
確
な
る
事
に
御
座
候
、
今
回
発
見
せ
し
霊
骨
は
迦
膩
色
迦
王

（KanisH
ika

）
の
安
置
な
さ
れ
し
仏
骨
た
る
事
に
於
て
は
総
て
の
疑
問
を

挿
む
余
地
之
れ
な
く
、
実
に
釈
尊
の
遺
骨
た
る
は
信
ず
る
に
余
り
あ
り
と
可

申
事
に
候
、
迦
膩
色
迦
王
親
ら
印
度
の
古
代
式
に
依
て
最
も
宏
大
な
る
、
最

も
壮
麗
な
る
窣
塔
婆
（Stupa

）
を
建
設
し
、
其
中
心
の
神
聖
な
る
内
陣
に

奉
安
せ
ら
れ
た
る
其
塔
は
実
に
動
か
す
可
ら
ざ
る
証
拠
に
候
、
特
に
玄
弉
三

蔵
は
西
域
記
に
瞿
曇
仏
陀
の
霊
骨
に
相
違
な
き
を
記
す
る
に
於
て
を
や
に

候
、
仏
骨
た
る
や
否
に
付
き
て
は
合
理
的
の
疑
は
一
も
無
之
、
真
正
た
る
も

の
に
候
、
小
生
に
於
て
は
今
日
ま
で
印
度
に
於
て
発
見
せ
ら
れ
た
る
中
に
於

て
、
今
回
の
発
見
を
以
て
最
も
信
ず
可
き
も
の
と
断
言
す
る
に
躊
躇
せ
ざ
る

所
に
候
、

印
度
政
府
は
今
回
発
見
の
仏
骨
を
如
何
に
処
理
可
致
や
は
小
生
承
知
不
仕
事

に
候
、
左
れ
ど
其
霊
骨
が
博
物
館
に
骨
董
品
と
同
じ
く
陳
列
さ
る
ゝ
如
き
こ

と
は
毛
頭
是
れ
な
し
と
信
じ
申
候
、
是
の
点
に
於
て
當
古
物
調
査
局
に
於
て

は
貴
下
と
同
意
見
に
御
座
候
、
私
か
に
小
生
の
想
像
す
る
所
は
、
政
府
は
多

分
各
仏
教
国
に
分
与
せ
ら
る
ゝ
事
と
存
申
候
、
乍
然
當
問
題
は
如
何
相
成
る

可
き
や
未
だ
確
定
不
仕
候
。

尊
師
方
在
留
の
友
人
織
田
師
は
霊
骨
を
奉
仕
せ
ん
と
の
御
申
出
で
は
厚
志
の

事
に
存
候
、
當
問
題
は
印
度
総
督
閣
下
に
於
て
決
せ
ら
る
可
き
も
の
に
有
之

候
、
或
は
恐
ら
く
は
英
国
皇
帝
陛
下
に
於
て
御
親
裁
に
相
成
る
可
き
や
も
難

計
候
。

若
し
今
回
の
発
見
に
関
す
る
詳
細
な
る
正
確
な
る
事
を
知
ら
ん
と
の
御
希
望

な
れ
ば
、
七
月
二
十
六
日
の
パ
イ
ヲ
ニ
ヤ
（Pioneer

）
新
聞
御
一
読
可
有

之
様
申
進
候
、
元
よ
り
政
府
へ
小
生
の
報
告
書
印
刷
出
来
次
第
一
部
御
劉
覧

に
可
供
候
、
是
の
新
聞
と
報
告
書
と
に
依
り
て
今
回
発
見
に
関
す
る
文
章
を

作
製
し
、
日
本
へ
御
通
信
相
成
候
へ
ば
宜
敷
か
と
存
申
候
、
在
印
度
日
本
総

領
事
館
の
平
田
氏
も
、
日
本
の
某
月
刊
雑
誌
に
発
見
の
報
告
を
為
さ
る
ゝ
や

に
承
知
致
居
候
。

他
は
ベ
ナ
レ
ス
市
に
於
る
学
業
の
自
得
成
功
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
の
至
に
御
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座
候
。
誠
惶
敬
具
。

　
　

八
月
七
日　
　
　
　
　

デ
、
ビ
、
ス
プ
ン
ナ
ー

　

河
口
慧
海
師
猊
下　

侍
右

　
　
　

○
書
翰
の
三

再
啓　

早
速
御
返
信
に
接
し
、
御
発
見
の
仏
骨
は
今
日
ま
で
発
見
に
相
成
候

も
の
ゝ
内
に
於
て
最
も
確
実
な
る
趣
拝
承
仕
り
、
特
に
歓
喜
の
情
に
不
堪
、

此
の
如
き
高
尚
な
る
有
益
の
御
発
見
被
成
下
候
、
貴
官
並
に
現
政
府
に
対
し

て
、
謹
み
て
感
謝
の
微
衷
を
表
し
候
。

織
田
師
に
於
て
も
貴
古
物
調
査
官
及
英
領
印
度
政
府
と
格
別
の
厚
志
を
以

て
、
大
聖
釈
尊
の
霊
骨
を
御
取
扱
被
成
下
度
事
を
深
く
赤
誠
よ
り
拝
謝
を
申

居
ら
れ
候
、
世
界
の
仏
徒
は
総
て
感
泣
の
情
に
打
た
れ
居
る
こ
と
と
信
申

候
。

偖
て
小
衲
は
今
回
の
御
霊
骨
に
対
し
て
、
一
処
理
案
を
貴
官
を
経
て
政
府
に

捧
呈
仕
度
候
、
元
よ
り
日
本
、
支
那
、
西
蔵
、
暹
羅
、
緬
甸
、
錫
蘭
等
の
諸

仏
国
に
分
与
せ
ら
る
ゝ
に
於
て
は
満
腔
の
熱
情
を
以
て
歓
迎
す
る
は
申
す
ま

で
も
無
之
事
に
存
候
、
乍
併
若
し
仏
骨
を
各
仏
教
国
に
御
分
与
さ
る
ゝ
に
於

て
は
當
印
度
国
の
為
め
に
一
大
損
亡
と
被
存
候
、
印
度
史
上
に
光
彩
を
発
揮

せ
る
も
の
ゝ
関
係
遺
物
を
し
て
他
国
に
展
転
せ
し
む
る
如
き
あ
ら
ば
、
或
は

将
来
の
一
大
恨
事
の
原
因
か
と
存
申
候
、
今
仏
骨
も
其
一
例
と
存
候
、
設
令

印
度
国
内
に
現
今
仏
教
は
存
在
致
さ
ず
候
と
も
、
古
来
慈
悲
或
は
仁
愛
の
教

祖
な
り
と
信
ぜ
ら
る
ゝ
大
聖
釈
尊
の
霊
骨
を
他
国
に
分
与
贈
遣
せ
ら
る
ゝ

は
、
如
何
な
る
事
情
の
存
す
る
に
も
せ
よ
、
印
度
人
は
好
ま
ざ
る
こ
と
ゝ
存

候
、
後
日
印
度
人
が
仏
教
の
教
理
を
識
別
或
は
釈
尊
の
伝
記
を
熟
知
す
る
時

節
到
来
せ
ん
か
分
与
さ
れ
し
仏
骨
に
対
し
て
、
大
に
痛
恨
を
感
ず
る
事
と
信

申
候
。

迦
膩
色
迦
（Kanishika

）
大
帝
は
宗
教
的
敬
虔
と
信
仰
と
を
以
て
、
大
窣

塔
婆
（Stupa

）
中
に
仏
骨
を
奉
安
為
さ
れ
候
、
其
當
時
二
千
年
後
の
今
日

に
其
仏
骨
は
発
掘
さ
れ
、
且
之
を
他
国
へ
送
遣
さ
る
ゝ
如
き
は
夢
想
だ
も
な

か
り
し
事
と
存
候
、
若
し
皇
帝
の
在
す
あ
ら
ば
、
必
ず
や
再
び
母
国
内
に
奉

安
せ
ん
事
を
御
希
望
為
さ
る
や
一
点
の
疑
ひ
な
き
事
と
存
候
、
此
の
如
き
貴

重
な
る
霊
宝
に
対
し
て
は
、
沈
思
熟
慮
以
て
一
処
理
案
を
捧
呈
す
る
は
適
當

な
る
所
行
と
信
じ
申
候
。

上
来
陳
述
仕
候
理
由
及
英
政
府
は
當
印
度
国
の
為
め
に
、
常
に
物
質
上
并
に

精
神
上
の
進
歩
繁
栄
を
画
策
為
さ
れ
候
令
声
の
下
に
於
て
、
小
衲
は
今
回
御

8

8

8

発
見
に
相
成
候
仏
骨
は
発
見
相
成
候
其
の
真
の
場
所
に
於
て
適
當
な
る
堂
宇

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

を
建
築
し
其
内
に
奉
安
さ
れ
ん
事
切
望
し
て
止
ま
ざ
る

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

次
第
に
御
座
候
。

か
く
被
成
下
候
に
於
て
は
如
何
に
感
じ
易
き
印
度
人
に
致
候
て
も
、
此
の
霊

骨
に
対
し
て
も
、
又
政
府
に
対
し
て
も
不
平
或
は
痛
恨
哀
惜
等
の
情
を
抱
く

事
は
毛
頭
生
せ
ざ
る
事
と
被
察
候
。

若
し
仏
骨
御
分
与
に
相
成
候
暁
は
、
我
日
本
帝
国
民
は
元
よ
り
歓
迎
奉
仕
す

る
は
疑
を
存
せ
ざ
る
所
に
候
、
左
れ
ど
今
回
御
発
見
の
霊
骨
は
御
発
掘
な
さ

れ
し
真
の
其
場
所
に
再
び
奉
安
さ
れ
ん
こ
と
の
一
方
案
を
小
衲
が
提
供
せ
し

と
聞
か
ば
、
必
ず
や
是
の
説
を
嘉
納
し
太
白
を
捧
げ
て
賛
成
す
る
事
と
信
申

候
、
加
ふ
る
に
其
他
の
仏
教
国
民
に
致
し
候
て
も
、
皆
々
大
恩
教
主
の
御
遺

骨
は
神
聖
な
る
地
内
に
再
安
置
を
希
望
す
る
な
ら
ん
と
存
候
。

貴
官
に
於
て
此
の
発
掘
原
地
に
再
安
置
説
を
適
當
な
る
一
案
と
御
考
へ
相
成
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候
節
は
、
乍
憚
貴
官
よ
り
政
府
ヘ
御
伝
達
あ
ら
ん
こ
と
奉
希
上
候
、
右
要
用

ま
で　

敬
具
。

　
　

八
月
二
十
六
日　
　
　
　
　

河　

口　

慧　

海

　

博
士　

ス
プ
ン
ナ
ー
殿

　
　
　

○
書
翰
の
四

　
　
　
　

前
書
の
廻
答
及
河
口
師
近
著
英
文
西
蔵
旅
行
談
進
呈
に
対
す
る
礼

状
を
兼
ね
た
る
も
の　

付
言

再
復
。
貴
著
西
蔵
旅
行
談
（
英
文
、
原
名
―
（Three years in Tibet

）

一
部
御
恵
贈
被
成
下
候
御
厚
志
難
有
受
仕
候
、
且
又
非
常
な
る
興
味
を
以
て

拝
読
仕
候
、
ベ
サ
ン
ト
夫
人
が
猊
下
に
強
求
し
て
出
版
せ
ざ
る
の
止
む
を
得

ざ
る
に
到
ら
し
め
ら
れ
た
る
は
、
実
に
當
を
得
た
る
所
業
と
相
信
申
候

猊
下
御
提
出
の
仏
骨
処
分
案
は
、
小
官
よ
り
直
に
古
物
調
査
局
総
長
官
へ
伝

達
仕
り
総
長
官
よ
り
印
度
政
府
へ
提
出
に
相
成
申
候
、
而
し
て
小
官
は
未
だ

如
何
な
る
決
定
に
相
成
候
や
は
不
存
申
候
、
小
官
一
己
と
し
て
は
若
し
現
今

の
如
く
印
度
人
民
が
非
常
な
る
熱
心
を
以
て
今
回
発
掘
さ
れ
た
る
仏
骨
は
是

非
印
度
国
内
に
奉
安
あ
ら
ん
事
を
希
望
致
居
候
に
不
拘
、
他
国
へ
分
与
贈
遣

せ
ら
る
ゝ
事
あ
ら
ば
一
大
喫
驚
可
仕
事
と
存
居
申
候

先
は
猊
下
の
健
康
と
勉
学
上
の
愉
快
と
を
祈
り
、
併
せ
て
再
び
趣
味
深
き
書

籍
の
御
贈
与
御
礼
申
上
候
。
不
具

　
　

九
月
十
六
日　
　
　
　
　

ビ
ー　

ス
プ
ン
ナ
ー

　

河
口
慧
海
師
猊
下

●
奉
安
塔
建
立
協
議
会
〔
明
治
45
年
１
月
15
日　

第
二
〇
二
号
〕

旧
臘
五
日
、
京
都
市
大
仏
妙
法
院
に
て
釈
尊
御
遺
形
奉
安
塔
を
名
古
屋
市
日

暹
寺
に
建
築
せ
ん
と
す
る
件
に
つ
き
仏
教
各
宗
派
協
議
会
を
開
催
せ
ら
れ
た

り
。
会
長
日
置
黙
仙
師
は
暹
羅
皇
帝
の
戴
冠
式
に
参
列
し
不
在
中
な
る
を
以

て
、
副
会
長
曼
殊
院
門
跡
中
村
勝
契
師
代
り
て
諸
般
の
説
明
を
為
せ
り
。
そ

の
要
を
聞
く
に
、
石
造
塔
と
し
て
工
費
拾
八
万
五
千
円
を
明
年
よ
り
三
ケ
年

の
継
続
事
業
と
し
て
、
各
宗
一
ケ
寺
参
円
宛
の
割
り
に
負
担
せ
ら
れ
た
し
と

い
ふ
に
あ
り
。

●
暹
羅
皇
室
と
日
本
仏
教
徒
〔
大
正
２
年
２
月
15
日　

第
二
一
五
号
〕

去
月
十
七
日
午
前
十
時
、
名
古
屋
市
覚
王
山
日
暹
寺
に
於
て
暹
羅
皇
帝
よ
り

の
記
念
品
頒
与
式
並
に
大
法
要
を
執
行
せ
り
。
参
列
者
本
堂
の
内
外
に
充

ち
、
暹
羅
皇
帝
陛
下
の
御
名
代
と
し
て
本
邦
駐

同
国
公
使
を
初
め
吉
田
全

権
公
使
、
中
山
前
新
嘉
坡
領
事
、
斯
波
宗
教
局
長
代
理
潮
内
務
書
記
官
、
坂

本
名
古
屋
市
長
以
下
参
列
、
僧
侶
側
に
て
は
天
台
宗
座
主
不
二
門
智
光
師
以

下
各
管
長
住
職
等
四
十
余
名
列
席
し
た
り
。
定
刻
十
時
に
至
る
や
先
づ
暹
羅

国
先
帝
の
奉
悼
法
要
を
行
ひ
、
次
で
暹
羅
現
皇
帝
の
祝
寿
法
要
あ
り
。
終
つ

て
暹
羅
皇
帝
戴
冠
式
記
念
品
の
授
与
式
を
執
行
し
、
同
皇
帝
戴
冠
式
記
念
品

の
授
与
式
を
執
行
し
、
同
皇
帝
戴
冠
式
當
時
賀
状
を
捧
呈
せ
し
大
谷
派
本
願

寺
外
二
十
人
の
宗
派
管
長
に
銀
製
香
炉
一
個
宛
又
名
古
屋
市
長
に
銀
製
巻
莨

入
一
個
を
頒
与
し
、
潮
書
記
官
の
祝
辞
に
次
で
永
平
寺
管
長
代
理
の
発
声
に

て
暹
羅
皇
帝
陛
下
の
万
歳
及
び
天
皇
陛
下
の
万
歳
を
三
唱
し
、
之
に
て
一
同

休
憩
所
に
入
り
午
後
三
時
よ
り
更
に
仏
骨
奉
迎
以
来
遷
化
し
た
る
各
宗
管
長
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の
追
弔
法
要
を
行
ひ
て
五
時
全
く
式
を
終
れ
り
と
。

　
　
　
　

●
仏
骨
奉
安
塔
と
各
宗
派

仏
教
各
宗
派
の
事
業
と
し
て
、
名
古
屋
日
暹
寺
に
仏
骨
塔
を
建
設
す
べ
く
昨

年
一
月
妙
法
院
に
於
い
て
各
宗
委
員
会
合
の
席
上
議
決
さ
れ
、
各
寺
一
円

づ
ゝ
の
寄
付
金
を
差
出
す
べ
く
申
合
し
た
る
が
、
日
暹
寺
住
職
日
置
黙
仙
師

は
此
程
来
京
し
て
各
宗
本
山
寺
務
所
を
訪
問
し
、
右
決
議
に
基
く
寄
付
金
支

出
の
勧
誘
方
に
就
い
て
交
渉
を
試
み
つ
ゝ
あ
り
と
云
ふ
。

●
釈
尊
遺
形
奉
安
塔
の
建
設
〔
大
正
３
年
２
月
15
日　

第
二
二
七
号
〕

名
古
屋
東
郊
覚
王
山
日
暹
寺
に
て
は
、
曩
に
暹
羅
国
先
帝
陛
下
よ
り
御
分
与

あ
り
た
る
仏
骨
を
安
置
す
る
た
め
、
境
内
に
印
度
ガ
ン
ダ
ラ
式
石
塔
を
建
設

す
る
こ
と
ゝ
し
伊
藤
工
学
博
士
の
手
に
て
設
計
中
の
処
、
此
程
完
成
し
た
れ

ば
愈
々
二
月
十
五
日
の
涅
槃
日
を
卜
し
盛
大
な
る
地
鎮
祭
を
挙
行
す
べ
し

と
。
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金
子
白
夢
牧
師
『
體
驗
の
宗
教
』
に
見
え
る
道
元
禅
師
観

1

金
子
白
夢
牧
師

　
　
『
體
驗
の
宗
教
』
に
見
え
る
道
元
禅
師
観

菅　

原　

研　

州

一
、
は
じ
め
に

　

金
子
白
夢
牧
師
（
一
八
七
三
〜
一
九
五
）
1
（

〇
）
は
、
本
名
・
卯
吉
で
あ
り
、

あ
る
日
、
真
っ
白
な
夢
を
見
た
こ
と
か
ら
、「
白
夢
」
と
名
乗
っ
た
。
千
葉

県
出
身
で
、
長
じ
て
大
）
2
（

学
を
卒
業
後
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
牧
師
と
し
て

福
井
教
会
に
赴
任
し
、
そ
の
後
、
一
九
一
二
〜
一
九
四
一
年
ま
で
「
愛
知

教
）
3
（

会
」
に
務
め
た
。

　

筆
者
が
金
子
師
を
研
究
す
る
に
至
っ
た
動
機
は
、
同
師
の
見
解
が
、
曹
洞

宗
学
勃
興
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
曹
洞
宗
で
「
宗
学
」

の
語
を
初
め
て
用
い
た
と
さ
れ
る
衛
藤
即
応
博
）
4
（

士
（
一
八
八
八
〜
一
九
五

八
）
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　

大
正
の
頃
、
金
子
白
夢
氏
が
、「
体
験
の
宗
教
」
を
書
き
、
道
元
禅
師

を
絶
賛
し
た
。
私
は
こ
の
説
に
激
励
さ
れ
て
希
望
と
光
明
と
を
望
ん
で

『
眼
蔵
』
に
参
ず
る
こ
と
三
十
余
年
の
今
日
、
私
の
感
想
も
尚
そ
れ
以

上
に
出
な
い
。
氏
が
キ
リ
ス
ト
教
者
と
知
っ
て
、
宗
教
の
如
何
を
問
わ

ず
、
真
実
に
道
を
求
む
る
も
の
の
偽
ら
ざ
る
告
白
と
し
て
、
愈
々
感
銘

の
深
き
を
覚
ゆ
る
の
で
、
敢
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。

 

「
正
法
眼
蔵
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）」、『
道
元
禅
師
と
現
代
』
二
二
四
頁

　

衛
藤
博
士
は
金
子
師
の
著
作
『
體
驗
の
宗
）
5
（

教
』
か
ら
激
励
さ
れ
、
し
か

も
、
三
十
年
と
い
う
永
年
の
研
究
を
経
て
も
、
師
の
態
度
に
感
銘
を
受
け
て

い
る
と
い
う
。
よ
っ
て
、
本
論
で
は
金
子
師
の
道
元
禅
師
観
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
衛
藤
博
士
へ
の
影
響
の
実
態
を
調
べ
、
曹
洞
宗
学
の
成
立
論
的
考
察

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

二
、『
体
験
の
宗
教
』
解
題

　
『
体
験
の
宗
教
』
は
、
一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
）
一
月
に
京
文
社
よ
り

刊
行
さ
れ
た
。
序
は
、
当
時
学
習
院
の
教
授
で
あ
っ
た
紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

（
一
八
七

四
〜
一
九
四
九
）
が
寄
せ
て
お
り
、
金
子
師
自
身
は
本
書
を
柳や

な
ぎ

宗む
ね

悦よ
し

（
一

八
八
九
〜
一
九
六
一
）
に
捧
げ
る
と
し
て
い
る
。

　

後
に
本
書
は
、
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
新
生
堂
よ
り
再
刊
さ
れ
、
ま

た
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
）
に
は
『
東
洋
意
識
の
新
研
究
』
と
改
題
・

加
筆
修
正
さ
れ
て
、
同
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
今
回
は
、
筆
者
が
所
持
す
る

京
文
社
初
版
本
に
依
っ
て
研
究
を
進
め
る
。

　

本
書
の
「
自
序
に
代
へ
て
」
か
ら
、
執
筆
の
目
的
は
「
神
秘
の
一
道
」
を

古
今
東
西
の
宗
教
史
の
中
に
見
出
し
、
古
聖
の
踏
ん
だ
純
真
な
足
跡
を
踏
む

こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
師
は
、「
此
の
書
を
世
の
所
謂
伝
統
的
な
書

86
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物
の
一
つ
に
し
た
く
な
い
」
と
い
い
、
続
け
て
、「
何
等
の
教
義
や
宗
派
や

伝
習
や
約
束
に
支
配
さ
れ
な
い
で
全
く
自
由
な
気
分
で
筆
を
執
つ
た
」
と
し

て
い
る
た
め
、
既
成
宗
教
の
教
義
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
牧
師
で
あ
っ
た
師
に
よ
る
本
書
の
章
立

て
は
、
古
今
東
西
の
宗
教
者
・
宗
教
思
想
に
及
ん
だ
。

　
　

・
洪
川
の
直
観
思
想

　
　

・
趙
州
の
無
字
と
エ
ツ
ク
ハ
ル
ト
の
無
字

　
　

・
エ
マ
ル
ソ
ン
の
神
秘
的
思
想

　
　

・
臨
済
の
宗
教

　
　

・
黄
檗
の
体
験
思
想

　
　

・
基
督
教
の
禅
的
思
想

　
　

・
保
羅
の
禅
機

　
　

・
禅
の
本
領

　
　

・
道
元
の
宗
教

　
　

※
以
下
、
附
録

　
　

・
東
洋
意
識
の
霊
趣
を
憶
ふ

　
　

・
白
隠
の
『
夜
船
閑
話
』

　
　

・
行
乞
生
活

　

キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
の
は
当
然
だ
が
、
禅
思
想

に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
解
釈
し
て
お
り
、
東
西
宗
教
思
想
の
比
較
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
本
書
の
意
義
は
大
き
い
。

　

ま
た
、「
エ
マ
ル
ソ
ン
の
神
秘
的
思
想
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
思
想
家

ラ
ル
フ
・
ワ
ル
ド
・
エ
マ
ー
ソ
ン
（
一
八
〇
三
〜
一
八
八
二
）
の
『
超

霊
）
6
（

論
』
を
中
心
に
論
じ
て
い
る
が
、
金
子
師
の
宗
教
思
想
及
び
本
書
を
考
察

す
る
上
で
鍵
と
な
る
一
章
で
あ
る
た
め
、
後
述
す
る
。

　

な
お
、
比
較
思
想
的
関
心
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
と
し
、
本
論
で
は
「
道

元
の
宗
教
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

三
、『
体
験
の
宗
教
』
前
後
の
道
元
禅
師
研
究

　

本
書
の
思
想
的
意
義
を
考
察
す
る
た
め
に
、
本
書
前
後
の
主
な
道
元
禅
師

研
究
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
） 

鷲
尾
順
敬
「
我
国
仏
教
史
上
に
於
け
る
道
元

禅
師
の
位
地
」、
祥
雲
晩
成
編
『
雪
裏
の

梅
』
曹
洞
宗
青
年
会

　

一
九
一
五
年
（
大
正
四
） 

境
野
黄
洋
「
道
元
禅
師
」、『
活
け
る
宗
教
』

丙
午
出
版
社

　

一
九
一
七
年
（
大
正
七
） 

紀
平
正
美
「
総
説
」、『
無
門
関
解
釈
』
岩
波

書
店

　

一
九
一
九
年
（
大
正
九
）
〜
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
ま
で
連
載　

和

辻
哲
郎
「
沙
門
道
元
」、『
新
小
説
』
春
陽
堂

書
店
・『
思
想
』
岩
波
書
店

　

一
九
二
一
年
（
大
正
一
〇
） 

大
川
周
明
「
宗
教
改
革
者
と
し
て
の
道
元
禅

師
」、『
日
本
文
明
史
』
大
鐙
閣

　

一
九
二
二
年
（
大
正
一
一
） 

金
子
白
夢
「
道
元
の
宗
教
」、『
体
験
の
宗

教
』
京
文
社

 

金
子
白
夢
「
道
元
の
『
弁
道
話
』
に
現
は
れ
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た
る
宗
教
思
想
」、『
体
験
の
歩
み
』
京
文
社

　

一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
） 

和
辻
哲
郎
「
沙
門
道
元
」、『
日
本
精
神
史
研

究
』
岩
波
書
店　

※
先
に
挙
げ
た
連
載
を
収

録
。

　

一
九
三
六
年
（
昭
和
一
一
） 

金
子
白
夢
「
道
元
の
宗
教
」、『
東
洋
意
識
の

新
研
究
』
新
生
堂　

※
先
に
挙
げ
た
『
体
験

の
宗
教
』
の
加
筆
修
正
版
。

　

一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
） 
紀
平
正
美
「
道
元
と
日
本
の
禅
」、
教
学
局

編
『
日
本
精
神
叢
書
31
』
教
学
局

　

一
九
三
八
年
（
昭
和
一
三
） 

田
辺
元
「
日
本
哲
学
の
先
蹤
」（
日
本
諸
学

振
興
委
員
会
夏
期
哲
学
会
講
演
）　

※
翌
年

刊
行
の
教
学
局
編
『
教
学
叢
書
５
』
に
収

録
。

　

一
九
三
九
年
（
昭
和
一
四
） 

田
辺
元
『
正
法
眼
蔵
の
哲
学
私
観
』
岩
波
書

店

　

一
九
四
〇
年
（
昭
和
一
五
） 

秋
山
範
二
『
道
元
禅
師
と
行
』
山
喜
房
仏
書

林

　

一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
） 

秋
山
範
二
『
道
元
の
研
究
』
岩
波
書
店

　

一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
） 

衛
藤
即
応
『
宗
祖
と
し
て
の
道
元
禅
師
』
岩

波
書
店

　

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
） 

衛
藤
即
応
『
正
法
眼
蔵
序
説
│
弁
道
話
義

解
』
岩
波
書
店

　

右
に
列
挙
し
た
中
で
、
紀
平
『
無
門
関
解
釈
』
は
、
著
者
か
ら
の
影
響
を

考
え
る
と
、
本
書
の
先
行
的
研
究
と
見
な
す
こ
と
が
出
来
）
7
（

る
。
ま
た
、
本
書

は
和
辻
哲
郎
博
士
が
「
沙
門
道
元
」
を
連
載
し
て
い
た
時
期
に
刊
行
さ
れ
て

お
り
、
後
に
同
連
載
が
『
日
本
精
神
史
研
究
』
に
収
め
ら
れ
た
時
期
は
、
金

子
師
の
著
作
よ
り
も
後
と
な
る
。
よ
っ
て
、
諸
研
究
の
前
後
関
係
か
ら
は
、

道
元
禅
師
へ
の
体
系
的
研
究
の
嚆
矢
と
い
う
観
点
で
、
本
書
は
評
価
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
田
辺
氏
や
秋
山
氏
へ
の
影
響
の
有
無
も
、
今
後
検
討
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

四
、「
道
元
の
宗
教
」
の
内
容

　
「
道
元
の
宗
教
」
章
は
、
以
下
の
各
節
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
　

一　

序
説

　
　

二　

修
証
一
如

　
　

三　

一
如
の
行
道

　
　

四　

身
心
脱
落

　
　

五　

生
死
即
生
命

　
　

六　

本
来
の
面
目

　
　

七　

本
地
の
風
光

　
　

八　

転
大
法
輪

　
　

九　

単
伝
の
妙
道

　
　

十　

格
外
の
逍
遥

　
　

十
一　

相
伝
の
嫡
意

　
　

十
二　

安
楽
の
法
門
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十
三　

身
心
一
如

　
　

十
四　

宇
宙
精
神

　
　

十
五　

超
自
他
境

　

右
の
二
〜
十
五
ま
で
は
、
道
元
禅
師
最
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
弁
道
）
8
（

話
』

を
採
り
上
げ
、
そ
の
解
説
を
通
し
て
、
金
子
師
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い

る
。
師
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て
、「
其
の
傑
作
」（
本
書
二
二
七
頁
）

や
、「
正
に
こ
れ
人
間
心
霊
上
に
於
け
る
『
生
命
の
聖
典
』
也
」（
本
書
二
二

九
頁
）
と
絶
賛
し
、
エ
マ
ー
ソ
ン
の
「
プ
ラ
ト
ー
即
ち
哲
学
）
9
（

者
」
に
見
え

る
、
プ
ラ
ト
ン
へ
の
賛
辞
「
あ
ら
ゆ
る
書
籍
中
プ
ラ
ト
ー
ン
の
書
の
み
、

「
あ
ら
ゆ
る
書
庫
を
焼
く
べ
し
。
書
庫
の
価
値
は
集
つ
て
此
の
一
巻
に
あ

り
」」（
本
書
二
二
九
頁
）
を
も
っ
て
、『
正
法
眼
蔵
』
へ
の
賛
辞
と
し
た
。

　

そ
し
て
、『
正
法
眼
蔵
』
に
見
え
る
、
道
元
禅
師
の
「
宗
教
意
識
の
脈

搏
」
に
触
れ
て
、
自
ら
自
身
の
体
験
の
宗
教
に
益
あ
る
結
果
を
得
よ
う
と
し

て
い
る
。

　

師
が
『
正
法
眼
蔵
』
の
研
究
を
始
め
た
の
は
、
本
書
成
立
の
「
二
十
又
余

年
」（
本
書
二
二
八
頁
）
前
と
し
て
お
り
、
一
八
九
〇
年
代
で
あ
ろ
う
。
手

元
に
あ
っ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
当
時
出
回
っ
て
い
た
大
内
青
巒
居
士
編
『
正
法

眼
蔵
（
全
）』（
九
五
巻
本
系
統
、
鴻
盟
社
・
一
八
八
五
年
）
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
本
書
中
に
は
、
面
山
瑞
方
『
正
法
眼
蔵
述
賛
』
へ
の
言
及
も

あ
る
た
め
、
神
保
・
安
藤
編
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
（
全
一
一
巻
）』（
無
我

山
房
・
一
九
一
三
年
）
も
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
他
に
も
『
普
勧
坐
禅

儀
』『
学
道
用
心
集
』
の
書
名
が
文
中
に
あ
る
た
め
、『
永
平
広
録
』
な
ど
を

除
い
た
道
元
禅
師
の
主
著
を
一
通
り
学
び
、
そ
の
宗
教
思
想
の
特
徴
や
要
点

を
踏
ま
え
て
、
本
書
を
論
じ
た
と
思
わ
れ
る
。

五
、
金
子
師
の
宗
教
思
想
的
立
場
に
つ
い
て

　

本
書
に
お
け
る
金
子
師
の
宗
教
思
想
的
立
場
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

　

師
の
「
自
序
に
代
へ
て
」
に
は
、「
主
観
の
無
限
的
真
態
」
と
い
う
用
語

が
見
え
る
。

　
　

私
の
宗
教
に
対
す
る
根
本
態
度
は
主
観
の
無
限
的
真
態
へ
の
投
入
で
あ

る
。
そ
こ
か
ら
新
ら
し
い
生
き
た
も
の
を
掴
ん
で
来
て
、
そ
れ
を
私
共

の
生
活
の
な
か
に
具
体
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

 

本
書
「
自
序
に
代
へ
て
」
一
頁

　

そ
し
て
、
更
に
紀
平
「
序
」
で
は
、
以
下
の
用
例
も
あ
る
。

　
　

辱
知
金
子
白
夢
君
は
基
督
教
に
立
脚
す
る
人
、
然
も
其
の
特
殊
的
の
も

の
に
着
せ
ず
し
て
、
そ
の
真
態
に
突
入
せ
ん
と
し
て
、
茲
に
必
然
的
に

逢
着
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
り
し
は
、
特
に
東
洋
に
開
展
の
路
を
拓
き
た
る

禅
の
妙
機
な
り
き
。
然
も
君
は
此
に
も
亦
其
の
特
殊
な
る
も
の
に
着
せ

ず
只
管
に
『
主
観
の
無
限
的
真
態
』
へ
の
路
を
開
か
ん
と
す
。
斯
く
言

ふ
余
は
、
這
箇
の
論
理
的
内
容
を
求
め
ん
と
す
る
も
の
、
君
は
直
接
に

之
を
観
賞
せ
ん
と
す
。

 

本
書
「
序
」
一
〜
二
頁

　

紀
平
の
指
摘
か
ら
は
、「
主
観
の
無
限
的
真
態
」
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や

禅
、
或
い
は
東
洋
や
西
洋
と
い
う
分
別
的
価
値
に
執
着
せ
ず
に
突
入
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
り
、
紀
平
は
そ
の
論
理
的
内
容
を
求
め
、
金
子
師
は
直
接
に

観
賞
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
は
、
研
究
者
と
実
践
者
の
相
違
と
い
え
る
。
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ま
た
、「
主
観
の
無
限
的
真
態
」
に
つ
い
て
、
師
は
キ
リ
ス
ト
教
や
東
洋

と
い
っ
た
特
殊
性
を
否
定
し
た
絶
対
者
・
一
般
者
に
自
ら
を
投
入
す
る
の
み

な
ら
ず
、「
そ
こ
か
ら
新
ら
し
い
生
き
た
も
の
を
掴
ん
で
来
て
、
そ
れ
を
私

共
の
生
活
の
な
か
に
具
体
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
る
が
、
こ
こ
に
は
エ

マ
ー
ソ
ン
の
影
響
を
見
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

既
に
本
論
「
二
」
で
挙
げ
た
が
、
本
書
読
解
の
関
捩
子
は
「
エ
マ
ル
ソ
ン

の
神
秘
思
想
」
で
あ
る
。

　
　

吾
人
は
現
象
的
差
別
の
世
界
に
生
活
す
。
然
れ
ど
も
吾
人
の
心
霊
一
た

び
無
限
無
窮
の
霊
光
に
触
れ
て
平
等
一
味
の
実
在
界
に
接
し
其
の
如
実

の
霊
相
を
着
破
（
原
文
マ
マ
。「
看
破
」
の
誤
り
）
し
来
ら
ん
乎
。
差

別
は
平
等
に
即
し
平
等
は
差
別
に
即
し
て
両
者
互
に
不
離
不
即
の
妙
味

を
色
読
す
べ
き
也
。
こ
れ
宗
教
上
の
実
験
境
に
し
て
禅
者
の
参
ず
る
所

聖
者
の
見
る
所
也
。
我
が
エ
マ
ル
ソ
ン
は
此
の
一
境
を
見
得
し
て
、
こ

れ
即
ち
『
永エ

タ
ー
ナ
ル
ワ
ン

遠
の
一
如
』
也
と
謂
ふ
。

 
本
書
六
四
頁

　
　
『
超
霊
論
』
に
現
は
れ
た
る
エ
マ
ル
ソ
ン
の
宗
教
思
想
は
一
転
し
て

『
形
態
は
霊
の
化
身
也
』
て
ふ
思
想
と
な
り
来
れ
り
。
一
切
の
心
霊
は

此
の
一
大
霊
の
化
身
し
た
る
も
の
也
。
一
切
の
万
有
は
此
の
一
大
霊
の

化
身
し
た
る
も
の
也
。
人
は
人
と
し
て
各
個
性
を
有
す
。
此
の
各
自
の

個
性
は
大グ

レ
ー
ト
イ
ン
ス
チ
ン
ク
ト

本
能
即
神
の
う
ち
に
生
活
す
。

 

本
書
七
二
〜
七
三
頁

　

両
者
か
ら
、
金
子
師
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
宗
教
思
想
を
、「
永
遠
の
一
如
」

と
い
う
無
限
平
等
絶
対
の
境
涯
を
獲
得
し
、
そ
こ
か
ら
こ
の
現
実
に
生
き
る

我
々
の
活
動
へ
と
展
開
す
る
も
の
、
と
定
義
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
実
の

宗
教
的
実
践
を
、
絶
対
者
・
一
般
者
の
活
動
と
し
て
見
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
個
性
が
没
す
る
わ
け
で
は
無
く
、
個
人
は
こ
の
絶
対

者
・
一
般
者
か
ら
の
力
を
「
洞
観
力
」「
寂
静
荘
厳
の
念
」（
本
書
八
〇
頁
）

と
し
て
受
け
取
り
、
自
ら
の
体
験
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
神
の
内
に
生
活
す

る
と
い
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
構
図
は
、
道
元
禅
師
が
説
い
た
「
修
証
一
）
10
（

等
」
の
概
念
を

解
釈
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　

然
り
道
元
の
宗
教
的
見
地
は
主
客
一
如
の
霊
境
を
辿
り
て
修
証
不
二
の

本
地
に
達
し
、
一
多
の
際
限
を
超
越
し
て
縦
横
無
窮
の
透
脱
境
に
入
れ

り
。
こ
れ
皆
端
坐
参
禅
の
実
験
的
正
門
を
透
過
し
て
体
得
し
給
へ
る
所

の
も
の
な
り
。

 

本
書
二
四
四
頁

　

師
は
道
元
禅
師
の
坐
禅
観
に
つ
い
て
、
主
客
の
分
別
を
停
止
し
、
主
客
一

如
の
境
地
を
辿
っ
て
修
証
不
二
の
本
地
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
そ

し
て
、
そ
の
本
地
か
ら
展
開
し
て
、
日
々
「
縦
横
無
窮
の
透
脱
境
」
と
し
て

生
活
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
客
」
に
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
と
そ
の
教
え
を
伝
え
た
歴
代
の
祖
師

が
想
定
さ
れ
て
お
り
、「
仏
祖
同
道
の
行
路
」（
本
書
二
四
六
頁
）
と
い
う
。

つ
ま
り
、
仏
祖
は
各
々
自
ら
の
坐
禅
に
よ
っ
て
、
修
証
不
二
の
本
地
に
達
す

る
が
、
今
度
は
そ
れ
が
坐
禅
を
行
う
後
代
の
仏
祖
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

こ
こ
に
、
坐
禅
と
仏
祖
（
あ
る
い
は
伝
灯
）
と
の
関
係
が
主
題
化
さ
れ
る
。

　

詳
細
は
以
下
に
検
討
す
る
。
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六

－

一
、  「
道
元
の
宗
教
」
の
要
諦
と
し
て
の
坐
禅
と

『
正
法
眼
蔵
』

　

本
書
「
道
元
の
宗
教
」
章
に
お
い
て
金
子
師
は
、
道
元
禅
師
の
思
想
の
根

源
を
坐
禅
（
端
坐
参
禅
）
に
定
め
て
い
る
。

　
　

道
元
一
代
の
著
作
詮
じ
来
れ
ば
此
の
端
坐
参
禅
の
実
験
録
た
る
に
過
ぎ

ざ
る
也
。
否
彼
の
一
挙
手
一
投
足
。
一
切
の
行
動
。
一
切
の
思
想
。
一

切
の
信
念
。
彼
に
在
り
て
は
悉
く
こ
れ
此
の
端
坑
（
原
文
マ
マ
。「
端

坐
」
の
誤
り
）
参
禅
よ
り
し
て
発
し
来
れ
る
一
閃
光
た
り
し
也
。
渾
心

渾
霊
。
道
元
の
凡
て
は
こ
れ
禅
そ
の
も
の
た
り
し
な
り
。
是
に
於
て
か

道
元
其
の
人
は
即
ち
禅
の
化
身
也
と
謂
ふ
べ
き
也
。

 

本
書
二
三
一
頁

　
「
実
験
録
」
と
は
、
坐
禅
の
実
践
を
通
し
て
得
た
様
々
な
知
見
を
、
そ
の

詩
的
才
能
を
用
い
て
表
現
し
た
道
元
禅
師
一
代
の
著
作
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
詩
的
才
能
を
用
い
つ
つ
、
た
だ
の
客
観
で
も
な
く
主
観
で
も
な
い
、「
主

観
客
観
は
一
如
平
等
の
妙
致
に
入
」
っ
た
と
さ
れ
る
。
金
子
師
が
こ
の
よ
う

な
表
現
を
用
い
た
理
由
は
、
道
元
禅
師
の
著
作
、
特
に
仮
字
『
正
法
眼
）
11
（

蔵
』

読
解
の
困
難
さ
を
解
明
せ
ん
と
す
る
苦
渋
と
受
け
取
る
べ
き
で
あ
る
。
金
子

師
は
、
道
元
禅
師
の
説
相
に
つ
い
て
、「
宗
教
的
真
理
の
悟
入
」
を
前
提
と

し
、「
小
主
観
な
る
個
人
の
知
識
上
」
の
認
識
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、「
宇
宙
の
実
在
に
向
て
直
接
経
験
の
自
覚
に
立
て
本
来
の
面
目
を
披

瀝
」（
と
も
に
、
本
書
二
六
九
頁
）
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
金
子
師
の
讃
歎

は
次
の
よ
う
に
も
展
開
す
る
。

　
　

道
元
の
事
業
の
中
心
を
な
す
所
の
も
の
は
身
心
脱
落
観
の
宗
教
的
体
得

な
り
と
云
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
而
か
も
其
の
一
貫
せ
る
大
潮
流
は
主
と

し
て
彼
の
大
著
『
正
法
眼
蔵
』
に
於
て
与
へ
ら
れ
た
る
所
の
も
の
也
。

彼
の
論
述
や
極
め
て
冷
静
、
其
の
論
理
や
極
め
て
精
緻
な
り
と
雖
も
而

か
も
其
の
思
想
信
念
の
内
容
に
流
れ
つ
ゝ
あ
る
溌
溂
た
る
生
命
の
大
精

神
は
大
宇
宙
的
戯
曲
の
諧
調
を
奏
し
て
詩
美
滾
々
と
し
て
汲
め
ど
も
尽

き
ざ
る
所
の
も
の
あ
り
て
存
す
る
に
あ
ら
ず
や
。

 

本
書
二
六
五
〜
二
六
六
頁

　

道
元
禅
師
の
宗
教
意
識
の
究
竟
の
本
地
を
、「
身
心
脱
落
」
に
あ
る
と
見

る
金
子
師
は
、
そ
こ
に
到
る
実
践
的
過
程
を
坐
禅
に
定
め
て
い
る
。
特
に
、

道
元
禅
師
が
本
師
・
天
童
如
浄
禅
師
の
言
葉
と
し
て
示
）
12
（

す
よ
う
に
、
坐
禅
と

は
念
仏
や
看
経
と
い
っ
た
余
行
を
交
え
る
こ
と
な
く
、
た
だ
そ
れ
と
し
て
行

わ
れ
る
べ
き
（
こ
れ
を
、
只
管
打
坐
と
い
う
）
で
あ
る
と
す
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
体
験
を
証
し
て
い
く
た
め
に
、「
正
信
」
と
「
師
資
相

承
」
と
を
要
す
る
。

六

－

二
、「
道
元
の
宗
教
」
の
要
諦
と
し
て
の
正
信

　

道
元
禅
師
が
坐
禅
と
正
信
の
関
係
を
説
く
の
は
『
弁
道
話
』
の
第
三
問
答

で
あ
る
が
、
本
書
本
章
で
は
「（
七
）
本
地
の
風
光
」
節
に
て
詳
述
さ
れ
て

い
る
。
道
元
禅
師
が
坐
禅
と
正
信
の
関
係
を
採
り
上
げ
た
理
由
は
、
当
時
の

日
本
で
は
坐
禅
が
、
数
多
あ
る
仏
教
実
践
の
一
つ
で
し
か
な
く
、
し
か
も
、

流
行
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
（
流
行
し
て
い
た
実
践
は
、
法
華
信
仰

と
阿
弥
陀
念
仏
と
認
識
さ
れ
て
い
た
）。
道
元
禅
師
は
釈
迦
牟
尼
仏
を
始
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め
、
歴
代
の
仏
祖
が
皆
坐
禅
か
ら
得
道
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
し
か
も
、
そ
れ

に
「
正
信
」
が
必
要
不
可
欠
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
　

お
ほ
よ
そ
諸
仏
の
境
界
は
、
不
可
思
議
な
り
、
心
識
の
お
よ
ぶ
べ
き
に

あ
ら
ず
、
い
は
む
や
不
信
劣
智
の
し
る
こ
と
を
え
む
や
。
た
だ
正
信
の

大
機
の
み
、
よ
く
い
る
こ
と
を
う
る
な
り
。

 

『
弁
道
話
』、『
全
集
二
』
四
六
五
頁

　

右
の
一
節
を
金
子
師
は
、「
宗
教
上
の
実
験
の
内
秘
を
闡
明
」
し
た
も
の

だ
と
し
、
正
信
の
大
機
の
み
が
到
る
「
一
種
未
踏
の
新
天
地
」
は
端
坐
参
禅

に
よ
っ
て
仰
ぎ
見
る
「
霊
界
の
新
光
景
」（
と
も
に
、
本
書
二
一
八
頁
）
で

あ
る
と
評
し
た
。
な
お
、
こ
の
「
新
天
地
」「
新
光
景
」
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
教
義
や
慣
習
に
拘
泥
し
な
い
た
め
に
も
、
必
要
不
可
欠
な
境
涯
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
（
本
書
二
五
三
頁
）、
そ
れ
は
師
自
身
が
抱
く
宗
教
的
理
想

で
あ
る
。

　

師
は
、
宗
教
的
神
秘
の
光
景
と
は
、
そ
れ
を
信
じ
、
自
ら
得
た
者
の
み
が

味
わ
え
る
と
い
う
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も
達
人
と
い
う
べ
き
優
れ
た
求
道

者
に
よ
る
個
人
的
体
験
に
陥
り
が
ち
で
あ
る
が
、
道
元
禅
師
の
説
示
を
も
っ

て
師
は
、
優
れ
た
宗
教
的
境
涯
が
、
正
し
い
手
順
（
只
管
打
坐
、
師
資
相

承
）
を
経
る
こ
と
で
、
万
人
に
共
有
さ
れ
る
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
。
し

か
も
、
こ
の
境
涯
と
は
、「
黙
照
の
一
境
」（
本
書
二
一
八
頁
）
で
あ
り
、

「
黙
」
字
に
現
れ
る
よ
う
に
、
本
来
は
眼
に
も
見
え
ず
、
耳
に
も
聞
こ
え

ず
、
我
々
の
感
覚
を
超
越
し
て
い
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、「
正
信
」
に
よ
っ
て
人
間
自
身
の
限
界
を
超
え
出
て
、
直

接
に
そ
の
境
涯
に
悟
入
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。「
正
信
」
は
、

こ
の
現
実
を
超
越
し
て
い
く
と
き
に
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

六
－

三
、「
道
元
の
宗
教
」の
要
諦
と
し
て
の
師
資
相
承

　

元
々
、
当
時
の
曹
洞
宗
で
は
、
江
戸
時
代
元
禄
期
に
行
わ
れ
た
「
宗
統
復

古
運
動
」
の
関
係
で
、「
一
師
印
証
・
面
授
嗣
法
」
と
い
う
「
師
資
相
承
」

を
重
視
し
、
し
か
も
明
治
時
代
に
入
り
そ
の
内
容
は
強
化
さ
れ
て
い
た
（
明

治
八
年
、
曹
洞
宗
務
局
布
達
第
一
号
に
よ
る
）。
し
か
し
、
思
想
的
内
容
の

解
明
は
、
江
戸
時
代
の
知
見
で
留
ま
っ
て
い
た
感
が
あ
る
。

　

金
子
師
は
道
元
禅
師
が
説
か
れ
た
師
資
相
承
の
重
要
性
を
、
次
の
よ
う
に

表
現
し
た
。

　
　

道
元
は
宗
教
的
真
理
の
色
彩
を
得
道
証
契
の
哲
匠
の
人
格
の
内
容
中
に

之
を
見
た
り
。
然
り
宗
教
的
真
理
は
抽
象
的
な
る
概
念
論
の
空
疎
な
る

そ
れ
と
異
に
し
て
、
真
理
其
の
も
ゝ
（
原
文
マ
マ
。「
ま
ゝ
」
の
誤

り
）
血
肉
化
し
た
る
渾
然
た
る
人
格
の
風
趣
中
に
之
を
味
ふ
べ
き
也
。

 

本
書
二
五
四
頁

　

つ
ま
り
、
宗
教
的
真
理
が
、
自
ら
の
神
秘
体
験
の
果
て
に
見
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
目
の
前
に
い
て
、
と
も
に
修
行
す
る
師
匠
（
得
道
証
契
の
哲
匠
）

の
人
格
中
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
は
永
平
寺
（
当
初
の
名
称
は

大
仏
寺
）
建
立
後
、
叢
林
修
行
の
軌
範
（『
永
平
清
規
』
六
篇
中
五
篇
）
を

整
備
し
、
僧
侶
が
一
つ
の
叢
林
の
中
で
修
行
し
て
い
く
「
動
静
を
大
衆
に
一

如
」（『
弁
道
法
』、『
全
集
六
』
二
六
頁
）
す
る
修
行
観
を
確
立
し
、
ま
た
五

参
上
堂
（
五
日
に
一
度
行
わ
れ
る
、
禅
宗
叢
林
の
正
式
な
説
法
）
を
常
態
化

（
そ
の
説
法
の
内
容
は
『
永
平
広
録
』
巻
二
〜
七
に
収
録
）
す
る
こ
と
で
、
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師
資
の
人
格
的
触
れ
合
い
を
実
践
し
た
。

　

前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
本
書
で
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
宗

教
的
境
涯
と
は
、「
黙
照
の
一
境
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
容
易
に
表
詮
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
金
子
師
が
道
元
禅
師
の
説
示
か
ら
見
出
し

た
の
が
、
師
資
の
人
格
的
触
れ
合
い
を
前
提
と
す
る
「
拈
華
微
笑
）
13
（

話
」
で

あ
っ
た
。「
拈
華
微
笑
話
」
は
、
禅
宗
で
用
い
ら
れ
る
師
資
相
承
の
源
流
で

あ
り
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
、
後
継
者
に
定
め
た
摩
訶
迦
葉
に
対
し
て
、
言
語
な

ら
ざ
る
表
現
を
も
っ
て
そ
の
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
を
附
属
し
た
説
話
を
い

う
。
境
涯
が
、
言
語
な
ら
ざ
る
表
現
に
よ
っ
て
附
属
さ
れ
た
こ
と
を
、「
心

霊
よ
り
直
ち
に
心
霊
に
語
る
所
の
も
の
」（
本
書
二
五
五
頁
）
と
し
、「
沈
黙

よ
り
沈
黙
に
響
き
し
此
の
声
な
き
の
一
句
」（
本
書
二
五
六
頁
）
と
評
し
た

の
で
あ
る
。
元
々
、
東
西
の
神
秘
主
義
の
交
流
に
多
大
な
る
関
心
を
抱
い
て

い
た
金
子
師
は
同
話
に
、
沈
黙
の
中
で
伝
授
さ
れ
て
い
く
神
秘
の
顕
現
を
見

た
の
で
あ
る
。

七
、「
道
元
の
宗
教
」
の
生
死
観
・
霊
魂
観

　

金
子
師
に
と
っ
て
「
宗
教
と
は
此
の
有
限
に
即
し
て
の
無
限
を
観
じ
、
無

限
裡
に
有
限
の
姿
を
味
ひ
来
り
て
、
生
死
一
如
の
正
覚
を
体
得
す
る
に
在

り
」（
本
書
二
四
〇
頁
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
我
が
生
死
の
問
題
は
、
避
け

て
通
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

　

そ
こ
で
、
師
は
道
元
禅
師
の
生
死
観
を
次
の
よ
う
に
評
す
る
。

　
　

人
を
し
て
『
生
死
は
即
ち
仏
の
御
生
命
な
り
』
と
云
ふ
脱
落
の
風
光
を

観
ぜ
し
む
る
は
こ
れ
豈
我
が
道
元
の
禅
機
に
あ
ら
ず
や
。
こ
ゝ
謂
ふ
所

の
身
心
脱
落
の
境
也
。

 

本
書
二
四
一
頁

　

つ
ま
り
、
我
が
生
死
と
は
、「
仏
の
御
生
命
」（『
正
法
眼
蔵
』「
生
死
」
巻

か
ら
の
引
用
）
で
あ
る
と
い
い
、
そ
れ
が
身
心
脱
落
の
境
で
あ
る
と
い
う
。

身
心
脱
落
の
境
と
は
、
禅
者
の
坐
禅
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
坐
禅
に
お
け
る
身

心
脱
落
を
通
し
て
、
仏
の
御
生
命
に
触
れ
な
が
ら
生
き
る
毎
日
が
「
生
死
即

涅
槃
」
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
「
仏
の
御
生
命
」
を
重
視
す
る
と
き
、
曹
洞
宗
学
上
に
て

大
き
な
問
題
と
な
っ
た
「
先
尼
外
道
）
14
（

話
」
の
問
題
圏
に
入
る
こ
と
と
な
る
。

つ
ま
り
、
先
尼
外
道
が
説
く
、
実
体
我
と
の
関
連
で
あ
る
。
な
お
、
本
書
に

取
り
上
げ
る
道
元
禅
師
『
弁
道
話
』
で
は
、
先
尼
外
道
の
議
論
を
用
い
て
、

「
心
常
相
滅
論
」
へ
の
批
判
を
行
い
、
そ
の
問
題
を
金
子
師
は
共
有
す
る
。

　
　

嗚
呼
こ
れ
最
深
の
一
大
疑
問
也
。
古
今
東
西
の
宗
教
史
上
に
於
け
る
霊

魂
不
滅
な
る
思
想
上
の
一
大
問
題
也
。
道
元
は
此
の
死
後
に
於
け
る
心

性
常
住
観
に
対
し
て
は
絶
対
の
否
定
的
態
度
に
立
て
り
。

 

本
書
二
六
〇
頁

　

そ
し
て
、
師
は
「
吾
人
は
今
此
の
古
今
の
最
も
深
き
宗
教
上
の
一
大
問
題

に
就
き
て
直
に
道
元
の
語
る
所
を
聞
か
ん
と
す
」（
本
書
二
六
一
頁
）
と

し
、
結
論
と
し
て
は
「
此
の
『
生
死
は
即
ち
仏
の
御
命
な
り
』
と
の
至
深
の

信
念
よ
り
流
れ
出
で
た
る
生
死
一
如
身
心
不
二
観
は
道
元
の
宗
教
的
生
命
の

源
泉
と
謂
う
べ
き
也
」（
本
書
二
六
二
頁
）
と
、
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
、
我
々
の
無
常
な
る
生
死
に
直
接
、「
仏
の
御
命
」
を
見
つ

つ
、「
身
心
不
二
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
心
」
の
み
を
常
住
と
し
て
特
権
化
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さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
が
、
師
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
道
元
禅
師
の

生
死
観
・
霊
魂
観
だ
と
い
え
よ
う
。

八
、
結
論
─
衛
藤
即
応
博
士
へ
の
影
響

　

以
上
か
ら
、
金
子
白
夢
牧
師
が
、
本
書
に
お
い
て
道
元
禅
師
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
た
。
師
は
エ
マ
ー
ソ
ン
の
宗
教
思
想
を
用

い
な
が
ら
道
元
禅
師
の
『
弁
道
話
』
を
解
釈
し
、
実
践
的
な
「
修
証
一
等
」

に
重
き
を
置
き
つ
つ
、
そ
の
成
立
の
た
め
の
正
信
や
師
資
相
承
に
ま
で
考
察

が
及
び
、
更
に
は
生
死
観
や
霊
魂
観
も
、
道
元
禅
師
が
本
来
説
き
明
か
そ
う

と
し
た
内
容
に
肉
薄
し
た
と
見
て
良
い
。

　

一
方
で
、
修
証
観
の
理
解
に
は
や
や
不
満
も
残
る
。
本
書
成
立
時
は
既

に
、「
本
証
妙
修
」
と
い
う
曹
洞
宗
独
自
の
修
証
観
が
提
唱
さ
れ
て
い
た

（
一
八
九
〇
年
公
布
『
曹
洞
教
会
修
証
義
』
は
「
本
証
妙
修
の
四
大
原
則
」

を
元
に
構
築
さ
れ
た
）。
こ
れ
は
、
道
元
禅
師
の
『
弁
道
話
』
か
ら
得
ら
れ

る
知
見
で
あ
る
が
、
鏡
島
元
隆
博
士
に
よ
れ
ば
「
道
元
禅
師
の
修
証
観
は
ま

た
本
証
妙
修
と
も
い
わ
れ
る
。
修
証
一
等
は
即
本
証
妙
修
と
簡
単
に
は
等
視

で
き
な
い
」（『
道
元
禅
師
』
八
二
頁
）
と
い
う
。
然
る
に
、
金
子
師
は
『
弁

道
話
』
の
解
釈
を
経
て
、「
修
証
一
等
」
は
正
し
く
把
握
し
て
い
る
。
し
か

し
、「
本
証
妙
修
」
に
関
し
て
は
、
本
書
に
そ
の
用
語
を
用
い
た
形
跡
は
な

く
、
同
年
刊
行
の
『
体
験
の
あ
ゆ
み
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
鏡
島
博
士
は
、

「
本
証
妙
修
と
は
、
修
行
の
出
発
点
を
凡
夫
の
位
に
お
か
な
い
で
、
仏
の
位

に
お
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
本
覚
門
的
修
証
観
と
い
う
」

（
前
掲
同
著
、
同
頁
）
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
凡
夫
が
仏
に
成
り
行
く
た
め

の
様
々
な
条
件
を
探
究
・
発
見
し
て
い
く
始
覚
門
で
は
な
く
て
、
既
に
仏
の

位
に
い
る
こ
と
（
こ
れ
を
本
覚
門
と
い
う
）
か
ら
始
ま
っ
て
、
仏
を
証
し
て

い
く
の
が
「
本
証
妙
修
」
で
あ
り
、
そ
の
弁
証
に
努
め
た
の
が
、
近
代
の
曹

洞
宗
学
（
伝
統
宗
学
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
金
子
師
は
禅
者
の
修
行
に
直

接
神
（
仏
）
を
見
て
い
く
視
点
は
十
分
に
獲
得
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
修
行

の
最
初
を
「
仏
の
位
」
に
置
く
と
ま
で
は
断
言
さ
れ
て
い
な
い
。『
弁
道

話
』
の
「
こ
の
法
は
、
人
人
の
分
上
に
ゆ
た
か
に
そ
な
は
れ
り
」（『
全
集

二
』
四
六
〇
頁
）
を
解
釈
し
て
、「
本
具
内
在
の
神
性
」（
本
書
二
三
二
頁
）

を
見
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
修
証
一
等
」
の
説
明
に
用
い
る
の
み
で
あ

り
、
や
は
り
「
本
証
妙
修
」
の
把
握
は
不
十
分
で
あ
る
。

　

ま
た
、
衛
藤
博
士
へ
の
影
響
だ
が
、
最
大
の
影
響
は
既
に
本
論
冒
頭
で
引

用
し
た
よ
う
に
、
師
が
道
元
禅
師
の
『
正
法
眼
蔵
』
を
「
絶
賛
し
た
」
と
い

う
こ
と
、
そ
れ
に
尽
き
る
。『
正
法
眼
蔵
』
へ
の
接
し
方
と
し
て
、
否
定
的

研
究
か
ら
で
は
な
く
絶
賛
か
ら
入
る
こ
と
は
、
衛
藤
博
士
に
と
っ
て
斬
新
に

感
じ
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
し
、
博
士
は
自
ら
そ
の
方
法
論
を
踏
襲
さ
れ
た

（『
正
法
眼
蔵
序
説
』）。

　

既
に
、「
伝
統
的
な
曹
洞
宗
学
（
伝
統
宗
学
）」
は
信
仰
的
独
白
で
あ
り
、

そ
の
脱
却
が
急
務
で
あ
る
と
さ
れ
て
久
し
い
が
、
衛
藤
博
士
の
問
題
意
識

は
、
科
学
的
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
、
各
宗
教
が
保
持
し
て
い
た
世
界
観
が

破
壊
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
惧
で
あ
っ
た
（『
道
元
禅
師
と
現
代
』
所
収
の

「
歴
史
と
宗
義
」
を
参
照
）。
こ
の
危
惧
が
共
有
さ
れ
な
け
れ
ば
、
衛
藤
博
士

の
主
著
『
宗
祖
と
し
て
の
道
元
禅
師
』
の
執
筆
意
図
は
把
握
さ
れ
な
い
し
、

「
正
信
」
を
前
提
に
道
元
禅
師
の
思
想
を
捉
え
る
「
信
の
宗
学
」
を
構
築
し
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た
こ
と
も
、
同
著
が
「
師
資
相
承
」
を
重
視
し
た
こ
と
も
、
顧
み
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。
禅
宗
・
曹
洞
宗
の
「
師
資
相
承
」
に
つ
い
て
は
、
最
重

要
で
あ
る
は
ず
の
系
譜
自
体
に
問
題
が
あ
り
、
歴
史
的
研
究
か
ら
は
た
だ
の

虚
偽
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
衛
藤
博
士
が
そ
の
真
偽
を
吟
味
せ
ず

（
こ
こ
に
「
信
」
を
要
す
る
）、
師
資
の
人
格
的
触
れ
合
い
を
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

を
も
っ
て
解
釈
し
、
自
ら
の
宗
教
的
実
践
に
活
用
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
金

子
師
の
影
響
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

つ
ま
り
、「
伝
統
宗
学
」
と
は
、
金
子
白
夢
牧
師
と
い
う
宗
教
者
の
信
仰

告
白
を
、
衛
藤
博
士
が
真
っ
正
面
か
ら
受
け
止
め
る
こ
と
に
よ
り
、「
信
仰

学
」
と
し
て
始
ま
っ
た
と
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

注（
１
）  

金
子
白
夢
牧
師
の
業
績
は
『
百
年
の
あ
ゆ
み
』（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
愛
知
教

会
・
一
九
九
六
年
）
と
『
主
税
町
か
ら
西
一
社
へ
│
愛
知
教
会
の
歩
み
』（
同
・

一
九
六
八
年
）
を
参
照
し
た
。
な
お
、
金
子
師
は
様
々
な
禅
者
に
よ
っ
て
採
り
上

げ
ら
れ
、
鄧
州
全
忠
師
（
南
天
棒
）、
澤
木
興
道
師
、
松
原
泰
道
師
、
佐
橋
法
龍

師
、
他
の
著
作
に
見
え
る
（
多
端
に
渡
る
た
め
一
々
挙
げ
な
い
）。
し
か
し
、
管

見
の
限
り
、
師
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
先
行
研
究
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。
な

お
、
師
の
業
績
は
、
活
躍
し
た
頃
の
報
道
や
名
古
屋
市
関
係
の
史
料
を
検
討
す
る

必
要
も
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
機
会
を
改
め
て
研
究
し
た
い
。

（
２
）  

資
料
に
よ
っ
て
、
複
数
の
名
前
が
見
え
る
た
め
、
今
後
検
討
す
る
。

（
３
）  

愛
知
教
会
は
、
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
に
日
本
組
合
基
督
教
会
の
独
立
教
会

と
な
り
、
名
古
屋
市
東
区
主
税
町
に
所
在
し
た
。
一
九
六
八
年
（
昭
和
四
三
）
に

名
古
屋
市
名
東
区
平
和
が
丘
に
移
転
し
、
現
在
に
到
る
（『
愛
知
教
会
の
歩
み
』

参
照
）。
筆
者
は
平
成
二
六
年
六
月
に
同
教
会
を
訪
れ
、
古
参
信
者
の
木
本
氏
か

ら
金
子
牧
師
の
話
を
拝
聴
し
、『
百
年
の
あ
ゆ
み
』
と
『
愛
知
教
会
の
歩
み
』
を

頂
戴
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

（
４
）  

衛
藤
博
士
は
、
自
ら
が
宗
学
を
命
名
し
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

 

　

さ
れ
ば
禅
の
中
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
宗
乗
と
い
う
こ
と
が
、
宗
教
と
し
て
の

仏
教
の
研
究
を
な
す
私
の
中
心
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
道
元
禅
師
に

焦
点
を
定
め
て
禅
・
仏
教
・
宗
教
を
見
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

 

　

そ
れ
で
私
は
曹
洞
の
宗
乗
を
禅
学
と
い
う
こ
と
を
嫌
っ
て
、
表
現
の
仕
方
に

苦
し
ん
で
、
単
に
宗
学
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
両
三
年
来
、
こ
の
語
は
一
般
に

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
私
の
当
初
の
考
え
で
は
、
信
仰
学
の
意
味
で
あ
っ
た
の

で
、
従
来
の
宗
乗
と
い
う
意
味
を
前
述
の
ご
と
き
大
系
の
中
で
考
え
る
こ
と
を

主
と
し
た
の
で
あ
る
。

 

「
仏
教
者
の
研
究
法
」、『
道
元
禅
師
の
宗
教
と
現
代
』
一
二
頁

（
５
）  

本
書
は
『
體
驗
の
宗
教
』
と
い
う
題
で
あ
る
が
、
以
下
本
論
で
は
、『
体
験
の

宗
教
』
ま
た
は
本
書
と
記
載
し
、
本
文
引
用
時
は
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
る
な

ど
し
て
い
る
。

（
６
）  

『
超
霊
論
』
は
、
本
書
成
立
以
前
に
、
戸
川
秋
骨
訳
『
エ
マ
ー
ソ
ン
論
文
集

（
上
下
巻
）』（
玄
黄
社
・
一
九
一
二
年
）
の
上
巻
に
「
大
霊
論
」
と
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
題
名
や
訳
文
の
相
違
か
ら
、
金
子
師
は
邦
訳
に
依
ら
ず
、

原
書
か
ら
直
接
訳
し
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
エ
マ
ー
ソ
ン
は
金
子
師
に
、
ユ
ニ

テ
リ
ア
ン
・
社
会
主
義
活
動
そ
の
他
、
広
範
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の

解
明
も
急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
金
子
師
は
エ
マ
ル
ソ
ン
と
表
記
し
、
他
著
で
は
エ

マ
ソ
ン
と
訳
し
た
場
合
も
あ
る
が
、
本
論
で
は
「
エ
マ
ー
ソ
ン
」
に
統
一
し
た
。

（
７
）  

紀
平
『
無
門
関
解
釈
』
で
は
、「
実
現
の
意
義
」
項
に
て
道
元
禅
師
の
日
本
思

想
史
上
の
位
置
を
示
し
（
同
著
二
〇
〜
二
六
頁
）、「
坐
禅
」
項
で
は
『
普
勧
坐
禅

儀
』
全
文
を
採
り
上
げ
、
身
心
一
如
の
観
点
か
ら
、
坐
禅
が
我
々
の
身
心
を
調
え

る
の
に
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
（
同
著
五
二
〜
五
八
頁
）。
こ
れ
ら
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は
金
子
師
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
。

（
８
）  

道
元
禅
師
の
『
弁
道
話
』
は
、
中
国
留
学
か
ら
帰
国
後
四
年
の
一
二
三
一
年

（
寛
喜
三
）
八
月
に
書
か
れ
た
。
江
戸
時
代
後
期
に
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
本
山
版

九
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
で
は
第
一
巻
と
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、
道
元
禅
師
在
世

時
及
び
、
そ
の
近
い
時
代
に
編
集
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
七
五
巻
本
・
一
二
巻

本
・
六
〇
巻
本
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
含
ま
れ
な
い
。
な
お
、
現
在
一
般
に
流
布

し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
に
は
、
流
布
本
と
草
案
本
（
岩
手
県
正
法
寺
蔵
『
正
法
眼
蔵

雑
文
』
所
収
）
と
が
あ
り
、
金
子
師
は
前
者
を
参
照
し
て
い
る
。『
弁
道
話
』
は

一
説
に
、
京
都
に
所
在
し
た
安
養
院
で
の
著
作
（
面
山
瑞
方
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』

「
弁
道
話
」
巻
、
他
）
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
現
在
流
通
す
る
流
布
本
系
統
の
奥

書
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
衛
藤
博
士
は
後
に
、
草
案
本
系
統
を
解
説
し

て
『
正
法
眼
蔵
序
説
│
弁
道
話
義
解
』（
岩
波
書
店
・
一
九
五
九
年
）
を
刊
行
し

て
お
り
、
同
著
に
も
金
子
師
か
ら
の
影
響
が
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
別
の
機
会
に

検
討
す
る
。

（
９
）  

エ
マ
ー
ソ
ン
『
偉
人
論
』
に
収
録
。
同
書
は
明
治
三
六
年
、
大
谷
正
信
氏
訳
が

大
日
本
図
書
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
金
子
師
の
引
用
文
と
は
異
な
っ
て
お

り
、
師
は
原
書
か
ら
直
接
に
訳
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）  

「
修
証
一
等
（
ま
た
は
「
修
証
一
如
・
修
証
不
二
」）」
と
い
う
概
念
は
、
修

（
修
行
）
と
証
（
証
悟
、
悟
り
）
と
が
一
体
で
あ
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
道
元
禅

師
は
『
弁
道
話
』
に
て
そ
の
詳
細
を
説
示
し
、
晩
年
に
到
る
ま
で
ほ
ぼ
同
じ
見
解

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
道
元
禅
師
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
他
の
仏
教
宗
派
で

は
、
修
行
を
、
目
的
と
し
て
の
証
悟
に
到
る
た
め
の
手
段
と
し
て
考
え
、
目
的
が

得
ら
れ
れ
ば
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
道
元
禅
師
は
「
そ
れ
、
修
・
証
は
ひ
と
つ

に
あ
ら
ず
と
お
も
へ
る
、
す
な
は
ち
外
道
の
見
な
り
。
仏
法
に
は
、
修
証
こ
れ
一

等
な
り
」（『
弁
道
話
』、『
全
集
二
』
四
七
〇
頁
）
と
し
、
終
わ
る
こ
と
な
き
「
仏

と
し
て
の
行
い
」（『
永
平
広
録
』
巻
八
│
法
語
十
一
、
菅
原
訳
）
と
し
て
の
修
証

一
等
を
説
い
た
。

（
11
）  

道
元
禅
師
の
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
、
全
文
が
漢
文
で
書
か
れ
た
真
字
『
正
法
眼

蔵
（
通
称
『
正
法
眼
蔵
三
百
則
』）』
と
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
書
か
れ
た
仮
字

『
正
法
眼
蔵
』
と
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
江

戸
時
代
中
期
の
一
七
二
九
年
（
こ
の
歳
、
天
桂
伝
尊
『
正
法
眼
蔵
弁
註
并
調
絃
』

成
立
）
以
降
、
そ
の
難
渋
な
文
体
に
関
心
が
持
た
れ
、
読
解
法
に
つ
い
て
も
一
定

の
知
見
が
構
築
さ
れ
て
い
た
（
天
桂
の
他
に
、
瞎
道
本
光
・
雑
華
蔵
海
な
ど
に
よ

る
研
究
も
要
参
照
）。

（
12
）  

道
元
禅
師
は
『
正
法
眼
蔵
』
中
に
屡
々
、
本
師
・
如
浄
禅
師
（
一
一
六
五
〜
一

二
二
七
）
の
言
葉
と
し
て
、「
先
師
尋
常
に
道
く
、
我
が
箇
裏
、
焼
香
・
礼
拝
・

念
仏
・
修
懺
・
看
経
を
用
い
ず
、
祇
管
打
坐
、
弁
道
功
夫
し
て
、
身
心
脱
落
せ

よ
」（『
正
法
眼
蔵
』「
仏
経
」
巻
、『
全
集
二
』
一
六
頁
）
等
と
示
す
。

（
13
）  

「
拈
華
微
笑
話
」
と
は
、
中
国
成
立
の
偽
経
と
も
さ
れ
る
『
大
梵
天
王
問
仏
決

疑
経
』（『
大
日
本
続
蔵
経
』
に
収
録
）
に
見
え
る
説
話
で
、
後
に
禅
宗
に
よ
っ
て

編
ま
れ
た
灯
史
に
導
入
さ
れ
た
（『
天
聖
広
灯
録
』
な
ど
）。
道
元
禅
師
は
同
話
の

影
響
が
強
く
、『
正
法
眼
蔵
』
で
あ
れ
ば
「
仏
道
」「
密
語
」「
面
授
」
巻
の
他
、

多
く
の
巻
に
て
主
題
化
さ
れ
て
い
る
。

 

　

爾
の
時
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
西
天
竺
国
霊
山
会
上
、
百
万
衆
中
に
、
優
曇
華
を

拈
じ
て
瞬
目
す
。

 

　

時
に
、
摩
訶
迦
葉
尊
者
、
破
顔
微
笑
す
。

 

　

釈
迦
牟
尼
仏
言
く
、「
吾
に
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
有
り
、
摩
訶
迦
葉
に
附
属

す
」。

 

『
正
法
眼
蔵
』「
面
授
」
巻
、『
全
集
二
』
五
四
頁
、
原
漢
文

（
14
）  

「
先
尼
外
道
話
」
と
は
、
イ
ン
ド
以
来
の
仏
典
に
出
る
外
道
（
バ
ラ
モ
ン
）

で
、
セ
ー
ニ
ャ
（
音
写
で
先
尼
）
と
い
う
。
大
乗
仏
教
の
経
論
で
は
「
勝
軍
梵

志
」
と
も
意
訳
さ
れ
る
。
そ
の
主
張
は
、
固
定
不
変
の
実
体
我
を
認
め
、
霊
性
の

常
住
性
を
も
と
に
、「
心
常
相
滅
」
を
説
く
。
特
に
大
乗
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
三

九
に
見
え
る
世
尊
と
の
論
争
が
有
名
で
、
ま
た
道
元
禅
師
も
実
体
我
批
判
の
対
象
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と
し
て
、
先
尼
の
名
を
『
弁
道
話
』、『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」「
即
心
是
仏
」
巻
な

ど
で
採
り
上
げ
て
い
る
。

参
考
文
献

・
道
元
禅
師
の
著
作
は
、
春
秋
社
『
道
元
禅
師
全
集
』
全
七
巻
を
用
い
、
引
用
時
に
は

略
し
て
『
全
集
○
』
○
○
頁
と
し
、
巻
号
と
頁
数
の
み
記
し
た
。

・
衛
藤
即
応
博
士
遺
稿
集
『
道
元
禅
師
と
現
代
』
春
秋
社
・
一
九
八
〇
年

・
衛
藤
即
応
博
士
遺
稿
集
『
道
元
禅
師
の
宗
教
と
現
代
』
春
秋
社
・
二
〇
〇
〇
年

・
鏡
島
元
隆
博
士
『
道
元
禅
師
』
春
秋
社
・
一
九
九
七
年

・『
正
法
眼
蔵
雑
文
』
春
秋
社
・
二
〇
一
〇
年
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執　筆　者　紹　介

清
SHIMIZU Yoshikazu
　水　義　和（本学教授 ･･････････････ 英　　　語）

菅
SUGAWARA Kenshū
　原　研　州（本学講師 ･･････････････ 宗　教　学）

高
TAKADA Masayoshi
　田　正　義（本学准教授 ･･･････････ 健康総合科学）

青
AOYAMA Kenta
　山　健　太（本学講師 ･･････････････ 健康総合科学）

北
KITADA Toyoharu
　田　豊　治（本学准教授 ･･･････････ 健康総合科学）

小
KOBAYASHI Hidekazu
　林　秀　一（本学准教授 ･･･････････ 健康総合科学）

境
SAKAIDA Masaki
　田　雅　章（本学准教授 ･･･････････ 健康総合科学）

小
KOIDE Tatsuro
　出　龍　郎（本学教授 ･･････････････ 健康総合科学）

川
KAWAGUCHI Kōhū
　口　高　風（本学教授 ･･････････････ 宗　教　学）
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編　集　後　記

　平成27年度最初の号となる『教養部紀要』第63巻第１号をお届けいたします。

本号には、論文３編、資料１編を掲載することができました。ご寄稿いただきま

した先生方には、心よりお礼を申し上げます。なお、掲載順は執筆者の先生方の

お名前の五十音順とさせていただきました。

　本年度より、教養部紀要の発行が年４回から年３回となりました。発 行の間隔

が長くなる分、教育研究・執筆にかけていただく時間に余裕ができ、各号が量的

にも質的にもますます充実した内容になることと期待されます。第２号、第３号

へのご投稿も心よりお待ち申し上げております。（菅記）

教　養　教　育　研　究　会　委　員

（会長）　福　 山　　 悟　　　（副会長）※井　上　知　則

（会計）　高　田　正　義

※北 村 伊 都 子　　　　佐 々 木　　真　　　　清　水　義　和

※菅　　さ や か　　　　菅　原　研　州　　　　清　　 忠　 師

　中　 村　　 綾　　　※松　井　真　一　　　　山　下　秀　康

　※本号編集委員



90─　　─

愛知学院大学教養教育研究会会則

第　１　条 本会は愛知学院大学教養教育研究会と称する。
第　２　条 本会の事務所は愛知学院大学教養部に置く。
第　３　条 本会は大学設立の趣旨に則り、人文科学・社会科学・自然科学・語学・健康総合科学等の、教養

教育に関する諸学の研究成果ならびに教育成果の発表を通じ、学問の水準を維持、向上せしめ教
育及び社会一般に寄与することを目的とする。

第　４　条 本会の会員は次の通りとする。
　　　　　　１　正 会 員　本大学の教養部専任教員とする。
　　　　　　２　準 会 員　本大学の在学生とする。
　　　　　　３　賛助会員　本大学の卒業生及び本会の趣旨に賛同し、会長の承認を得た者とする。
第　５　条 本会は第３条の目的を達成するために次の事業を行う。
　　　　　　１　機関誌「愛知学院大学論叢教養部紀要」の刊行
　　　　　　２　研究会、講演会、討論会等の開催
　　　　　　３　その他本会の目的を達成するために必要と認められる事業
第　６　条 「愛知学院大学論叢教養部紀要」は原則として毎年３回発行し、会員に配布する。
第　７　条 本会は教養教育研究会委員会を置き、委員は次の者で構成する。
 １　会　　長　　１名
 ２　副 会 長　　１名
 ３　委　　員　　12名
 ４　会　　計　　１名
　　　　２　会長は学長これを委嘱する。
　　　　３　委員は正会員の互選により、人文科学・社会科学・自然科学・第１外国語・第２外国語および健

康総合科学の各系列より２名あて選出する。委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げな
い。

　　　　４　副会長及び会計は委員の互選により、会長がこれを委嘱する。
第　８　条 会長は本会を代表し、会務を統轄する。
　　　　２　副会長は会長を補佐し、会務を掌る。
　　　　３　委員は委員会を構成し、本会の企画運営にあたる。
第　９　条 会長は委員会を招集し、その議長となる。
第　10　条 会長は本会の会務執行のため、必要あるときは実行委員会を委嘱することがある。
第　11　条 会員は毎年度始めにおいて会費を納入する。
　　　　２　新入会員は入会金を納付するものとする。
第　12　条 本会の運営費は、会員の納付する会費、愛知学院大学からの補助金または有志からの寄付金およ

びその他の収入をもってこれにあてる。
第　13　条 本会の会計は４月に始まり、翌年３月に終る。
第　14　条 本会の会則の改正は正会員の３分の２以上の賛成をもって成立する。
付　　則
　本会則は、昭和32年４月１日に制定し、即日施行する。
　本会則は、昭和53年２月６日に改正し、即日施行する。
　本会則は、昭和57年３月24日に改正し、同年４月１日より施行する。
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　本会則は、昭和58年６月17日に改正し、即日施行する。
　本会則は、昭和63年４月１日に改正し、即日施行する。
　本会則は、平成２年７月６日に改正し、同年４月１日より施行する。
　本会則は、平成８年７月19日に改正し、即日施行する。
　本会則は、平成11年12月17日に改正し、翌年４月１日より施行する。
　本会則の施行により愛知学院大学一般教育研究会会則を廃止する。
　本会則は、平成20年12月12日に改正し、翌年４月１日より施行する。
　本会則は、平成27年４月１日に改正し、即日施行する。

愛知学院大学論叢「教養部紀要」投稿規定
1988年４月１日成立・実施

〔投稿資格〕
第　一　条 この会誌に投稿する資格をもつ者は、原則として教養教育研究会正会員とする。
〔転載の禁止〕
第　二　条 他の雑誌に掲載された論文・資料・翻訳・書評などは、これを採用しない。
〔原稿の形式〕
第　三　条 投稿に際しては、次の要領に従って本文、図および表を作成する。
　　　　　　１　原稿は、原則として原稿用紙または電子媒体による入稿とする。（電子媒体による入稿の場

合プリントアウトを一部添付する。）
　　　　　　２　原稿の量はおおむね16,000字以内とする。
　　　　　　３　本文の前に、別紙で、次の３項を次の順序で付する。
　　　　　　　㍉　和文の題目および執筆者名。
　　　　　　　㌔　欧文の題目および執筆者名。
　　　　　　　㌢　イ　論文・資料・翻訳・書評などの区別
　　　　　　　　　ロ　その論文・資料・翻訳・書評などが属する専門領域名。
　　　　　　　　　　ただし、ここにいう専門領域は、人文・社会・自然・外国語・健康総合科学の５部門に

区別する。
　　　　　　　　　ハ　教授・准教授・講師・助教・外国人教師など別
　　　　　　４　原稿の欧文箇所は、すべて活字体で書くか、またはワープロを用いる。
　　　　　　５　図は、白紙または淡青色の方眼紙に墨書し、縮尺を指定する。これに対する文字は鉛筆で入

れる。ただし、表はこれらの限りではない。
　　　　　　６　写真に文字または印を入れるときは、トレーシング・ペーパーを重ねてそれに書き入れる。
〔原稿の申込み〕
第　四　条 投稿希望者は、教養教育研究会委員会（以下、委員会と称す）の公示する期限までに、委員会の

提示する申し込み用紙に氏名を記入する。
 ただし、申し込み者が所定の数に達しないか、またはそれを越える場合には、委員会がこれを調

整する。
〔提出期限〕
第　五　条 投稿は委員会の定める提出期限までにこれを行う。締切り日以後に提出された原稿は掲載されな
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いことがある。
〔原稿組版の制限〕
第　六　条 図版・カラー写真などの掲載により一般の経費より多くかかる場合は、その必要性を各号の編集

責任者に申し出て委員会を開催して審議し、承認を得ることとする。なお、承認を得られず掲載
を希望する場合、その費用を別途に個人負担とする。

〔原稿修正の制限〕
第　七　条 投稿後の原稿の修正は、原則としてこれを行わないものとする。やむをえない場合は初校におい

て修正し、その範囲は最小限度にとどめる。大幅な修正の結果、印刷費が追加されるときは追加
費用を個人負担とすることがある。

〔校　　正〕
第　八　条 校正は原則として第３校までとし、本文については執筆者がこれに当たり、表紙・奥付その他に

ついては編集委員がこれに当たる。
〔抜き刷り〕
第　九　条 抜き刷りは、論文・資料・翻訳・書評など各１篇につき50部までを無料とする。これを越える

分については実費を執筆者の負担とする。50部以上を要する場合には、執筆者はその必要全部
数を原稿の表紙に朱記する。

〔掲載論文等の複製権・公衆送信権〕
第　十　条 この会誌に掲載された論文等の電子化および公開に関わる複製権および公衆送信権は、教養教育

研究会に属するものとする。
 ただし、掲載された論文などの執筆者が他の機関への転載もしくは複製権または公衆送信権の行

使を申し出た場合は、正当な理由がない限り、教養教育研究会はこれを拒むことはできない。
付　　則
　一、本規定の改正には、教養教育研究会正会員の３分の２以上の賛成を要する。
　二、本規定は、1988年４月１日に成立し、即日施行する。
　三、本規定は、1996年７月19日に改正し、即日施行する。
　四、本規定は、1999年12月17日に改正し、翌年４月１日より施行する。
　五、本規定は、2003年11月21日に改正し、即日施行する。
　六、本規定は、2005年４月22日に改正し、即日施行する。
　七、本規定は、2007年11月16日に改正し、即日施行する。

申し合わせ（教養部会 2010. 7. 16）

　　●第一条の「投稿する資格を持つ者」には、以下の非正会員を含む。
　　　１　正会員との共同執筆による投稿
　　　２　正会員が推薦する本学教養部の非常勤講師で、本務校をもたない人の投稿
　　　３　元正会員で、本務校をもたない人の投稿
　　●上記１ ２ ３に該当する投稿希望者がある場合は、 担当編集委員が投稿の可否を決定し、 投稿希望者に通

知する。 担当編集委員で判断できない場合には、 教養教育研究会委員会を開いて投稿の可否を決定する。
　　●投稿原稿の掲載に際しては、１の場合の原稿料は１篇分とし、２ ３の場合の原稿料は支払われない。

また、１ ２ ３いずれの場合も抜き刷り50部までは無料とする。
　　●投稿者は、第三条の〔原稿の形式〕を厳守し、第四条の〔原稿の申し込み〕の時に委員会の提示する

「投稿票」用紙に必要事項を記入のうえ添付して投稿する。
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　　●投稿された原稿について担当編集委員から検討の申し出があった場合は教養教育研究会委員会を開き、
委員会名において訂正を依頼したり投稿を断ることがある。

　　●第六条「図版・カラー写真の掲載」については、紀要作成予算の範囲内と見なされる場合、その採否は
紀要編集委員の決議にゆだねるものとする。ただし、予算の範囲を逸脱する、あるいは採否の決議が困
難の場合は教養教育研究会委員会を開催して、決定することとする。

　　（注） 教養教育研究会が本会正会員の著書・論文等について書評を依頼する場合は、原稿料を支払うこと
とする。
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